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1.調 査 研 究 の概 要

1.1調 査 の 背 景 と 目 的

近 年 地 方 にお け る情 報 ニー ズ は,一 層高 ま りつ つ あ る。 この こ とは 行政機 関,各 種 団 体 企 業 等

に おけ る事 業 計 画,あ るいは 複雑 化 してい く経済 状況 の把 握 に地域 独 自の展 開が よ り強 く求 め られつ

つ あ る こ とを示 してい る。

これ らの地域 に 即 した 計画 の 策定 に あ た っ ては,地 域 関連 情 報 基 盤 を整備 し,情 報 の流 通 を促 進 す

る必要 が あ る。

当地 域(関 信 越,東 北 地 域)に おけ る調査 研 究 は昭 和55年 度 か ら始 め られ てい るが,こ の時 期

はち ょうど80年 代 の 始 め で あ り,70年 代 の拠 点 的な 情 報化(産 業 界 中心,東 京 ・大 阪 中心,

大 企 業 中心)か ら,情 報 処理技 術(マ イ コ ン,VLSI等),通 信 技術(光 フ ァイバ ー,人 工 衛 生)

等核 に なる技 術 と しての ニ ュー メデ ィア の飛 躍的 な発展 に よ り,広 域 な線 又 は 面 としての情 報化 に

変わ りつ つ あ る時 期 で あ った。

また,「地方の時代」 と呼 ば れ 従来 の 中央 指 向 か ら田園都市 構想,定 住 圏構 想など地域再開発,地 域 の

魅 力あ る雇用,生 活 圏の 創 出 に強 い 期待 と関 心が もた れた時 期 で あ るが,こ れ らの構 想 は先端 技 術

の導 入 に よる地域 の活性化 政 策(通 産 省 でい うな らば地域 技 術振 興計 画,テ ク ノポ リス構想 等,あ

るい は 各県 で の 地域 開 発政 策等 々)で 具 体化 さ れつつ あ る。

この よ うな 基 本的背 景 の 中 で地域 行 政 の施 策立案,あ るい は企 業 の活 動 ・運 営 に とって地域 経 済

の迅 速 かつ 正確 な把 握 は必 要 不 可 欠 で あ った が,こ れ ら地域 情 報 の入 手体 制 の確 立 につい ては,未

だ 不充 分 な 状態 であ り 「地域 別情 報 拠 点の 育成 と情報 ネ ッ トワー クの 形成 」は極 め て重 要 な 課題 と

な って い った。

この よ うな状 況 認識 の もとに,多 岐 に わた る地域 活動 の うち,特 に変化 の著 しい経 済状 況 を迅速 か

つ 確実 に把 握 す るため に地域 経 済 情 報 の ニ ーズ を明 らかに す る と と もに
,そ の利 用 方法,技 術 に 関す

る研 究 ・開発 を行い,共 通 情報 基 盤 の形 成 拡大 に寄 与 し うる地域 情 報拠 点 の育 成 と地域 経 済情 報ネ ッ

トワー ク形 成 を行 うた めの 具体 的 方 策 を探 るのが 本 調査 の 目的 で あ る。

また,当 プ ロ ジェク トの対 象 とす る地域 は俗 に4割 経済 とい わ れ る首都 圏 を含む 関信 越経 済 圏 及

び これ まで種 々の 点で 地域 格差 を生 じて い る 中 で工業再 配 置 の促 進 等 を通 じて地域 の産 業 構造 の 高

度 化 を図 りつつ あ る東北 経 済 圏 か ら成 り立 って お り,こ の2つ の地 域特性 を生か しつつ,両 地域 に

共通 し た情 報流 通 促 進 の た めの ア プ ロー チ手 法 に 関す る調 査 研究 が必 要 で あ った。 今 回の調 査 研究

は,今 後地 域 別 分散 型 ネットワークを 推進 す る上 での 先進 事 例 と して の役割 を担 った もの と言 え よ う
。

1.2調 査 の 内 容

(1')昭 和55年 度 の活動 概 要

地域 計 画策 定,経 済 状況 把 握等 のた めに 必 要 な地 域 経済 情報に関する,① 情 報 活動 の実 態 調査 ②政

策的 利用 に 関す るニ ーズ調 査 を実 施 した。

1
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(2)昭 和56年 度 の活 動概 要'"Etllt」1、 ㌧,'

関信 越,東 北地 域 に お け る情報 の体 系化 と流 通 化 を図 るた めに 情 報 の レ フ ァレ ンス機 能 が必 要 で あ

る とい う55年 度 調 査結 果 を もとに,'1;

① レ フ ァレ ンス 機 能 の在 り方,利 用の 仕 方等 に 関す る調査 。

② 地域経 済 レ フ ァレ ンス 情報 の 収 集,整 備,蓄 積,利 用 の た めの事 例 研 究。

③ 情 報 ネ ッ トワー クを実 施 す る際 に問 題 とな る社 会 的,制 度 的 諸 問題 につ い ての 調査。

④ ネ ッ トワー ク基 本構 想 の研 究。

を行 った。

(3)昭 和5'7年 度 の活 動 概要

55年 度,56年 度 調 査 の結 果,情 報 ネ ッ トワー ク形 成 の 第 一 歩 と して,ク リア リン グ機能 の整 備

が必要 とさ 九 ク リア リン グ機 能 ¢)一部 で あ る レフ ァレ ンス機 能 につ い て明 らか に して きた 。.57年

度 は この 調査 結 果 をふ まえ,地 域経 済 レ フ ァレ ンス 情報 サ ー ビス実 現 化 に向 け ての 運用 上の 問題 点,

課題 を明 らか にす るべ く,次 の調 査 研究 を実 施 した。

① ・地域 経 済 レ フ ァレ ンス情 報 パ イ ロ ッ トシ ステ ムの研 究 開発

② 地域 経 済 レ フ ァレ ンス情 報に 関 する 意識 調査

また,地 域 情 報拠 点 作 りの第 一歩 として 「地域 情 報 サ ー ビス機 関 調剤 を行 っ た。'

(4)昭 和58年 度 の活 動 概要

58年 度 は57年 度 に ひ き続 き地 域経 済 レ フ ァレ ンス情 報パ イ ロ ッ トシ ステ ムの 開 発 を行 った。

また シス テ ムの 利用,普 及 を 目指 した 「デ ー タ 整備 マニュアル」,「 シス テ ム利 用 マ 三 ユアル 」

を作成 す る とと もに,シ ス テ ム利用 評 価 のた めの 「地 域経 済 レ フ ァレ ンス 情報 有 効活 用事 例研究 」

を行 った。

55年 度

情報活動の実態調査

政策的利用に関するニーズ調査

情 報 の体系 化 と流通化 を 図 る た めに 情報 の レ フ ァレ ンス機 能 が必 要 であ る。

①

②

③

④

レ フ ァ レ ンス 機 能の 在 り方 利 用 の仕 方 等 に関 す る調査

地域 経済 レ ファレ ンス 情 報 の収 集,整 備,蓄 積,利 用 の ため の事 例 研究

情 報 ネ ッ トワー クを実 施す る際 に 問 題 とな る社 会的,制 度 的諸 問題 につ い て の調査

ネ ッ トワー ク基 本 構想 の検 討

情 報 ネ ッ トワー ク形 成 の 第 一 歩 とし てク リア リン グ機 能 が必 要 で あ り,ク リ

ア リン グ機 能の 一 部 で あ る レ フ ァレ ンス機 能 につ い て明 確イヒした。

2
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57年 度 ↓ 了

①

②

③

地域 経 済 レ フ ァレ ンス 情報 パ イ ロ ッ トシス テ ムの 研究 開発

地域経 済 レ フ ァレ ンス情 報 に 関す る意識 調査

地域 情 報 サー ビス 機 関調 査

58年 度

地 域経 済 レ フ ァレ ンス情 報 パ イ ロ ッ トシス テ ムの 開発 及 びレ ファレ ンス情 報

サ ー ビス実 現化 に向け ての運 用 上 の問 題 点 及 び課 題 が 明確化 した。

① 地域経 済 レ フ ァレ ンス 情 報パ イ ロ ッ トシス テ ムの 研究 開発(57年 度 よ り継 続)

② 地域経 済 レ フ ァレ ンス 情 報有 効活 用事 例 研究

地域 経 済 レ フ ァレ ンス 情 報パ イ ロ ッ トシス テ ムの 完成 及 び利用 普 及 を 目指 し

た マニ ュアル 作 り,活 用 事例研 究 を行 った。

図1-1活 動 概要 図

1.5推 進 体 制1

当調 査 研究 は 関信 越,東 北 の地 域 ブ ロック機 関,地 方 自治 体,商 工 会 議所,民 間企 業,経 済 研究

所等 の メンバ ー か ら な る地 域 委 員会 を 中心 に課題 の設 定,調 査 結 果 の検討 を 行 い なが ら推 進 し た。

埼 玉 県 千 葉県 東 京 都 神 奈川 県 中小 企業 金 融 公庫 日本 開発銀 行 東京 電 力㈱

L
東京商工会議所 日本情報処理開発協会 東京通商産業局 宮城県 東北経済連合会

東北経済開発センター 通商産業調査会仙台支局 仙台商工会議所 北海道東北開発公

庫東北支店 東北電力㈱ 七十七銀行 仙台通商産業局

1.4.検 討 経 過

(1)地 域 情 報 ニ ー ズ調 査

昭和55年 度1,調 査 研 究 を 開 始 す る に あた って,2種 類 の 調査 を実施 し た。1つ は,関 信 越

東 北地 域 の行 政,民 間 諸機 関(436機 関)に 対 して 行 った地 域経済 情 報 ニ ーズ把 握 の ため の調

査 で あ り,こ の調 査 結果 か ら,重 要 と考 えら れ る地域 情報 分 野,地 域 情報 の 交換 状 況等 が 明 ら か

に な っ た。(調 査結 果 の一 例 を図1-2に 示 す 。)
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図1-2重 要 と考 え る地域 情 報(昭 和55年 度 報告 書 よ り)

な お,現 状 の問 題 点 とし て,地 域 情 報 の不備 をあげ てい る機 関 が6割 近 くに 達 した。 その理 由

は,

① 整備 す べ き情 報 が 膨大 で あ る。(民 間37%,行 政機 関37%)

② 情 報 整備 の セ ク シ ・ンがな い。(民 間24%,行 政 機関47%)

③ 必 要 な情 報 が公 表 さ れ て ない。(民 間32%,行 政 機関6%)

等 で あ る。

もう1っ の調査は,将 来 地域 情 報拠 点 と して の役 割が期 待 され てい る 当地 域 委 員会 の 構成機 関,

(た だ し,東 北地 域 にっ い ては,当 時 の参 画機 関は 仙台 通産 局 の みで あ る。)に 対 して行 った調

査 で あ る。

調 査 の 目的 及 び 調査 内 容 は次 の とお りで ある。

① 構成 機 関 が地域 情報拠 点 と しての機 能 を どの程度 充 足 してい るか につ い て の把 握 、

イ 地域 情報 作成,整 備,蓄 積 機 能

ロ 地域情 報加工,分 析,利 用機 能

ハ 地域情 報提供 機 能

② 構 成機 関 間 での 情 報交 換 ネ ッ トワー ク が どの程度 可 能 で あ るかに つ い ての 把 握。

イ 各機 関で共通 利用 し てい る地域情 報

ロ 各 機 関で独 自に 調査集 計 してい る地域 情 報

ハ 相 手機 関情 報 に対 す る ニー ズ

この 結果,明 らか とな った各機 関の 施 策別 利 用デ ー タの一 例 を示 す と表1-1の とお りで ある。

また,関 信越 地域 の 地域 委 員 会 構成 機 関に つい て は 内部の 情報 処理 利 用体 制 が比 較 的確 立 され て

お り,情 報拠 点 と して の体制 を 具備 してい る ことが 明 らか にな った。
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主 要 テー マ 別 デー タの利 用状 況(共 通 利用 デ ー タ)表1-1
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し か し,機 関 同 士 の ネ.ットワー クを形成 す る段階 で の ク リア リング機 能 につ い ては,各 機 関'

と も現 状 に おけ る外部 情 報 の入手 ・整備 ・利用,あ るい は内 部情 報提 供 上 の 問題 をかか えて お り,

か な り不充 分 で ある実 態 が明 らか にな った 。

以 上2つ の調査 から,ネ ッ トワーク形 成 を促進 させ る今 後 の 方向 と して次の2点 が確 認 された。

① 個 々の 機 関 の情 報処理 体制 の よ り一 層 の強化 に よ り地 域情 報 整備 を促 進 す る こと。

② 各 機 関 で作成 さ れ てい る情 報の タイ トル,作 成 機 関,概 要,入 手方法 等 を含む 所 在源 を収 集,

整備,提 供 で きる ク リア リン グ機 能(又 は レ フ ァレ ンス機 能)の 充実 をはか るこ と。

② 地 域 情 報拠 点 構想

以上 の 課題 を踏 まえ,関 信 越 ・東北 地域 の 地域 情 報拠 点構 想 とし てレ フ ァレ ンス情 報の 整備 ・

蓄 積 ・提 供 につ い ては 「地域 情 報 セ ンタ ー(仮 称)」 が行 い,一 次 情報 の 整備 ・蓄 積 ・提 供 につ

い ては 情 報作 成機 関が 行 うとい うネ ッ トワーク型(図1-3)を 提起 した。 理 由は,

① 地域 レ フ ァレ ンス 情報 は 出来 るだ け広範 囲(地 域,デ ータ項 目等)に わたって収 集 され てい る事

が 望 ま しい等 か ら一 括管 理 が適 当 と考 え られ る こ と。

② 地域 情 報(一 次 情 報)に つ い て は,デ ー タが大 量 な為 保 守 の容 易性,正 確性,迅 速性 か ら

情 報 の 発生 機 関に おけ る維 持 管理 が適 当 と考 え られ るこ と であ る。

(3)シ ス テ ム開 発 の経 緯

ク リア リング機 能の 充実 の為 には,① レ プ ァレ ンス情 報 の体 系 的 整備,② レ フ ァレ ンス情 報 サ

ー ビス体 制 の確 立 が 必 要 である
。そ こで,ま ず,① の レファレンス情報 の 体系 的 整備 の た めの レ フ ァ

レ ンス 情 報 パ イ ロッ トシス テ ムの 開 発 を行 う ことに した。

(a)シ ス テ ムの全 体 構想

地 域経 済 レ フ ァレ ンス情 報 シス テ ムの 開 発 目的 を次 の よ うに設 定 した。

① 必 要 情 報 の総 合 的 把握 を可 能 に す る。

② 地 域機 関 の地域 経 済 情報 の 共 通利用 の促 進 を図 る。

③ 統 計 資 料 の所 在検 索機 能 の向 上に よる 作業 の軽減 を図 る。

これ らの 目的 を達成 す るた めの シス テ ムの全 体機 能,機 器 構成,デ ータ項 目,検 索手法 に つ い

て は利 用 者 の利便 性 を考慮 し て検 討 を加 えた。(第2章 を参 照)

シス テ ムの 開発 は57年 度 ,58年 度 の2カ 年 で 行 った。

(b)シ ステ ム の有 効性

58年 度 は,開 発 した シ ステ ムを 使 って,「 地 域 経済 レフ ァ レンス 情報 の 有効 活用 事例 研 究 」

を行 い,上 記 開発 目的の ① と③ につ き実 証 し得 る こと を確認 した。 また,② の地域 経 済 情報 の

共 通利 用 を 促進 させ る効果 につ いて は,今 回 は実 証 され て い ない が,今 後 シ ステ ムも拡充(デ

ー タ内容 を 豊 富 に す る)し ,多 くの 機 関が 利 用 す る状 態 とな れば効 果 を発 揮 す る と思 われ る。
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(c)実 用 化 の課 題 の検 討 ・、

地域経 済 レ フ ・レ ンス情 報 サー ビス実 現 の可 旨旨性 にPt・(
,以 下 の点 につ き,57鞍 調 査 に

おい て検 討 を 行 った。

① 地域 情 報 セ ンタ ーの性 格,運 営 に 係 る経 費
,採 算 コ ス トの問題。

② デ ー タ収 集経 路 確 立の 問題 。

③ 利用 普及 の問題 。

地
域
別
情
報
拠
点

(二 次情報についての外部管理サービス)

.地域経済情報 センター,地 域情報 センター
の機能

区
間

/

国

:
コ

ー_地 域 別情 報_

拠 点の 機能

)

一 ●

叫 所在源情報案内機能 1一

一

l

l二雄 御 集卜
1

L次 情纏 備1
l

l二次情轄 到
}1

所在源情
報案内誌
作 成

所在源情

報 案 内
システム

1配 布]
1 1問い合せ

」

利

用

機

関

●

1情報の所在調査1
情
報 1

1・

一一

一

已 報の入手交渉

一

¶

惨 の別刷

情

報

作

成

機

関

1情報の作劇
'

F次 情織 唇 轡
l

l－次情報到

1

共通利用情報
整 備

一

情報ネットワ「ク機 能 }

図1-3情 報 ネ ッ トワ ー ク 構 想 図
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2.地 域 経 済 レファレンス情 報 パイロットシステムの 研 究 開発

2.1シ ス テ ム 開 発 の 目 的

地域 経済 レフ ァレ ンス情 報 パ イ ロットシステムは,本 調 査 研究 の ニーズ 調査 に よ って 明 らか にな っ

た 「利用 した い情報 の所 在 ・内容 ・入手方 法 等,必 要 とす る情 報へ の ア プ ローチ 方法 が 整 ってい ない 」

と言 う問題 を解 決 す るた めに 開発 した もの で あ り,一 次 情報(一 次加 工情 報含 む)の 共通利 用促 進

の た めの ク リア リング機 能 として位 置 づ け られ る。

2.2シ ステ ム開発 の範 囲

(1)情 報の 収 集 対象 機 関

関信越 ・東北地域のモデル地区における,国(地 方ブロック機関),県,市 町村,商 工会議

所連合会,商 工会議所,商 工会連合会,商 工会,中 小企業団体中央会,事 業協同組合,そ の他

経済団体,金 融機関,電 力会社等

(2)情 報 の 内 容

「レ フ ァレ ンス 情 報デ ー タ シー ト(表2-1)」 に記 載 され た情 報

「レ フ ァレ ンス 情 報デ ー タ シー ト」 は,地 域 経 済 に 関 す る 統 計情 報 で あ り,結 果 の公表

可 能 な もの,地 域 経 済 に 関 す る指定 統 計,承 認 統 計,外 部 受 託調査 につ い て,自 機 関で独

自集 計 を してい る場 合 につ い て調 査 した もの であ る。

情 報 内容 を大 別 す ると次 の とお りで あ る。

① デ ー タの所 在 に 関す る情報

② デ ー タの具 体 的 内容 に 関 す る情 報.

③ デー タの 入手 の た め の手続 き等,デ ー タ利 用 に関 す る情報

な お,情 報 の項 目及 びそ の概 要 は表2-2に 示 す とお りで あ る。
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表2-1レ フ ァレ ン ス情 報 デ ー タ シ ー ト

骨登 録 番 号 1 口
(フ リガナ)

統計潤在名: へL

(フ リガナ)

調査磯間 名: '2
、 一工

竃話1

(フ リガナ)

住所: 4

刊 行物名:⑤

発行機関名: ⑤

所管賊 名:

SUff方法:L悉 皆(全 数)調ff2.サ ンプル調査3.そ の他一=
頂査種類=L承 認統計2.届 出統計3.術 定統計4.そ の他

・回コ========コ
調査 周期:1.5年2.3年

6.四 半期7.月

8.不 定期9.そ の他

3.2年4.1年5.半 期

計

角

の

分

野

査

対

象

分 野 コ ー ド:

旺 口
分 野 コ ー'ド:

一
分 野 コ ー ド=

ロコ
分 野 名:

⊃)
分 野 名:

)
地 域 コ ー ド:

地 域 名:

集計区分:1.全 国2.県 別3.市 町村別

・.・随同工====コ

済 査 対 象 数=〔=
調査期間=1暦 年2.年 度3.そ の他〔 コ

電

算

利

用

に

よ

る

電

波

利

用

以

外

`二

よ

る

有

無
胆
乞箇

提 供 の 可 否:L全 可

2.不 可

口 3.条 件付可

提 供 条 件:
1.覚書2.行 管承認3・ 串間習
4個 別鶴田5.そ の砲口
提 供 媒 体:

1.M「「2.70・'ピ ー3カ,ヒ7ト

チープ4磁 気 ディス ク5.そ の他

収 集 期 間:

S ～

提 供 の 可 否:1.全 可

2.・ 不可団 3.条 件付可

提 供 条 件:
1.覚書2行 管承認3:申 類書
4個 別脇田5.そ の他

〔 一
提 供 媒 体:1.印 鍋 物

ロ コ パ の他
収 集 期
…

屹 の目的 ・園

丁

対象の属性:

、

品
口

口 査 享 の 調 査 項 目 名:

;

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

=

骨 登録番号は詫 入 しな くて結構です。
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表2-2情 報の 項 目一 覧 表

茄 項 目 名 備 考

1 統計調査名 漢字30文 字

2 調 査機 関 ・ コ ー ド(9桁)・ … ・・× × × × × × × × ×
}}・}}

/念 嚥 ㌍一・
業種 分 類

・名 … …漢 字20文 字

3 電 話 漢字20文 字

4 住 所 〃30〃

5 刊 行物名 〃30〃

6 発行機関名 〃20〃

7 所属機関名 〃20〃

8 分 野 コ ー ド 統 計 資 料 分類 に従 った コー ド3桁(最 高5ま で)

9 対 象 地域 ・ コ ー ド(2桁)…JIS県 コ ー ド(最 高12ま で)

・名 … 漢 字20文 字

10 調 査方 法 ・コー ド(1桁)…1:悉 皆(全 数)調 査

2:サ ン プル調査

3:そ の他

・その他 の 内容 …漢 字10文 字

11 集 計 区 分 ・コー ド(1桁)…1:全 国

2:県 別

3:市 町 村 別

4:そ の他

・そ の他 の 内容 …漢 字10文 字

12 調 査種類 ・コー ド(1桁)…1:承 認 統 計

2:届 出統 計

3:指 定統 計

4:そ の他

・その他 の 内容 …漢 字10文 字

13 調査対象教 漢字8文 字

14 調 査 周期 ・コ ー ド(1桁)…1:5年6:四 半 期

2:3年7二 月

3;2年8:不 定 期
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% 項 目 名 備 考

14 調 査 周 期 ・ コー ド(1桁)…4;1年9:そ の 他

5:半 期

・その 他の 内容 … 漢字10文 字

15 調 査 期 間 ・コ ー ド(1桁)…1:暦 年

2:年 度

3:そ の他'

・その他 の 内容 …漢 字10文 字

16 電算機利用 ・処理 の有 無 コー ド(1桁)…1:有

に よ る 2:無

・提供 の可 否 コー ド(1桁)…1;全 可

2:不 可

3:条 件付 可

・提 供 条 件 コー ド(1桁)…1:覚 書

2;行 管承 認

3:申 請 書

4:個 別 協議

5:そ の他

その他 の内 容 ・・漢 字10文 字

・提供 媒体 コ ー ド(1桁)…1=MT
`

(最 高2ま で)2:フ ロ ッ ピー

3:カ セ ッ トテ ー プ

4:磁 気 デ ィス ク

5:そ の他

その 他 の内 容 …漢 字10文 字

・収 集 期 間S× × × × ～ × × × ×

17 電算機利用 ・提 供 の 可 否 コ ー ド(1桁)…1:全 可

以外 に よる 2:不 可

31条 件付 可

・提 供 条 件 コ ー ド(1桁)…1:覚 書

2:行 管承 認

3:申 請書

4:個 別協 議

5:そ の 他

11



允 項 目 名 備 考

その 他 の内 容 …漢 字10文 字

・提 供 媒体 コー ド(1桁)…1;印 刷物

(最 高2ま で)21そ の他

その 他 の 内容 …漢 字10文 字

・収 集期 間S× × ××_× ×× ×

18 調査の目的 漢 字250文 字

]9 対象の属性 〃60〃

20
・

調査項目名 〃20〃(最 高60項 目まで)

2.ろ シ ス テ ム の 機 能

地 域 経済 レ ファレ ンス 情 報 パイ ロットシステ ムには,レ フ ァレ ンス情 報 の蓄積 ・更新,オ ン ライ ン会

話型 検 索,バ ッチ処理検 索及 び 各種 索 引誌 作 成 の機 能 が あ る。

当 シス テ ムは,こ の4つ の機 能 を それ ぞ れ サ ブ システ ム として 構成 す る。 ま た当 シス テ ムを運用

す るに 当 って 必要 な機 能 を,運 用サ ブ シス テ ム と して 独 立 さ せ た(全 体 で5つ の サ ブ シス テ ムか
'ら構 成)

。 各 サブシステム とその機能 に つ い ては 図2-1,各 サ ブ システ ム間 の情 報関 連図 は図2-2

に示 す とお りであ る。

運 用 INQフ ァ イ ル の イ ニ シ ャ ラ イ ズ

サ ブ シ ス テ ム 分 野 名 フ ァイル の 作成

域
経 .レ フ ァ レ ンス 情 レ フ ァ レ ン ス 情 報 デ ー タ の チ ェ ック

済
レ 報の蓄積 ・更新 レ フ ァレ ンス情 報 の蓄積

フ サ ブ シ ス テ ム レ フ ァレ ンス情 報 の更 新

ひ
ン オンライン会 話 型 オ ン ラ イ ン会 話型 に よる検 索

ス

情

一

検索サブ汲 テム 検 索結 果 リス トの作 成

報 1

ノこ
検索指示データの分析

イ バ ッチ処 理検 索
口 バ ッチ処 理 に よ る検 索

《
サ ブ シ ス テ ム

検 索結 果 リス トの作成

シ

ス
分野別索引誌の作成

テ 各種索引誌作成
ム 機関別索引誌の作成

サ ブ シ ス テ ム
レ フ ァレ ンス情 報 リス トの 作成

図2-1パ イ ロ ッ トシス テ ムの機 能構 成
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一
ω

INQフ ァイル

の 設 計

分 野名
登 録票

レファレンス

ー情 報
フ一 夕シー ト

レファレンス

テしタ修正連絡

ア イスフレイ

(回 答)

検索指示票

運 用

サ フソス ァム

分 野 名

ファイル

レファレンス.情報
の 蓄積 ・更新
サ ブシ ス テ ム

ンラィン会 話 型 検

索 サ ブシ ス テ ム

バ ッチ処 理検 索

サ ブ シ ステム

アレ:

情 報

フ ァ イル

溺
励

各種索引誌作成
サフシスァム

分野名一覧表

ファレンス情 報

修正連絡 票

分野別索引誌

機関別索引誌

レ フ ァ レ ン ス

情 報 リ ス ト

検 索結 果 リスト

図2-2サ ブ シス テム 間の 情 報 関連図



また,当 シス テ ム を運 用 す る上 で必 要 な機 器 構 成 は(図2-3)に 示 す機器 構成 と した。

機種 と しては オ ペ レー テ ィ ングシス テ ムACOS-650及 びINQシ ス テ ムが 使 用 で きる もので あ

り,中 央 処 理装 置,磁 気 デ ィス ク装 置(コ ン ピニー タシス テ ムが 使用 す る もの以 外 に デ ー タベー ス

用 ・ して ・台
.))磁 気 ㌃ ブ装 置(3台)ゴ 「 ・御 難 及び ・ン ピx-・ 一:x'テ ・の制御 ・監

視 の た めの オ ペ レー タ ・ス テ ー シ ョンで 構成 さ れ てい る。

さ らに,当 シス テム に お{・て は,出 力 帳 票 に漢 字 を使 用 してい るため,漢 字 プ リン タ装 置 が必 要

で ある。

また,オ ンラ イン検 索の た め嚇 末 装 置 と して・ 日本語処 理 ター ミナ・レ(N6300モ デ ・レ50

N)を 使用 した。

日本語処 理 ターミ

6300モ テウレ50N)

オ ペレータ ・

ステーシ ョン

中 央処 理 装 置

(ACOS-61NQシステム)

漢 字
プリンタ装 置

気

ク
置

スイ

磁
デ
装

欝

図2-3コ ン ピュー タの機 器 構成

2.4シ ス テ ム の 概 要

各 サ ブ 治 テ ムはそれぞ姻2二4嫁 す よ うな ブ ・ ・クか ら轍 さ れ てい るが,こ こでes各 サ ブ

シス テ ム単 位に,シ ス テ ムの機 能,入 力帳 票,出 力 帳票,フ ァイル,検 索 コマ ン ド等 の概要 につ い

て述 べ る。

各 サ ブ シス テ ムの入 出 力 帳票 の一 覧 は 図2-5に 示 す と お りで あ る。

d
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地域 経 済 レ フ ァレ ンス情 報パ イ ロ ッ トシス テム

分野名登録票

運用 サ ブ シス テ ム

INQフ ァイ ルの イ ニ シ ャ ライズ(R110)

分 野 名 フ ァイル の 作成(R120)

蓄 積 ・更 新 サ ブシス テ ム

レ フ ァレ ンス 情 報デTタ の チ ェ ック(R210)

レ フ ァレ ンス 情 報の 蓄積(R220)

レ フ ァレ ンス情 報の 更新(R230)

レ フ ァ レ ン ス 情 報

デ ー タ シ ー ト

☆ レフ ァレ ンス情 報

デ ー タ修 正 連 絡票

(検 索指示)

検索指示票

オ ン ライ ン会 話型 検 索(R310)

バ ッチ処 理検 索(
.R410)

分野 別 索 引誌 の 作成(R510)

機 関 別索 引誌 の作成(R520)

レ フ ァレ ンス情 報 リス トの 作成(R530)

図2-4サ ブシス テ ムの構 成

レファレンス情 報の 蓄積 ・更新

サ フ シ ス ァ ム

オ ン ラ イ ン 会 話 型 検 索

サ フ シ ス ァ ム

各 種 索引 誌 作成 サ ブ シス テ ム

分野名一覧表

☆ レフ ァ レンス情報

デ ー タ修 正連 絡 票

(ディスプレイ回 答))

検 索結 果 リス ト

検 索結 果 リス ト

分野 別 索 引誌

機 関別 索 引誌

レファレンス情報 リス ト

柱)☆ 印の付 い てい る レフ ァレ ンス 情報 デ ー タ修正 連 絡 票 は,コ ンピ ュー タ よ り出力 された もの

に更 新 内 容 を記 入 し,更 新 の た めの 入力帳 票 と して使用 す る。

図2=5シ ス テ ムの 入 出 力帳 票 一 覧
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2.4.1運 用 サ ブ シ ス テ ム

(1)運 用 サ ブ シス テム の機 能

本サ ブシス テ ムは 以下 の2ブ ロ ックか ら構成 され てい る。

①INQフ ァ イル の イニ シ ャライ ズ・一 ・デ ー タベース(レ ファレ ンス 情報 フ ァイル・)をI

NQフ ァイ ル と し て 作 成 す るた め,INQフ ァイルの設 計 を行 い,設 計 に 基 づ きFDL・

INQセ クシ ョン ソース 記 述 及 び各 種 パ ラメー タ カー ドを作成 す る。

② 分野 名 フ。イ ルの 作成 …… 分野 名 登録 票 峰 づ き,カ ー ドパ ンチ を行 い ・ 分野名 登録 票 を

作 成 す る。

①INQフ ァイル の イ ニ シ ャライ ズ

処 理 フ ロ ー

INQフ ァイル

の設計

PK
&
v

FDL・INQt1ク

シ ンソース
ぐラメ三夕

ルの

イニシャライズ

DB

レファレン

ス情 報.

ファイ

IN(控 ク

シ ョン

登録集

ブロック名

R110

機 能

当 シス テ ム では,デ ー タベース

(レ フ ァレ ンス情 報 フ ァイル)を

INQフ ァ イル として 作成 す るた

め,INQフ ァ イルの設 計 を行 い,

設計 に基 づ きFDL・INQセ ク

シ ョン ソー ス記 述 及 び 各種 パ ラメ

ー タ カー ドを作成(パ ン チ)す る。

各 種 パ ラメ ータ,FDL,IN

Qセ ク シ ョンソー ス記 述 を入力 し,

INQプ ア イル(レ フ ァレ ンス情

報 フ ァイ ル)の 初 期 設定 及 びIN

Qセ ク シ ョン登録 集 の作成 を行 う。

L
16



■

、

ブ 口 ツ ク 名

RllO INQフ ァイ ル の イ ニ シ ャ ラ イ ズ

ブ ロ ッ ク ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

INQ7ア イルの登録

LSY

INン ァィノの初期化

フ石グラム名

R111

R112

'R113

概 要

INQフ ァイル の登録

(FILSYS)

FMS(FILSYSア ク

テ ィビティ)の フ ァイル 作

成機 能 に よっ て レ フ ァレ

ンス 情 報 プ アイ ル(IN

Qフ ァイル)を 登 録 す る。

INQフ ァイル の初 期化

(QATI)

IDSの ユ ーテ ィ リテ

ィで あ る フ ァイル の初期

化機 能(QATI)を 用

い てレ フ ァレ ンス 情報 フ

ァイル の ペ ー ジの初 期化

を行 う。

FDLプ ロセ ンサ'

FDL(フ ァイル記述

言 語)で 記述 され た レ フ

ァレ ンス 情報 フ ァイルの

構造 を オ ブ ジ ェク ト形式

に変 換 し て,フ ァイル 中

に格納 す る。

17



フ ロ ソ ク ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

INQセ クションソース

パ ラメ一夕カー ド

記
述

INQ

アし//ス

情 報
ファイル

R114

ジェネレータの実 行

INQセ クシ・ン

ソースリス ト

② 分野 名 フ ァイル の 作成

処 理 フ ロ ー

分野名
登録票

P

&

V

K

分野名登録票

R120

分野名フ句ノの作成

分 野 名
ファイル

分野名一覧表

一

プログラム 名 概 要

R114 INQセ ク シ ョン ジ 三 ネ ・

,レ 一 夕 の 実 行

INQセ ク シ ョ ン ソ ー 「

○
ス記 述 を読 み 込み,FD

L記 述 との対応 をチ ェ ッ

'

INQセ ク シ ク し,INQセ ク シ ョン
ヨン登 録

》 ヘ ッダ ,INQセ ク シ ョ

ン オ ブ ジ ェク ト,UWA,

数 式オ ブ ジェク トを生成

し,INQセ ク シ ョ ン 登

録 集 を作成 す る。

ブロック名 機 能

分野 名 登録 票 に基 づ き,カ ー ド

パ ン チ を 行 い,分 野 名登 録票(カ

一 ド)を 作成 す る
。

R120 分野名登録票を入力し,分 野名

フ ァイル を作成 す る。

また,分 野 名 フ ァイルの 内容 に

従 って分野 名一 覧 表 を作 成 す る。

18



プ ロ ツ ク 名

R120 分 野 名 フ ァ イ ル の 作 成

ブ ロ ッ ク ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

分野名

デ三夕ファイル

(OLD)

ソ ー ト

ワーク

分野名登録票

.チ ェック ・更 新

分野 名 分野名登 録漂

データフ㎡ エラー リス ト

分野名

分野名一一覧表

`

分野名
デづワイル
㎜

↓
R123

分野名フ勃ルの作成

ト

○
分野名
プアイル
(ISF)

)

フ石グラム名

R121

R122

R123

概 要

分野 名 登録 票 の チ ェ 。

ク ・更 新

分野 名 登録 票 を読 み込

み,分 野 コー ド,処 理 区

分 をキー と し分 類 し,各

項 目の チ、エ ック を行 う。

チ ェ ックの結 果,正 しい

もの につ い て分 野名 デ ー

タ フ ァイル の 作成 ・更新

を行 う。.

誤 りが あっ た ものに つ

い ては,分 野 名 登録票 エ

ラー 層リス トに表 示 す る。

分野 名 一覧 表 の 作成

分野 名 デ ー タ フ ァイル

を読 み込 み,分 野名 一 覧

表 を編 集 ・出力す る。

分野 名 フ ァイ ルの作 成

分 野名 デ ータ フ ァイル

を読 み 込み,分 野名 フ ァ

イル(ISF')を 作成 す

る。
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L

ハ の

『国

② 運用 サ ブ シス テ ムの 入 力帳 票

① 分野 名 登録 票

分野 名 登録 票(図2-6)は 分 野名 フ ァ イル の 作成 に使 用 し,分 野 コー ド(3桁)及 び そ

の分野 名 を漢 字 コー ド(4桁 で1文 字)で 記 入 す る。

分 野 名 登 録 票

表2-3分 野 名 登録 票
ヨ

副認

(3)運 用 サ ブ シス テ ムの 出力帳 票

① 分 野名一 覧 表

分 野 名 一覧 表(表2-4)は 作成 され た 分野 名 フ ァイルの 内容 に 従 って,分 野 コー ド,

分 野名(漢 字)・ 漢 字 コー ドを表 示 した もの で,分 野 名 フ ァイルの 内 容 を把 握 す るた め に

利 用 す る。

20
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(3桁)及 び そ

'
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1
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`

,分 野 コー ド,

把 握 す るた め に



表2-4分 野 名一 覧表

漢字 コー ド

分野 コード 分野名1…2…3…4…5…6…7…8…9…1()…11…2…13…14…15・ ・416…

ロ コ[=鉦 コ 圃 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口 口[コ ロ ロ ロ

[匝 コ[=互 コ

⑦

④

⑰

㊥

⑧

大分類の分野コー ド

中分類の分野コー ド

大分類の分野名

中分類の分野名

分野名1文 字に対する漢字コー ド

(4)運 用 サ ブ シス テ ムで 作成 す るフ ァ イル

① レ フ ァレ ンス 情 報 フ ァ イル(デ ー タベ ー ス)

当 シス テ ムでは,デ ー タベ ース(INQフ ァイ ル)と して レ フ ァレ ンス 情 報 フ ァイル を

使用 す る。 レ フ ァレ ンス情 報 フ ァイル の構造 は(表2-5)に 示 す とお りで ある。
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表2-5レ フ ァレ ンス情 報 フ ァ イ ルの 構造

項 目 名

繰
返

し

数

キ

1

項

目

単
一

項

目

可

変

項

目

圧
縮
の
有
無

備 考

■

登 録 番 号 ○ ○ 主 キ ー とす る。

統 計 調 査 名 ◎ ○ ○ 漢 字30文 字 。

調 査

機 関

コ ー ド ○ ○

名 ○ ○ 漢 字20文 字。

電 話 ○ ○ 〃20〃

住 所 ○ ○ 〃30〃

刊 行 物 名 ○ ○ 〃30〃

発 行 機 関 名 ○ ○ 〃20〃

所 属 機 関 名 ○ ○ 〃20〃

対 象 地 域 名 ◎ ○ ○ 〃20〃

調 査 方 法 ○ ○ コー ド(1桁)及 び 内容(漢 字10文 字) 。

集 計 区 分 ○ ○ 〃

調 査 種 類 ○ ○ 〃

調 査 対 象 数 ○ ○ 漢字8文 字5

調 査 周 期 ○ ○ コー ド(1桁)及 び内容(漢 字10文 字) 。

調 査 期 間 ○ ○ 〃

電
算
機
利
用
に
ょ
る

処理の有無 ○ ○ 〃

提供の可否 ○ ○ 〃

提 供 条件 ○ ○ 〃

提供

媒体

1 ○ ○ 〃

2 ○ ○ 〃

収 集期 間 ○

電
算
機以
利外
用に

よ
る

提供の可否 ○ ○ コー ド(1桁)及 び 内容(漢 字10文 字)
。

提 供 条 件 ○ ○ 〃

提供

媒体

1 ○ ○ 〃

2 ○ ○ 〃

収集 期 間 ○

収 集 期 間 2 ◎ ○ 全 体の 収集期 間 と して シス テ ム を求 め る。

分 野 5 ◎ ○ ○ コー ド(3桁)及 び名(漢 字16文 字) 。

地 域 12 ◎ ○ ○ 県 コー ド(2桁)及 び県 名(漢 字4文 字)。

調 査 の 目 的 5 ○ ○ 漢字50文 字 単 位 で分 割 し,そ の 分 割番号(3桁)を 持 つ

対 象 の 属 性 2 ○ ○ 〃30〃

調 査 項 目 名 60 ◎ ○ ○ 項 目番 号(3桁)及 び項 目名(漢 字20文 字).

キ ー

ワ ー ド

目 的 30 ◎ ○ ○ 調 査 の 目的 か ら2文 字 以 上 の漢 字 を抜 き出す。

属 性 10 ◎ ○ ○ 対 象の属 性 〃

囲 キー項 目に おい て,◎ は検 索項 目を示 す。
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② 分 野 名 フ ァイル ,

分 野 名 フ ァ イルは,索 引付 順 編成 フ ァイ ル(ISF)と して 作成 し,分 野 コー ド,一分 野

名(漢 字)及 び分 野 名 の文字 数 で 構成 す る。

2.4.2レ フ ァ レ ン ス 情 報 の 蓄 積 ・更 新 サ ブ シ ス テ ム

(1)レ フ ァレ ンス情 報 の 蓄積 ・更新 サ ブシス テ ムの機 能 ,・

本サ ブシ ステ ムは 以下 の3ブ ロ ックか ら構成 され る。

① レ フ ァレ ンス情 報 デー タの チ ェ ック… …新規 に 蓄 積 す るデ ー タ及 び後 に追 加 登録 す るデ

ー タ をレ フ ァレ ンス 情報 デ ー タ シー トに
,す でに 入力 され てい るデ ー タの 更新 内容 を修 正

連 絡 票 に 記 入 し,こ れ に基 づ い て漢 字 パ ンチを行 い,レ フ ァレ ンス情 報 デ ー タの チ ェ ックを

行 った後,デ ー タファイル,追 加 フ ァイル,更 新 デ ー タ フ ァイル を作 成 す る。

② レ フ ァレ ンス情 報 の蓄 積… …① の レファレンス情 報 デ ー タチ ェ ックで 作成 した レ フ ァレ/

ス情 報 デ ー タ を用 い てデ ー タベ ー ス を作成 し,レ フ ァレ ンス情 報 の蓄 積 を行 う。(新 規 作

成 時)

③ レ フ ァレ ンス 情報 の 更新 … …① の レファレンス情 報 デ ー タ チ ェ ックで 作蔵 した 追加 フ ァイ

ル,更 新 フ ァイル を用 い て デ ータベ ー スの追 加
,更 新 を行 う。

① レ フ ァレ ンス情 報デ ー タの チ ェソク

処 理 フ ロ ー

揚 ぴmSi」 、,・・
(NEW}フ ァイル

レ7アレクZス

デ」タのチェック

分 野 名
ファイル

ブ ロック 名

R210

機 ヒ
ヒ

ム
目

新規 に蓄 積 す るデ ータ 及び後 に

追 加登録 す る デー タ を レ ファレ ン

ス情報 デー タシー トに,す でに 入力

され てい る デ ータ の 更新 内 容 を修

正連 絡 票 に記 入 し,こ れ に基 づ い

て漢字 パ ンチ を行 い,レ ファレ ン

ス情報 蓄 積 ・更 新デ ー タ を作成 す

る。

レ フ ァレ ンス情 報 蓄積 ・更新 デ

ータ を入力 し
,蓄 積 ・更 新 デー タ

の チェックを行 い,レ フ ァレンス情

報 デー タ フ ァイ ルの 作成 ・更新 を

行 う。 また,レ フ ァレ ンス情 報 デ

ータファイルの内容に従 って修正連 絡

票 を作成 する。 さらに,レ ファレンス

情報の更新のための,追 加 データ及び

更新データファイルを作成す る。
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ブ

R210

ロ ッ ク 名

レ フ ァ レ ン ス 情 報 デ ー タ の チ ェ ッ ク

プ ロ ソ ク ・フ ロー チ ャー ト

デ ー タ指定

ソ ー ト

ワ ∠ ク

レフフし◇イス

報 デーtiワM

(OU))

聯轡

・更新 データ

の チ ェック

㌶

出力指定
(更新)

ッ

ア

ノ縁
レフアレンス デrタ

修 作成

一 タ修

分野 名
プアイル

レフirV/一'wa報

データエラーリス ト

魏
〃
チ

24

フ㌔グラム名 概 要

R211 蓄 積 ・更新 デ ー タの チ

エ ッ ク
〉

レ フ ァレ ンス 情 報蓄 積

又は更新データを読み込

み,各 項 目 を抽 出す る と

同 時 に チ ェ ック を行 う。

分 野 コ ー ドに つ い て は,

分 野 名 フ ァイル を参 照 し

チ ェ ッ クす る。

正常なデータは登録番

号,処 理 区分,デ ー タ区

分 及 び番号をキー として分

類 し,レ フ ァ レ ン ス 情 報

更新 デ ー タ フ ァイルに 出

力 す る。

誤 りが あ った デー タい

レ フ ァレ ンス 情 報 デ ー タ

エ ラ ー リス トに 表 示 す る。

R212 レフ ァレツス情 報デ ー タ

フ ァイ ルの 更新

レフ ァレ ンス 情 報更新

デ ー タ フ ァイル を読 み 込

み,レ フ ァ レ ン ス 情 報 デ

一 夕 フ ァ イ ル の 作 成 ・更

新 を行 う。

更 新 結 果,誤 りが あ っ

た も の に つ い て は,レ フ

アレ ンス 情 報 デ ータ更新

エ ラ ー リス トに 表 示 す る。

R213 レ フ ァレ ンス情 報 デー

タ修正連絡票の作成

レ フ ァレ ン ス 情 報 デ ー

タ フ ァ イ ル を読 み 込 み,

出力指定に該当するもの

につ いて,修 正連絡 票 を

編 集 ・出 力す る。



プ ロ ソ ク ・ フ ロ ー チ ャ ー ト プログラム名 概 要

レフアしンス

報 デ・タろ イ
ル(om)

R214 追加 デ ー タ の抽 出

レ フ ァレ ンス 情報 デ ー

タ フ ァイル を読 み込 み,

追加デー タの抽出

窮
軌藩

フレン竺情

報 追加 テ・タ
ファイル

R214処 理情報

R231

処 理 区分 が'1'の ものを抽

出 し,レ フ ァレ ンス 情 報

追 加 デ ー タ フ ァイルに 出

力 す る。

抽 出の 対 象 とな った も

の は処 理 区分 を空 臼に し

て,対 象 とな らなか った

もの は その ま ま,レ フ ァ

レ ンス情 報デ ー タフ ァイ

ル(NEW)に 出力 す る

② レ フ ァレンス情 報の 蓄積

処 理 フ ロ ー

葱認

〃タンス情繊 積 INQ

セクション

登録集

ブロック名

R220

機 能

レフ ァレ ンス情 報 デ ー タフ ァイ

ル(NEW)を 入 力 し,INQロ

ーダ が実 行 可 能 とな る よ う加 工 し
,

INQロ ー ダ を実 行 して レフ ァレ

ンス情 報 フ ァイル を 作成(新 規 作

成)す る。
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プ ロ ツ ク 丁名

・R22
、0

レ フ ァ レ ン ス 情 報 の 蓄 積

ブ ロ ッ ク ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

鷺縞

ロー ダ入力 ファイ

ルの作成

INQロ ーダbrダ
パ ラメ一夕カー ド ファイル

ローダ

中間 フ〆

レ7tv/ス 情報フづ

の

R221処 理情報

INQロ ーっダ

実 行報 告書

プログラム 名

R22T

R222

,

概 要

ロー ダ入 力 フ ァイル の

作成

レ フ ァレ ンス情 報デ ー

タ フ ァイル(NEW)を

読 み込 み,INQロ ーダ

入 力用 の ロー ダ入 力 フ ァ

イル を 作成 す る。

レ フ ァレ ンス情 報 フ ァ

イ ルの 作成

ロー ダ入 力 フ ァイル を

読み 込 み,INQロ ー ダ

1及 びINQ'ロ ーダ2を

実行 し,レ フ ァレ ンス 情

報 フ ァイル の初期 作成 を

行 う。

③ レ フ ァレ ンス 情 報 の更新

処 理 フ ロ ー・

　酬

ブ ロック名

R230

機 能

レ フ ァレン ス情 報追 加又は 更新

デ ー タ フ ァイル を入 力 し,追 加 又

は 更新 デ ー タに基 づ き,レ フ ァレ

ンス情 報 フ ァイルの 更新(追 加 ・

修 正 ・削 除)を 行 う。
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ブ 口 ツ ク 名

R230 レ フ ァ レ ン ス 情 報 の 更 新

ブ ロ ッ ク ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

の矯霧轡

レ7アレγス情 報

更新 エラーリス ト

,プログラム 名

R231

概 要

レ・プ アレ ンス情 報 フ ァ

イル の更新

レ フ ァレ ンス 情報追 加

又 は 更新 デ ー タ フ ァイル

を謡 込み レフル ン

ス情 報 フ ァイル の更新 を

行 う。

更新 結 果,誤 りが あ っ

'たもの に
つ い て∫主 レ フ

ァレ 才ス情 報 更 新エ ラー

リス トに表 示 す る。,

② 蓄積 ・更新サブシステムの入力帳票

①'レ フ ァ レン ス情 報 デ ー タシー ト'

レフ ァレン ス情報 デ ー タ シー ト(表2-1)は,レ フ ァレンス情 報 をデLタ ベTス(レ

フ ァレ ンス情 報 ファイル)に 登録 ・蓄積 す るた めに 使用 し,当 システ ムで扱 う各項 目を記

入 す る。

こ.のレフ ァレ ンス情 報 デ ー タ シー トは,情 報 の収 集対 象機 関に それぞ れ 配布 しそ 各機 関

に記 入 して もらい,回 収 し て使 用 す る。

② レ フ アレ'ンス情 報デ ー タ修 正 連 絡票

レ フ ァレ ンス情 報デ ー タ修 正 連 絡票(表2-6)は,デ ータ ベ ース で ある レ フ ァレ ンス

情 報 フ ァイル と常に 対応 す る よ うに 作成 され てい る レ フ ァレ ンス 情 報 デ ー タ フ ァイ ルの 内

容 に従 っ て,当 シス テ ムで 扱 う各 項 目及 び修 正 内容 の記 入の た めの欄 を表 示 し,シ ス テ ム

よ り出 力 した もの であ り,デ ー タベ ー スの 内容 を把 握 す るために 利 用 す る。

さ らに,こ の 修正 連絡 票 は,情 報 の収 集 対 象機 関に 配 布 し てお き,内 容 の 変更 等が あ っ

た場 合 に,デ ータ ベー スの 更新 の た めの 入 力帳 票 と して使用 す るもの で,1,各 機 関に修 正 内

容 を記 入 して もーち い,回 収 レt使 用ず る。
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表2-6レ フ ァ レン ス情 報デ ー タ修 正連 絡票

レファレンス情報データ修正連絡票

登録番号処理区分

匝]

調 査 機 関i;②[コ函コ[==1互=コ

電 話:③ 〔=匿=コ

住 所:④|

行 物 名:⑤1

発行機関名:⑥[=図 〔=コ

所属機関名:⑦[==E〔=コ

調 査分 野:⑧1団[亙=コ ロ[団=コ

象地 域:⑨ 図 区]図 区1図 因 図 因[=直 コ

調査対象数::⑬口2口調査周期⑭[田 翻 笥⑮[囚コ

電 算1利用・⑯ 田 コ鵠 の 〔enWWfiM4[田

舞酬 』i竃巖㌃
提供媒体匿 ヨ収集期間[亙 コ

。5。一==左===コ

調査項目名:⑳OlO〔==E】=コ020[=1互=コ030[==函=コ

580[====IZΣ二==]59(圧]600[====匹=]
昭和 ××年x× 月x× 日

⑦
④
⑰
㊤
㊧
⑰
㊥
②
◎
⇔
⑰
◎
㊧
㊤
②
⑳

登録番号
統計調査名
調査機関コー ド

〃 名

電話
住所
刊行物名
発行機関名
所属機関名
分野コード
分野名
県コー ド
県名
地域名
調 査 方法 コー ド及び内 容

集計 区分 〃

⑦
②
⑦
㊦
の
⇔
⑧
㊧
②
◎
◎
◎
㊦
㊧
θ
⑤

調査種類コード及び内容
調査対象数
調査周期コー ド及び内容
調査期間 〃

㊤ 属性 の キ ー ワー ド

㊦ 調査 項 目名

電 算 利 用 に よる処 理 の有 無 コー ド及 び内容
!

ノ

/

!

提供の可否
提供条件
提供媒体
収集期間

〃

/

ノ

ノ

電算 以 外 に よる提 供 の可 否 コー ド及 び内 容
〃

〃

提供条件
提供媒体

電算以外による収集期間
調査の目的
目的のキーワー ド
対象の属性

28

〃

〃



(3)蓄 積 ・更新 サ ブシス テ ムの 出力帳 票

レ フ ァレ ンス情 報 デ ー タ修正連 絡票(表2-6)で あ る。

(4}蓄 積 ・更 新 サ ブ シス テ ムで 作成 す る フ ァイル

レフ ァ レンス情 報 デ ー タフ ァイ ル は,デ ー タベ ースで あ る レフ ァレン ス情 報 フ ァイ ル と同

様 の 各項 目で構 成 し,常 に レフ ァ レン ス情 報 フ ァイ ル と対応 す る よ うに作成 ・更 新 を行 う。

なお,デ ー タ区分 と各 項 目の対応 は(表2-7)に 示 す と お りであ る。

表2-7デ ー タ区 分 と項 目の対応 表

デ ー タ区分 項 目 内 容

00 作成年月日及び更新年月日(最 終)

01 統計調査名(漢 字30文 字)

02 調 査機 関 コー ド(3桁)及 び機 関名(漢 字20文 字)

03 電話(漢 字20文 字)

04 住 所(〃30〃)

05 刊行物名(漢 字30文 字)

06 発 行機 関 名(〃20〃)

07 所 属機 関名(〃2{)〃)

08 分野 コー ド(3桁)及 び分 野 名(漢 字16文 字)の ペ ア を最高5つ まで

09
'

県 コー ド(2桁)と 県名(漢 字4文 字)の ペア～撮 高12ま で及び対 象地域名 膜 字20文 字)

10 調査 方法 コー ド(1桁)及 び内 容(漢 字10文 字)

11 集計 区分 〃

12 調査種類 〃

13 調査対象数(漢 字8文 字)

14 調査 周期 コー ド(1桁)及 び内容(漢 字10文 字)

15 調 査 期 間 〃

16 電算 機 利用 に よ る各 項 目の コー ド(1桁)と 内容(漢 字10文 字)及 び収集 期 間

17 電算利用以外 〃

18 漢字50文 字単位で分割した分割番号(3桁)と 調査の目的(漢 字50文 字)

19 〃30〃 対 象の属 性(〃30〃)

20 項 目番号(3桁)及 び調査 項 目名(漢 字20文 字)

21 シス テ ムで 求 めた 収 集期 間

22 番 号(3桁)と キー ワー ドとして シス テ ムで抜 き出 した 目的(漢 字10文 字)

23 〃 属 性 〃
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2.4.5

(1)

①

オ ン ラ イ ン 会 話 型 検 索 サ ブ シ ス テ ム

オ ン ライ ン会 話 型検 索サ ブシス テ ム の機 能

本 サ ブ シス テ ムは 以下 の1ブ ロ ック か ら構 成 され る。

タに検 索結 果 リス トを出 力 す る。

処 理 フ ロ ー

ディスフ1/イ

(回 答)

検 索指示

(質問出力指示

検索結果 リス ト

R310

オンライン会話型

検 索

セーブ

ファイル

DB

アしツス

情 報
ファイル

ー

シ ス ァ ム

の機能

か ら構 成 され る。

末装置から入力された検索指示(質 問 ・出力指示)に

ルの 検 索 を行い,結 果 は,デ ィスプ レイ表示 又 は プ リン

〆

プロツク名 機 能

R310 漢字端末装置から入力された検

索指示(質 問 ・出力指 示)に 基 づ

い て,レ フ ァレ ン ス 情 報 フ ァイ ル

の検 索 を行 い,結 果 はデ ィス プレ

イ表 示 又 は プ リ ンタ に検 索結果 リ

ス トを 出力す る。

検 索 の機 能 と しては,検 索 項 目

の具 体 値,中 間一 致,あ るい は検

索項 目の論理演算を用いて検索を

行 う。

また,検 索結 果 を セー ブ フ ァイ

ル に 保 存 し,セ ー ブ フ ァイ ル か ら

の検 索 及 びセ ー ブ フ ァイル間の 論

理演算 も可 能 とす る。

なお,検 索 に よ る結 果 の件数 を

デ ィス プレ イ上 に表 示す る。

'

30

-・ ・



フ 口 ツ ク 名

R310 オ ン ラ イ ン 会 話 型 検 索

ブ ロ ッ ク ◆ フ ロ ー チ ャ ー ト

セーフ

ファイル

検索指示

(各種 コマンド)

オンライン会話型

検

検 索結果 リス ト

プログラム名

R310

概 要

オ ン ライ ン会 話 型検 索

漢字 端末 装 置 か ら入 力

さ れた各 種 コマ ン ドに 基

づ いて,レ フ ァレ ンス 情

報 フ ァイルの検 索,セ ー

ブ フ ァイル 間 の論 理演 算

検 索結 果 リス トの 出力等'

を行 う。

コマ ン ドに は次 の もの

が ある。

① 検 索 コマ ン ド

検 索 項 目 の 指 定 と,

その具 体 値,中 間一 致,論

理 演 算等 の 指定 を して 検

索を行い,結 果 をセーブフ

ァイル に保 存 す る。 セー

ブ フ ァイル か らの検 索 も

可能 とす る。

② 論理演 算 コマ ン ド

① で 保存 され てい るセ

ー ブ フ ァイル間 の論 理演

算(AND・OR)を 行 う。

③ 画面 表 示 コ マ ン ド

① 又 は② で検 索 され た

結 果 を,画 面 上に表示する。

④ リス ト出 力 コマン ド

① 又 は② で検 索さ れた

結 果 を,プ リンタに出力する。

② オ ン ライ ン検 索 の操 作手 順

オ ン ライ ン検 索 の基 本 的 な操 作手 順 は(図2 .-6)に 示 す とお りで あ る。
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∂

開始指示の効

検索指示の
入力

検索結果の
表 示

繍満
足か?

終了指示の
効

システム終 了

メ ッセ ージ

① シス テ ム開始

開始 指示(開 始 コマ ン ド)を 入 力 し,シ ス テ ム を

開始 す る。

シス テ ムか らシス テ ム開始 メ ッセー ジが表示 され

る。

② 検 索

検 索指示(検 索 コ マ ン ド及 び論 理演 算 コ マン ド)

を入 力 し,レ フ ァレンス 情報 フ ァイ ルの検 索 を行 う。

シス テ ムか ら検 索結 果 を保 存 した保 存 フ ァイル 番

号 及 び検 索結 果の 件数 が 表示 され る。

な お,検 索 コ マン ドでは,す でに保 存 され てい る

フ ァイルか らの 検 索が 指 定 で き,論 理 演 算 コ マン ド

は,保 存 フ ァイ ル間 の論 理積 及 び 論理 和 を行 う。

以 上の 操 作 を満 足 す る件数 にな る まで繰 り返 す。

③ 結 果 出 力

出力 指示(画 面 表示 コ マ ン ド及 び リス ト出力 コマ

ン ド)を 入力 し,② の検 索結 果 の 内容 を画面 表示 又

は リス ト出力 す る。

画 面 表示 コマ ン ドは,検 索結 果 の 内 容 を画 面(デ

ィス プ レイ)に 表 示 す る もの で,リ ス ト出力 コ マ ン

ドは,検 索結 果の 内 容 を検 索結 果 リス トと して プ リ

ンタ に 出力す る もの で あ る。

以 上 の ②③ の操 作 を,満 足 す る結 果が 得 られ るま

で繰 り返 す。

④ シス テ ム終 了

終 了指示(終 了 コマ ン ド)を 入 力 し,シ ス テ ム を

終 了 さ せ る。

シス テ ムか らシステ ム終 了 メ ッセージが表示 され る。

図2-6オ ン ライ ン検 索 の操 作手 順

(3)オ ン ライン検 索 の た めの コマ ン ド

① 開始 コマ ン ド(@RISE-RS)

レ フ ァレ ンス 情 報 サ ー ビス検 索 シス テ ム を開始す る。

② 補助 コマ ン ド(@C〔OMMAND〕)

当 シス テ ムで 使用 で き る コマ ン ドを表示 す る。
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③ 検 索 コマ ン ド(@R〔ETRIEVE〕)

与 え られ た 条件 式 に該 当す る レ コー ドの集 合 を検 索 す る。

④ 論理演 算 コマ ン ド

イ 論 理積 コ マ ン ド(@A〔ND〕)

保存 され て い るレ コー ド集 合 の論 理積 を とる。

ロ 論 理和 コマ ン ド(@0〔R〕)

保 存 さ れ てい るレ コー ド集 合 の論 理和 を と る。

⑤ 画 面 表示 コマ ン ド(@D〔ISPLAY〕)

検 索結 果 の レ コー ド集 合の 該 当す る項 目を表示 す る。

⑥ リス ト出 力 コ マ ン ド(@P〔RINT〕)

検 索 結 果 の レ コー ド集 合 の内 容 を,出 力 モ ー ドに従 っ て編 集 し,検 索結 果 リス トとして

リス ト出 力す る。

⑦ 終 了 コマ ン ド(@E〔ND〕)

レ フ ァレ ンス情 報 サ ー ビス検 索 シス テ ム を終 了 す る。

オ ン ラ イン検 索で 使用 す る コマ ン ドは,以 上① ～⑦ の 各 コマ ン ドで あ り,各 コマン ドにつ

い て 〔 〕内 の 文 字 は 省略 して もよい。`

また,オ ン ライ ン検 索 で使用 す る各 コマ ン ドは,各 種 条件等 の 指定 が 必要 な ものに つ い て

は オ ペ ラ ン ドと して,コ マ ン ドとオ ペ ラン ドを対 と して次 の よ うに入 力す る。

〈入 力形 式 〉

コマ ン ド〔ム オ ペ ラン ド〕⑧ △ …1つ 以 上 の 空 白

⑧ …RETURNキ ー

オ ン ライ ン検 索 で 使用 で きる コ マン ド,オ ペ ラン ドの 形 式 及 び機能 の一覧 は,表2-8に

示す とお りで あ る。

なお,コ マ ン ドの み を入 力(オ ペ ラン ド省 略)し た場 合,オ ペ ラン ドが必要 な コマ ン ドに

つい ては,必 要 なオ ペ ラ ン ドの形 式 の概 略 が シス テムか ら表示 さ れる ので,そ れ に従 って オ

ペ ラン ドを入 力す れ ば よい。

表2-8オ ン ライン検 索の コマ ン ド一 覧 表

コ マ ン ド オ ペ ラ ン ド 機 能

@RISE-RS パ ス ワー ド(8桁)を 指 定す る
。 レ フ ァレ ンス情 報 サー ビス

検 索 シ ステ ムを開始 す る。

@C〔OMMAND〕 な し。 使用 で き るコマ ン ドを表示

す る。

@R〔ETRIE-

VE〕

検索の条件式を指定する。

〈形式 ・〉囎 指示 ・比難 ・〔Ω 比難 句

与 え られた 条件 式に該 当す

る レ コー ドの集 合 を検 索 す る。
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コ マ ン ド オ ペ ラ ン ド 機 能

@R〔ETRIE-

VE〕

… 〔/保 存 フ ァイル番号 〕

〈形 式2>項 目指示 ・〔比較 値1〕 一 〔、比

較 値2〕 〔/保 存 フ ァイノレ番 号 〕

〈項 目指示 及 び 比較値 〉

保存 フ ァイル の 番号 の指 定

が あれ ばそ の保 存 フ ァイル を

検 索対 象 とす る。

検 索結 果,選 択 された レ コ

ー ド集合 を別の 保 存 フ ァイル

に 保存 し,そ の 保存 フ ァイル

番 号 及 び レ コー ド件数 を表示

す る。

項 目指示 比 較 値

分野 コー ド=F 分 野 コー ド3桁

地域 コー ド=K 県 コ ー ド2桁

地 域 名=R 漢 字 文 字列

前 方一 致:文 字 列$()

中間 一致:$文 字 列$

統計調査名－S

調査 項 目名 一1

目 的 一 〇

属 性=A

収 集期 間－T 元号区分及び年月の5桁

〈保 存 フ ァイル 番号 〉

検 索 対 象 とす るSAVEフ ァイル 番号

=01～30

〈記 号 の 意味 〉+:OR

来:AND

-:比 較 値1≦ 項 目指 示 ≦

比 較 値2

@A〔ND〕 論理積 を取 る保 存 フ ァイル 番号 を指定 す る。

〈形 式 〉番 号1,番 号2〔,番 号3〕 … …

指 定 された保 存 フ ァイル間

の 論 理積 を取 る。

結 果 の レ コー ド集 合 を別 の

保 存 フ ァイ ルに保 存 し,そ の

保 存 フ ァイ ル番 号 及 びレ コー

ド件数 を表 示 す る。

@O〔R〕 論理 和 を取 る保 存 フ ァイル 番号 を指定 す る。

〈形 式 〉番 号1,番 号2〔,番 号3〕 … …

指 定 された 保存 フ ァイル間

の論 理和 を取 る。

結 果 の レ コー ド集 合 を別 の

保 存 フ ァイルに 保存 し,そ の

保 存 フ ァイル番号 及 びレ コー

ド件 数 を表示 す る。

@D〔ISPLAY〕 表示 す る項 目番 号(2桁)及 び 保存 フ ァイル

番 号 を指 定 す る。

〈形 式 〉項 目番 号1〔,項 目番号2〕 … …

〔/保 存 プ アイル番号 〕

〈項 目番 号 〉

指 定 され た保存 フ ァイル の

レ コー ド集 合 の該 当 す る項 目

を表 示 す る。

保存 フ ァイル の指定 が ない

場 合 に は直 前 の検 索結 果 を保
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1

.

コ マ ン ド オ ペ ラ ン ド 機 能

@D〔ISPLAY〕 統 計 調査 名 一 〇1集 計 区 分=11 存 し てい る レ コー ド集合 を対

調 査 機 関 一 〇2調 査 種 類 一12 象 とす る。

電 話=03調 査対 象数 一13

住 所=04調 査 周 期=14

刊 行 物 名 一 〇5調 査 期 間 一15

発 行 機 関名=06電 算 利 用 一16

所 属 機 関名=07電 算 以 外=17
1

分 野 一 〇8調 査 の 目的=1'8

地 域=09対 象 の属性=19

調 査 方 法=10調 査 項 目名 一20

@P〔RINT〕 出 力モ ー ド及 び 出力対 象 とす る保存 フ ァイル 番 指 定 され た保 存 フ ナイル の

号 を指 定す る。 レ コ ー ド集 合の 内容 を出力モ

〈形 式 〉出力 モ ー ド〔/保 存 フ ァイル 番号 〕 一 ドに 従 って リ ス ト出 力 す る 。

〈出 力モ ー ド>1;全 項 目 保 存 フ ァイルの 指 定が ない

2=上 記 の01～09の 項 目 場合は直前の検索結果を保存

3=上 記 の01～17の 項 目 してい るレ コー ド集 合 を対 象

とす る。

@E〔ND〕 な し 。 レ フ ァレ ンス情 報 サー ビス
F

検 索 シス テ ム を終 了す る。

(4)オ ン ライ ン検 索 サ ブシス テ ムの 出力帳 票

① 検 索結 果 リス ト

検 索 結 果 リス ト(表2-9)は,リ ス ト出 力 コ マ ン ドに より,検 索結 果 の レコー ド

集合 の各 項 目内容 を,出 力 モ ー ドに従 って表示 した もの で,各 機 関 か らの質 問 に対 す る

回 答 として利 用 す る。
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表2-9検 索 結果 リス ト

検 索 結 果 リ ス ト 昭 和 × ×年 × ×月 × × 日

〔登録番号〕[蔓=コ

〔統計調査名〕

〔調査機関〕

〔電 話 〕

〔住 所〕

〔刊行物名〕

[=亙 Σ==コ1 ㊤一
㊨一

〔発行機関名〕「一一 汀一一一一一「
〔所属機関名〕「一ーーーーー一

〔調査分野〕 匝][=百 一ー一「 回1
～

⑰

〔対象地域〕 回[亘 コ[図[=亘 コ図[互]亘[亘 コ
～

〔調査方法〕[===豆==コ
〔調査対象数〕[===亘==コ

～

㊤

〔集計区分〕[===i廼===]

〔調査周期 〕[==〇 二=コ

〔電算利用 処理の有無[===亘===コ
による〕 提供の可否[==二 ◎[===コ

提供条件[==⑧==]
提供媒体E③Eヨ

工 〔==コ

〔調査種類〕[===亙==コ
〔調査期間〕[==亙=コ

〔電算利用以外による〕

収集期間

提供の可否[===◎ 〔 コ

提供条件[=㊤==コ

E⑬ ヨ
提供媒体

収集期間E===五 二===コ

〔調査 の 目的 〕

～

〔対象の離〕E≡≡三8三 三ヨ

〔調査 項 目名 〕1 ◎ ◎

～ ～

⑦登録番号

④ 統計調査名

⑰調査機関コー ド

㊤ 調査機関名

㊧ 電 話

㊨住 所

㊥刊行物名

◎ 発行機関名

㊧ 所属機関名

◎ 分野コー ド

㊥ 分 野 名

◎ 県 コー ド

◎ 県 名

㊤地 域 名 、

⑦調査方法

㊧集計区分

⑦ 調査種類

◎ 調査対象数

⑦調査周期

①調査期間

⑦電算利用による処理の有無

e〃 提供の可否

⑦ 〃 提供条件

㊧"提 供媒体

② 〃 収集期間

6電 算以外による提供の可否

㊤ 〃 提供条件

⑦ 〃 提供媒体

6〃 収集期間

㊧調査の目的

θ対象の属性

(ミ)調査項目名

出 力 モー ド:・-1:全 ての 項 目

出 力 モー ドー・2:⑦ ～㊤ の 項 目

出 力 モー ドー・3:⑦ ～ ◎ の 項 目
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2.4.4バ ッ チ 処 理 検 索 サ ブ シ ス テ ム

(1)バ ッチ 処 理検 索 サ ブ シス テ ムの 機能

本 サ ブ システ ムは以 下の1ブ ロ ックか ら構成 され る。

① バ ッチ 処理検 索… …検 索 指示 デ ー タ を入 力 しプ バ ソチに よ り必 要 レフ ァレ ンス情報 を検

索 し プ リン タに 出 力す る。

処 理 フ ロ ー

セー ブ

プアイ

検索指示票

検索指
示テLタ

ブロック 名

R410

機 能

検 索 指示票 に基づ き,漢 字 パ ン

チ を行 い,検 索指示 デ ー タ を作成

す る。

検 索 指示 デー タを入 力 し,各 種

検 索 指示 の チ ェック を行 い,正 し

い ものに つい て,レ フ ァレ ンス 情

報 フ ァイル の検 索 を行 う。

検 索の機 能 は オ ン ライ ン会話型

検 索 と同様 で ある。

検 索結果 に従 って検 索 結果 リス

トに 出力す る。
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ブ

R410

ワー ク

セーフ

ファイ

②

①

ロ ッ ク 名

バ ・ッ チ 処 理 検 索

ブ ロ ッ ク ・ フ ロ ー チ ャ ー ト プログラム名
'概 要

鯨
指示デー

タ

R411 検 索指示 デー タの チ ェ

ソク

検 索指示 デ ー タを読 み

込 み,各 種 検 索指示 の チ

ェ ック を行 う。 チ ェ ック

の結 果,正 常 なデ ー タに

つ い ては,検 索指示 フ ァ

イ ルに 出 力す る。

検 索 指示 デ ー タの 内容

及 び チ ェ ック結 果 を検 索

指示 デ ー タ チ ェ ック リス

トに 表示 す る。

=〉 1

R411

ク
イル

ノ

検 索指示データの
チ ェック

＼
!

_、

7示プア
イル

↓

検 索指示デ一夕
チェックリス ト

ー
、/、一

一

9

R412
○
レファレンス

情 報
プアイル

バ ソチ処 理検索 ・ ●

↓ )
R41・2

バ ッチ 処理 検索

検 索指示 フ ァイ ル を読

み 込 み,レ フ ァレ ンス情

報 フ ァイル の検 索 を行 い,

結 果 を検 索 結 果 リス トに

出力 す る。

検索結果リスト

ー
、/、

ッチ 処理検 索 サ ブシス テ ムの 入 力帳 票

検 索 指示 票

検 索 指示票(表2-10)は レ フ ァレ ンス 情 報 フ ァイルの バ ッチ処理 に よ る検 索 に便

し,検 索の た めの コマ ン ド,オ ペ ラン ド及 び結 果保 存 フ ァイル番 号 を記入 す る。

●
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-一
表2-10検 索 指示票(バ ッチ処理 検 索)

コ マ ン ド

16

オ ペ ラ ン ド 指 示

710152025303538

結 果
保 存
フ7イ

剛

3940

コマ ン ド欄 に指 定 で き る コマ ン ドは次 の とお りで あ る。

・Q〔UERY〕 … …検 索 区分 指示

・R〔ETR〕 … … …検 索 指示

・A〔ND〕 論理積 指示

・0〔R〕 論 理 和指示

・P〔RINT〕 … … 出 力指 示

〔 〕は 省略 可

オ ペ ラン ド欄 に は 指定 した コマ ン ドに対 す る各種 条 件等 を指定 し,検 索及 び論理 演算

の結 果 を保 存 した い 場 合 は,結 果保 存 フ ァイル番号 欄 に その記 号(01～30)を 指定

す る。

また,オ ペ ラン ドは1行 で完結 す る必 要 が あ り,コ マ ン ドの 指 定 を省略 した場 合は 前
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行の コマ ン ドと同様 で あ ると見 な さ れる。

検 索 指示 票 の 記入 例 は 次の とお りで あ る。

コマン ド

16

オ ベ ソ ン ド ハ」 小

710152025303538

結 果

保r∫
『ノ
rイ八

番 号

3940

Q u E R Y 高 〔E ガ ス 等 の 検 索 1

R E T R F ・ 1 3 1 十 1 3 2 0 1

.
K . 0 2 十 0 3 十 0 4 / 0 1 0 2

1 ・ $ 高 圧 カ ス $ * $ 液 化 ガ ス $ 0 3

A N D 0 2 , 0 3 0 4

o R 0 2 , 0 3 0 5

P R 1 N T 1 / 0 4 /
一 '一.一 ～ ＼ 、 、

2 / 0 5 /
' 、

＼ /
'

なお,バ ッチ処理 検 索 で使用 で きる コマ ン ド,オ ペ ラン ドの形 式,結 果保 存 フ ァイル 番

号 指定 の可 否 及 び機 能 の 一覧 は(表2-11)に 示 す と お りで あ る。

表2-11バ ッチ処 理検 索 の コマ ン ド一 覧 表

コ マ ン ド オ ペ ラ ン ド 蓉糎 機 能

Q〔UERY〕 検索区分名(任 意の文字列)を 指定する。

-
「

否 以下に指定される検索

指示群の区分をする。

R〔ETR〕 検索の条件式を指定する。

〈形式 ・〉項 號 示 ・比難 ・〔Ω 比靴 ・〕
… 〔/保 存 フ ァイル番 号 〕

〈形 式2>項 目指示 ・〔比 較値1〕 一 〔比 較

値2〕 〔/保 存ファイル番号〕

〈項 目指 示 及 び比 較 値 〉

可 与 え られ た条件式 に 該

当す る レ コー ドの集 合 を

検 索す る。

保存 フ ァイル番号 の 指

定(オ ペ ラン ド欄)が あ

れば,そ の フ ァイル を検

索対 象 とす る。

結 果 保存 フ ァイル番号

の指定 が あれば,結 果 を

その フ ァイル に保存 す る。

項 目指示 比 較 値

分 野 コ ー ドーF 分 野 コー ド3桁

地域 コー ドーK 県 コー ド2桁

地 域 名－R 文 字列(漢 字)

前 方一致1文 字 列$()

中 間一 致;$文 字列$

統計調査名－S

調査項 目名=1

目,的 一 〇

属 性 －A

収 集 期 間－T 元号区分及び年月の5桁

〈保存 フ ァイル番 号 〉検 索対 象 とす るSAVE

フ ァイル 番 号=01～30

'
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コ マ ン ド オ ペ ラ ン ド
番号指示
の 可否 機 能

A〔ND〕 論 理積 を取 る保 存 フ ァイル番 号 を指 定 す る。

〈形 式 〉番 号1,番 号2〔,番 号3〕 … …

可 指 定 さ れた 保存 フ ァ

イル間 の論 理積 を取 る。

結 果 保存 プ アイル番

号の 指 定 が あ れば,結

果 を その フ ァイル に 保

存 す る。

0〔R〕 論 理和 を取 る保存 フ ァイル番 号 を指 定 す る。

〈形 式 〉番 号1,番 号2〔,番 号3〕 … …

可 指定 された 保存 フ ァ

イル間 の論 理 和 を取 る。

結 果保 存 プ アイル 番

号の 指 定が あ れぱ,結

果 をその フ ァイルに 保

存す る。

P〔RINT〕 出力 モ ー ド及 び 出力対 象 とす る保存 フ ァイル番

号 を指定 す る。

〈形式 〉出力 モ ー ド/保 存 フ ァイル番 号

〈出 力 モー ド>1一 全 項 目出 力

2一 対 象 地域 での項 目

3=電 算 以 外に よ るまで の項 目

否 指 定 さ れた 保存 フ ァ

イルの レ コー ド集 合 の

内容 を出 力モ ー ドに従

って リス ト出力 す る。

(3}バ ッチ処理 検 索サ ブシス テ ムの 出力 帳 票

① 検 索結 果 リス ト

バ ッチ 処理検 索 に よ り作成 され る検 索結 果 リス トに は,検 索 指示 リス ト(表2-12)

と,検 索結 果の リス ト(表2-9)が あ り,交 互 に 出力 され る。

検 索指 示 リス トは,バ ッチ処 理検 索 に 使用 した 検 索指 示の 内 容及 び検 索経 過 を表 示 した

もので,検 索指 示 の内 容 を確認 す る ため に利 用 す る。
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表2-12検 索 指 示 リ,ス ト

コマンド
…

検索指示 リス ト(パ ッチ処理検 索)

オペラン ド

～

昭和××年××月××日

=
ファイル 検索件数

[画 コ[=一

⑦ コマ ン ド… …前 行 と同一 の コマ ン ドで あ る場 合 は空 白 とされ る。

④'オ ペ ラン ド… … 検 索 コマ ン ドめ 場合 は 項 目指示(記 号)が 論 理 項 目名に変 換 され,'そ の 他の

コマ ン ドの場 合 は その ま ま表 示 され る。

⑰'結 果 を保 存 した プ アイル番 号 … …検 索及 び論 理 演算 コマ ン ドの場 合 のみ 表示 され る。

・ ㊤ 検 索結 果 の レr－ ド件数 … …"・!!

表2-i2に よ る検 索 指示 リス ト0)出 力 例

コマ ン ド⑦ オペ ラン ド④ 、

QUERY在 庫 投資 の検索

RETR調 査項目名=$在 庫投資$+在 庫投資$

目 的=$在 庫投資$

属 性=$在 庫投資$

OR13,14,15

PRINT/16

結努 硫 ⑦ 検索件数e

#13

#14

#15

#16

0000

0002

0000

0002
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表2-9に よ るバ ッチ処 理検 索 の 出力例'

【登録番号1⑦'OOOO291

【統計調査名】④法人企業投資動向調査

【調査機関】 ◎031100001㊤ 埼玉県統計課

【電 話】 ●0488-24-21i1

【住 所】 ◎浦和市高砂3-15-1

【刊行物名】 ● 法人企業投資動向調査報告

【発行機関名】② 経済企画庁 ・

【所属機関名】◎ 経済企画庁

【調査分野】 ⑲1 .48:企 業.事 案所 ⑰ ・

1対象地域】 ◎11:埼 玉県
㊥'

【調査方法】 ② サシプル調査

【据査対象数】②73事 業所

【電算利用による】⑦ 処理の有無

e提 供の可否

⑳ 提供条件

㊦ 提供媒体

② 収集期間・ 昭和

【集計区分】②全国

【調査周期】⑦四半期

年 月～昭和 年 月

㊤埼玉県,

【調査種類】㊥ 承認統計

【調査期間】㊦

【電算利用以外による】

∈)提供の可否 条件付可

⇔ 提供条件;個 別協議

、 ◎ 提供媒体 印刷物

【調査の目的】6法 人企業の設備投資及び在庫投資にっいて実績及び計画を調査する。

【対象の醐 ㊦鷺 『翻 罐 縫 帯 ・た法人企業のうち・標本抽出され壕

【綱翻 酩 】踏 襲 ‡嬬
と見通し.

設備投資の実績と計画生産設備
の判断

評価額の実績と脱 し雑水準の判断

6収 集期間 昭和32年 月～昭和 年 月

43



2.4.5各 種 索 引 誌 作 成 サ ブ シ ス テ ム

(1)各 種 索 引誌 作 成 サ ブ シス テ ムの機 能

本 サ ブ システ ムは 以下 の3ブ ロ ックか ら構成 さ れ る。

① 分野 別 索 引誌 の 作 成 ・… ・レフ ァレ ンス情 報 デ ー タ フ ァイル を 入 力 し,出 力指 定(分 野 コ

ー ド)に 従 って 分野 別 索 引誌 を作成 す る。

② 機 関別 索 引誌 の 作成 … … レ フ ァレ ンス情 報 デー タ フ ァイ ル を入 力 し,出 力 指定(機 関 コ

ー ド)に 従 っ て機 関 別 索 引誌 を作 成す る。

③ レ フ ァレ ンス 情 報 リス トの 作成 … … レ フ ァレ ンス 情 報 デ ー タ フ ァイル を入 力 し,出 力指

定(分 野,機 関登 録 番 号)に 従 って レ フ ァレ ンス情 報 リス トを作 成 す る。

① 分 野 別 索 引誌 の 作成'

処 理 フ ロ ー

出力指定パラメ
タ(分野コー ド)

アレン ・

ス情報デー

タファイル

の
戚

ブロック名

R510

機 能

レ フ ァレ ンス情 報 デー タ フ ァイル

を入力 し,出 力指定(分 野 コー ド)

に従 って 分野 別 索 引誌'を作成 す る。

、
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ブ 口 ツ ク 名

R510 分 野 別 索 引 誌 の 作 成

ブ ロ ッ ク ・ フ ロ ー チ ャ ー ト

出力1露語

ソ ー ト

ワー ク

レファレンス

情報デ一夕
アイル楓

分野艦 引z織

別
引
ル

野

〆

分
索
フ

分野別索引誌の
城

R511

処 理情 報

フ石グラム名

R511

R512

概 要

分 野 別索 引 フ ァイル の

作成

レ フ ァレ ンス 情報 デ ー

タ フ ァイル を読 み込 み,

出力 指 定に該 当す る もの

につ い て,分 野別 索 引 フ

ァイル を 出力 す る。

出 力指定 に誤 りが あ っ

た 場合 は,処 理情 報 に そ

の 旨 を表示 す る。

分 野別 索 引誌 の 作成

分 野別 索 引 フ ァイル を

読み 込 み,分 野 コー ド,

調 査機 関 コー ドをキ ー と

し分類 し,分 野 別索 引 誌

を編 集 ・出 力す る。

② 機関別索引誌の作成

処 理 フ ロ ー

耀 駐,)

アレン

情 報デー タ
ファイル

機関別索引誌の
徹

プロソク名

R520

機 巨ム月

レ フ ァレ ンス情 報 デー タフ ァイ

ル を入 力 し,出 力 指定(機 関 コー

ド)に 従 って機 関別 索 引誌 を作 成

す る。
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ブ

R520

ロ ッ ク 名

機 関 別 索 引 誌 の 作 成

ブ ロ ック ・フ ロー チ ャー ト

,

出力指定パラメータ
(機 関 コード)

レファレン
ス情 報デー

タファイル

(NEW)

R521

醐 別矧 ろ碕1レ

機関別索弓
ファイル

ソ ー ト

ワ ー ク

R522

機 関別索弓誌 の作成

機関別索引誌

③ レ フ ァレ ンス情 報 リス トの 作成

処 理 フ ロ ー

出力指定パ ラメータ

(分野 機関 ・登録香粉

レ7ァ レ

ンス情 報 デ

タ ファ イ

レフアレンス 報

リス トの

レファレンス

情 報 リス ト

一一

プログラム名 概 要
4

R521 機 関 別索 引 フ ァイル の

作成

レ フ ァレ ンス情 報デ ー

タ フ ァイル を読 み込 み,

出力指定に該当するもの

に つ い て,機 関別索 引 フ

アイル を出力 す る。

出力指定に誤 りがあっ
＼

た場合は,処 理情報にそ

処理情報
の 旨 を表示 す る。一

R522 機関別索引誌の作成

機 関 別索 引 フ ァイ1ルを

読 み 込 み〆 調査 機 関 コー

'ド
,分 野 コ ー ドを キ ー と

し分類 し,機 関別 索引 誌

を編 集 ・出 力す る。

ブロック名 機 能

R530 レ フ ァレ ン ス 情 報 デ ー タ フ ァイ

ル を入 力 し,出 力 指定(分 野 ・機

関 ・登録 番 号)に 従 って レ フ ァレ

ンス 情 報 リス トを作成 す る。

'
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ブ ロ ッ ク 名

1

R530レ フ ァ レ ン ス 情 報 リ ス トの 作 成

ブ ロ ッ ク ・ フ ロ ー チ ャ ー ト フヒグラム名 概 要

R531 出 力対 象 デ ー タの抽 出

レ フ ァレ ンス 情 報デ ー

タ フ ァイル を読 み込 み,

出力指 定 に該 当す る もの

を抽 出 し,レ フ ァレ ンス

情 報 デー タ抽 出 フ ァイル

を出力 す る。

出 力指定 に誤 りが あっ

た場 合 は,処 理情 報 に そ

の 旨 を表示 す る。

侮力指定(分野・機
関・登録番号)

レファレン
ス情幸肝

タファイル

(NEW)

曾

R531

出力対象デー タの

抽 出

アし乙

情報データ抽 出
ファ

イル

R531処 理情報

ノ 、、

R532 レ フ ァレ ン ス 情 報 リス

ソ ー ト

ワー ク

R532

エ蒜 襲報リ

レ ファレ ンス

情 報 リス ト

トの 作成

レ フ ァレ ンス 情 報デ ー

タ抽 出 フ ァイル を読 み 込

み,分 野 コー ド,調 査 機

関 コー ド,登 録 番号,デ

ー タ 区分 及 び番 号 をキー

として分類し,レ フ ァレ ン

ス情 報 リス トを編集 ・出

力 す る。

② 出力指 定 パ ラ メー タ

各種 索引誌 作成 サ ブ シス テ ムで は,各 種 索引誌 を作成 す る対象 を指示 す るために,出 力 指

定 パ ラメー タ を入 力す る。

出力 指定 パ ラメー タは(表2-13)に 示 す記 入票 に記入 し,カ ー ドパ ン チし,作 成 す る。

① 分 野別 索 引 誌出 力指定 パ ラメー タ

出力対 象 とす る分野 コー ドを指 定 す る。

② 機 関別 索 引誌 出力 指定 パ ラ メー タ

出力対 象 とす る調査 機 関 コー ドを指 定 す る。

③ レ フ ァレ ンス情 報 リス ト出力 指 定パ ラメータ

出力対 象 とす る分 野 コー ド,調 査 機 関 コー ド及 び登 録 番 号 をそ れ ぞ れ組 合せ 指定 す る。
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表2-13各 種 索 引 誌 ・出 力指 定 パ ラメ ータ記 入 票

① 分野別索引誌出力指定パ ラメータ

蕊
分野 コー ド

大分類
67

中分類8

② 機 関別索引誌出力指定パラメータ

14

?ドR521

調査機関 コー ド

業種

67

県

コート

89

縮
コード

101112

連番

B14

③ レ フ ァレ ンス情報 リス ト出力 指定 パ ラ メー タ

14

分野コード調査機 関コー ド 登 録 番 号
大 仲
68

_1⌒
栗

gu

.ド 市町村

13コ ード漂 下限
1821

上限ゐ31

CIR53、
■)IlI

〔記 入要 領 〕

分野 コー ド… … 出 力対 象 とす る分野 コー ドを指 定す る。

中分 類(下1桁 目)を 空 白 とす ると,大 分類 に 属 す るす べ て を対 象 とし,分 野 コ

ー ドをす べ て空 白 とす る と
,す べ て の分 野 を対 象 とす る。

調 査機 関 コ…… 出 力対 象 とす る調 査機 関 コー ドを 指定 す る。

一 ド 連 番(下2桁)を 空 白 とす る と
,業 種 か ら市 町 村 コー ドまで が同;の 調 査機 関 を

対 象 とす る。 以 下,順 に市 町村 コー ド,県 コー ドを空 白 とす れば,そ の 上位 コー ド

が 同一の もの を対 象 と し,調 査 機 関 コー ドを す べて 空 白 とす る と,す べ ての調 査機

関 を対 象 とす る。

登 録 番号 … … … 出力対 象 とす る登 録番 号 を下 限 か ら上 限 まで の番号 を指 定す る。 下限 を空 白 とす

る と,登 録 番号0番 か ら対 象 とし,上 限 を空 白 とす る と,登 録 番号9999999

番 まで を対 象 とす る。

囲 レ フ ァレ ンス情 報 リス ト出力 指定 パ ラ メー タの 場合 は,上 記 の 分野 コー ド,調 査 機 関 コー ド及 び

登 録番 号 の それ ぞれ の 指定 の 組合 せ が 出力対 象 とな る。

＼

(3)各 種 索 引誌 作成 サ ブ システ ムの 出力 帳票

① 分野別 索 引誌

分 野 別 索 引誌(表2-14)は,レ フ ァレ ンス情 報 フ ァイ ルに登録 されてい るデー タ の

統 計 調 査名,調 査 対 象地域 名 及 び調 査機 関名 を分野 別 に 表示 した もので,検 索の ため の索

引等 に 利用 す る。
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② 機 関 別 索 引誌

機 関 別 索 引誌(表2-15)は,レ フ ァレンス 情 報 フ ァイル に登録 されてい るデー タの

統 計 調 査 名,調 査 対 象地 域 名及 び分野 名 を調 査 機 関別 に表示 した もの で,検 索 の ため の索

引等 に 利 用す る。

③ レ フ ァレ ンス情 報 リス ト

レ フ ァレ ンス情 報 リス ト(表2-16)は,レ フ ァレ ンス情 報 フ ァイル に登 録 され てい

る デ ー タの項 目 を全 て 表示 した もの で,レ フ ァレン ス情 報 の内 容 を把握 す るために利用する。

表2-14分 野別 索引諸

分 野 別 索 引.

昭 和 × ×年 × ×月 × ×日 ×× ×× ×× ページ

1 ④ コ

1⑦ 1

～

1 ㊨1

【 ④ ll ◎1

～

④ 統計調査名
◎ 調査対象地域名

㊤ 調査機関名

表2-15機 関別 索引誌

機 関 別 索 引

昭 和 × ×年 × ×月 × × 日 ×××××× ペー ジ

1 ⑳ ◎

[====㊤====コ

{

1

～

④ 〔一]一 一
～

㊦ 調査機関名

④ 統計調査名

◎ 調査対象地域名

㊤ 分 野 名

49



表2-16レ フ ァ レ ン ス 情 報 リス ト

〔登録番号〕

〔統計調査名〕

〔調査機関〕

〔電 話 〕[=====亙=====コ

〔住 所 〕 の

〔刊行物名〕

レ フ ァ レ ン ス 情 報 リ ス ト

団

[=亘=コ[=====亘=====コ

昭 和 × ×年 × × 月 × × 日 ×× × × ×× × ペ ー ジ

一
〔発行機関名〕〔====互====コ
〔所属機関名〕[== ㊧

〔調査 分 野 〕"[蔓 コ:1

1

㊥ 回 ・1 ㊥

～

〔対象地域〕 回:[蔓iコ 回:[亘 コ 回:[=璽=]図:[亘 コ

ζ

〔調査方法〕[工
〔調査対象数〕[==亘=コ

〔集 計 区分 〕1

〈一
1〔 調査条項〕二=亘==コ

〔調査周期〕[二 百 一一「

〔電算利用 処理の有無1⑦
にょる〕 提供の可否[=二 亘=コ

提供条件 「一■ 琶「一 「

〔調査期間〕1

〔電算利用以外による〕

㊦

提供媒体

収集期間[コ===コ

提供の可否1⇔1

提供条件[====亙==コ

提供媒体 噛
収集期間[===亘====コ

〔調 査 の 目的〕

〔対 象の属性〕

〔調査項 目名〕

～

～

ぐ

一
ぐ

＼

⑦ 登録番号

④統計調査名

◎調査機関コー ド

㊤ 〃 名

㊥電 話

⑦住 所

㊥ 干桁 物名

②発行機関名

⑦所属機関名

◎分野 コー ド

㊥ 分 野 名

◎ 県コー ド

◎ 県 名

㊤ 地 域 名

◎ 調査方法

㊧ 集計区分

⑦ 調査種類

⑦ 調査周期

① 調査期間

◎ 調査対象数 ⑦

⑦ 電算利用による処理の有無

e〃 提供の可否

② 〃 提供条件

㊨ 〃 提供媒体

(z)〃 収 集期間

◎ 電算以外による提供の可否

㊤"提 供条件
〃 提供媒体

∈)〃 収集期間

㊤ 調査の目的

θ 対 象の属性

◎ 調査項 目名

50



L

表2-14に よる 出力例

⑦「CttM」

④1全国消R実 態調査

統計調査員確保対策事業

全国物価統計調査

【景気】

大田区工業景気動向調査

大田区小売業景気動向鯛査

三鷹市中小企業景況調査

東京都内申小企業の景況調査

景気動向調査

中小企業景況調査

【物資需給】

物資流通統計調査

消費者買物行動意識調査

【物価】

戸田市小売物価統計姻査

生活用品15品 目区内価格調査

【企業 ・事案所】

中小企業におけるメカ ト'ロニクス導入に関する調査

事業所統計調査

工業統計調査

事業所統計調査.

事業所統計調査

事業所統計調査
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秋川市総務部庶務課

辮 総融繍

炎爵設 纏 綱 瀬韻

炎胃臨 綴 灘 瀬査係

謡織 部編

驚籠轟 紳柚案願部

麟 工磁所企醗 部
全国全国商

工会連合会惰報管理室

麟 企醐 酬 係

麟 経済硫 工鮪懸

舗 麗麗 鍾 課

鑑 §姓 活。。タ.

東京都特別区

久喜市総務部企画財政課

嬬 脇 鞭 擬

鑛 市企礫 噺 係

累 魏 鑑 眠部醐

欝魏 総順 鞘 脚 部謝 課



表2-15に よる 出力例

・,.【 】

新宿区青少年問題調査

⑦ 【大田区区民部経済課経済調査係】

④ 大田区工業景気動向調査

大田区小売業景気動向調査

生活用品15品 目区内価格調査

【世田谷区民部産業経済課】

勤労者福祉実態調査

【豊島区紐務部紐務課統計調査係】

事案所統計調査

工業統計調査

【東京都板楕区区民部区民課】

事業所統計調査

コ鋤 調査

南桑統計調査

【三田市市民部経済課】

三鷹市中小企業景況細査

【東京都商工業指導所、稲城市、稲城市商工会】

稲城市広域商業診断

固定資産概要鯛査

【脚ll市総務部庶務課】

国勢調査
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表2-16に よ る出 力例

レ フ ァ レ ン ス 情 報 リス ト

昭和58年09月14日000001ペ ージ

【登録番号】'⑦OOOOOO4

【統計調査名】④東京都内中小企業の景況調査

【調査機関】 ◎051310001㊦[東 京商工会議所中小企業振興部

【電 話】 ●03-283-7711

【住 所】 ⑰ 東京都千代田区丸の内3-2-2

【刊行物名】 ㊥ 東京都中小企業の景況

【発行機関名】@東 京商工会議所中小企業振興部

【所属機関名】◎鯨 商工会議所中小企業振興部

【調査分野】@}是 鰻 ぷ 業所㊥

【対象地域】
◎@'
Is:東 京都 ㊤東京都特別区

【調査方法】(2ば ンプル調査

【田査対象数}②

【電算利用による】⑦処理の有無

e提 供の可否

⑱提供条件

⑳提供媒体

【集計区分】@陳京都特別区

【調査周期】⑦月

【調査種類】㊨

【調査期間】㊦月

【聯 】用以外による】

○ 提供の可否 全可

◎提供条件 個別ば礎6

⑦提供媒体 印刷物

②収集期間 昭和 年 月～昭和 年 月6収 集期間 昭和38年08月 ～昭和 年 月

【調査の目的】●都内中小企業の景況を速やかに把握し、中小企業の経営指針 とするとともに、中小企業対策推進の資料 とするため
。

【対象の属性】θ 東京都特別区に事業所を有する製造業、卸売業、小売業。

【調査項目名】⑤企業の 月の景況

き
況の 断
入の 減売上
の 減

の判断
費の増減

灘3カ 月嚇 の予想
商品販売価格の騰落

5:3



2.5シ ス テ ム の 運 用 方 法

2.5.1レ フ ァ レ ン ス 情 報 の 蓄 積 ・更 新

レ フ ァレ ンス情 報の 蓄積 ・更新 の基 本 的 な運 用形 態 は,図2-7に 示 す とお りで あ る。

(1)蓄 積

レ'ファレ シ云情 報 デー タ シー トを,各 地域 機 関に 配布 し,回 収 された デ ー タ シー トを基 に

漢 字 パ ンチ を行 い,コ ン ピ ュータへ の 入 力 とな る レ フ ァレ ンス 情 報蓄 積 デ ー タ を作 成す る:

レ フ ァレ ンス 情報 蓄積 デー タを コン ピ ー
.一 夕に入 力 し・ デ 一夕ベ、一 スで あ るレ7ァ レ ンス

情 報 フ ナィルの 作成 ・蓄 積 を行 い,結 果 表 と して の レ フ ァレ ンス情報 デー タ修 正 連 絡票 を得

る。

この修 正 連絡 票 は,各 地域機 関に 配 布 す る。

② 更 新

デ ータの 更新 が あ る場 合 は,地 域 機 関に よ り修 正内 容 を修正 連 絡 票 に記 入 レて も らう。, .

この修 正連 絡 票 を基 に漢 字 パ ンチ を行 い,コ ンピ ュー タへの 入 ガ とな る レ フ ァレ ンス情 報

更 新 デ ー タ を作成 す る6"

レ ・ ・レ ・ス情 鞭 新 デ ー タ を コン ピー パ 入力 し・
,レ フ ・レ ンス 騨 フ.・イル頑 新

を行 い,結 果 表 と し ての修正 連 絡票 を得 る。

・修 正 連 絡票 は,再 度,各 地域 機 関 に 配布 す る。

、
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A

収 集 対 象 機 関 レ フ ァレ ン ス情 報 シス テ ム デ 一 夕作成 部 署 ・ ・

蓄

積

/言句' 声笥
■

亨

㎡

O転 記

P

1

縦シ ⇔

⇔・二
▽

データ

.

1
レファレンス 情

報の蓄積 _霧
報 ファ〃L.

1
)

窃篠
栗

更

新

/
データ変更
資 料

づ

o修 正内容 記入

=磁 歪露

玉
⑳

I

O漢 字パ ンチ

ウ

タ

瀦酬
QD
レファし/
ンス情

幸防 イル

1 )

認凝響
き 票 、

ウ

図2-7レ フ ァレ ンス 情 報の蓄 積 ・更 新 の形 態
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2.5.2検 索 サ ー ビ ス

検 索サ ー ビスにつ い て は,当 面 は,電 話 あ るい は文 書 に よ る質 問 の受 け付 け ・電話 あるい は

検 索結 果 リス トの 送付 に よる 回答 とい った形 態 を とる。

検 索 サ ー ビスの 基本 的 な運 用形 態 は,図2-8に 示 す とお りで あ る。

(1)質 問 受 付

各地 域機 関か らの 電 話 あ るい は 文書 に よ る質 問に 対 して,質 問 内 容 を解 析 し質 問受付 票 に

条件 式等 を記入 す る。
c

(2)検 索

当 システ ムで は,レ フ ァレ ンス情 報の 検 索 方法 として,オ ン ライ ン会 話 型検 索 及 びバ ソチ

処理検 索 が あ る。

オ ン ライ ン検 索 で は,質 問受 付 票 に従 って 会話型 式 で検 索 を行 う。 バ ソチ処理検 索 では,

検 索指 示票 に 質問 内 容(条 件 式 等)を 記 入 し,検 索指示 票 を基 に漢 字 パ ンチ を行い,コ ン ピ

ュー タへ の 入力 とな る検 索 指示 デ ー タ を作成 し,こ れ を コ ン ピ ュータ に入 力 し検 索 を行 う。

な お,検 索指示 デ ー タの 作成 方 法 と して は,漢 字1文 字 を漢 字 コー ド(4桁)で カー ドに

パ ンチ し,コ ン ピ ュー タに よ り変 換 ・作成 す る方法 も考 え られ る。

検 索結 果 として検 索結 果 リス トを得 る。

③ 回 答

検 索 結果 を,各 機 関 の質 問 老 に電 話あるいは検 索結 果 リス トの 送付 に よ り,回 答 を行 う。
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提供対象機関 レ フ ァレ ン ス情 報 シス テ ム データ作成部署

質
問
受
け
付
け

電話(又 は文書)

質問
○ ○ ど・⇒

1

中一 …

検

索

オンライン
検索

,⊥

▽

、

∠検・⇒パンチ検索

o転 記

一
ア

O漢 字パンチ
.

寺

指示ノタ

一

ディスプレイ

検索 指示
)
乙 検 ・索

Φ
レフ7レシ

ー ス情報

ファイル
)

検索結果リス ト 1一 検索結果リス ト一

回

答

電話

○
結果通知

u

声問受付票/

○ チ・・ク

1

検索結果 リス ト

丁

、

図2-8検 索 サ ー ビスの 形態

2.6シ ス テ ム 評 価

地域 経 済 レ フ ァレ ンス 情報 パ イロ ットシステムは,.オ ン ライン会 話型検 索 ,バ ッチ処 理 検 索機 能 に

つ い て,で きるか ぎ りニ ーズ に合 った既存 の ソ フ トウ ェア を使用 す る こと と し
,図2-3で 示 した

コン ピュー タの機 器 構 成 で 開発 を行 っ た。 また ,当 パ イ ロ ッ トシ ステ ムは 日本情 報 処理 開 発協 会 の

コン ピュー タ シ ステ ムで テ ス ト評 価 を行 った
。 コン ピュー タの 使 用度 によ り,検 索 時間 等 の正 当 な

評 価 を す る こ とはむ ず か しい が,テ ス ト実行 環 境 下 にお け るシ ステ ムの評 価を 述 べ るこ と とす る。
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2.6.1ハ ー ドウ ェ ア 面 の 評 価

本システ ムは,で きるか ぎ りニ ー ズに合 った既存 の ソ フ トウ ェア(INQデ ー タベー ス シス テ

ム)を 使用して開 発 した こ とに よ り,開 発の 時間,労 力,費 用 等 は少 な くて開発 で きた 反面,I

NQデ ータ ベ ース システ ムが稼動 で き るハー ドウ ェアに 限 定 され る。

また,本 システムの レファレンス情報デ ータは,今 まで の コンピュー タ処 理 の主 流で あった カ タカナ

デ ータではな く,.今後 主 流 とな る漢字 データを使 用,したため,日 本語 タ ー ミナル,漢 字 プ リン タ装

置 が 必要 で ある。 また,漢 字 コー ドにつ い て もハ ー ドウ ェア に よ って一 定で な いた め,他 機種

の コ ン ピュー タで 稼動 す るに はデ ー タの コンバ ー ト等 の 問題 が あ る。

、

2:6.2'ソ フ ト ウ ェ ア 面 の 評 価

(1)ユ ー ザ ・イ ン タ ー フ ェイ ス
エ

L－ ザ が検 索 を行 うに は,表2-10に 示 した検 索 指示 票 を作成 す る こととな るが,検 索指

示 票 につい ては コマ ン ドも5種 類 で あ り,内 容 も単 純 で指示 しやす い もの とな ってい る。 ま

た,内 容 も漢字で 指定 で き るこ とに よ り違 和感 がな くな り,マ ニ ュアル を一読 し;分 野 コー ド

表,地 域 コー ド表等 を見 れば,検 索指示 票 は 作成 で き ると思 わ れ る。 ただ し,集 合 論 の考 え

方(+,米,OR,AND)及 び結 果保 存 フ ァイ ル等 の基 礎 知識 は必要 で ある。

(2)シ ステ ムマ ネー ジ ャ ・イ ン ター フ ェ イス

シ ス テ ムマ ネー ジ ャは,次 の こ とを行 う。

① ユ ーザ か ら依 頼 が あ った検 索 指示票 に 基 づ く検 索

システ ムマ ネー ジ ャは検 索 指示 票 か ら検 索 指示 カ ー ドを作成 し なけ れば な らない が,そ

の場 合 オペ ラン ドについ て漢 字 コー ドを記 入 しなけ れば な らな い。 漢字 コー ドの記 入 に は

か な りの時 間及 び労力(対 応す る漢 字 コー ドを さがす)が 必 要 で あ る。

② レ フ ァレ ンス情 報 デ ータ の追 加 ・更新

レ フ ァレ ンス情 報 デ ー タの追加 ・更新 については,ま事前 に各 機 関に 配 布 し て ある レフ ァレ

ンス情 報 シー ト及 び修 正 部分 の み記 入 して あ る修 正 票 に よ り行 うこ ととな る。

また,マ ス タ ー フ ァイル は シー ケ ン シ ャル イ メー ジで 保存 してあ り,追 加 ・更新 時 のデ ー

タ管 理 もす ぐれ てい る。

③ 各種 索 引誌 の 作成

分 野 別 索 引誌,機 関 別索 引誌 ともに必要 コー ドを カー ドに パ ンチす る こ とで容 易 に 出力

が可能 であり,指 定方 法 も簡 単 で あ る。 また,分 野別 索 引誌 に つい ては大 分類 での 出力,機

関別 索 引誌 に つ い て は業 種 別 で の 出力,業 種 ・県 コー ド別 で の 出力,業 種 ・県 コー ド ・市

町村 コー ド別 で の 出力 が可 能 で あ る。

また全体 的 に 言 え るが,漢 字 システ ムの た め エ ラー メ ッセー ジ も漢 字 で表示 され,見 や

す くな って い る。
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(3)適 正 検索 に つ い て の評価

デ ー タの検 索 方法 と しては,デ ー タの フ リー ワー ド検 索(文 章 内 の特 定 しない単 語 につ い て

の 検索 が 可能)及 び キー ワ ー ド検 索(あ る特 定 の キー ワー ドで検 索 す る)等 の 方法 が あるが,

本 シス テ ムは フ リー ワ ー ド検 索 とした。そのため,事 前 に検 索方法 を想定 して キ ー ワ』一 ド付 け を

行 う 必 要 も な く,自 由 な 発 想 で 検 索 が 可 能 で あ る。 しか し,検 索 キー が一定 で な く,関
り

連 辞書 も作成 していないため,柔 軟 性 の あ る検 索(た とえ ぱ|1雇 用者lIと 言 うワー ドだけ では 労

働 者Tlと 言 うデ ー タは検 索 で きない)は で きない。 またTl情 報ltな ど と言 う抽 象 的 な ワー ドで

検索す ると,多 くの デ ータが 出力 され るが不要 な デ ー タが 多数 含 まれ,正 確 に 必要 デ ー タ を検 索

す るの は むず か しい 。以 下 に|1情 報11と1|純 生 産nに よ る フ リー ワ ー ド検 索例 を 示す 。

lll情報"の 検 索 例1

抽 象的 な ワー ドで検 索 す る と,多 種 多様 な デー タが 出 力 され必要 デ ー タが しぼ りきれ ない 。

検 索 指示 リス ト

』'ヨマゾ ド

QUERY

RETR

OR

PRINT

オペヲソ下

情報の検索

調査項目名=情 報$+$情 報$

目 的=情 報$+$情 報$

属'性=情 報$+$情 報$』

01・02.03

/04

結果保存
ファイル

#01

#02

#03

#04

0004

0011

0002

0017

、
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/t61【 対 象の属 性 】 食 堂,レ ス トラン,各 種 食 品・1・撲,[魎 ・建物 サ ー ビス業 の従 業 員

【登 録番 号 】0000044

【統 計調 査 名 】 雇用 及 び就 業 構造 調 査

【調 査期 間 】031300001東 京 都 立 労働 研究 所

【電 話 】03-406-5295

【住 所 】

【刊 行物 名 】 第 三 次産 業 に おけ る雇 用 及び就 業

【発 行機 関 名 】

【所属 機 関 名 】

【調 査分 野 】131'雇 用 ・失業 ・労働 力 ・職業紹 介

ua2【 調査 項 目名 】

【登録番号 】

【統計調査名 】

【調査機関 】

【電 話 】

【住 所 】

【刊行物名 】

【発行機関名】

【所属機関名 】

【調査分野 】

0000046

雇 用 労働 に 関す る調 査

041413001川 崎市 雇 用 労働 対 策 本部

044-200-2111(内)2272

川 崎市 川崎 区宮 本 町1

雇用 労働 に関 す る調 査結 果

川 崎 市 雇用 労働 対 策本部

川 崎 市雇 用 労 働 対 策本 部

131雇 用 ・失業 ・労働 力 ・職 業 紹介

i163【 調査 項 目名 】 統 計調 査 員希 望 者 登録 制度 のPR

登録された統計調査員希望者に麹 を提供

【登録番 号 】00001 .38

【統 計 調査 名 】 統計 調 査 員確 保対 策事 業

【調 査機 関 】041322601秋 川市 総務 部庶 務 課

【電 話 】0425(58)1111

【住 所 】 秋 川市 二 宮350

【刊 行物 名 】

【発行機 関 名 】

【所属機 関名 】 行 政 管理 庁

【調 査分 野 】138そ の 他
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〃64【 調査 の 目的 】 地方における統計事務従事者の資質向上及び統言魎 の普及等による調査

環境の改善に資するため統計協力員を設置し,も って地方統計事務処理体

制の整備,強 化を図る。

【登録番号 】

【統計調査名 】

【調査機関 】

【電 話 】

【住 所 】

【刊行物名 】

【発行機関名 】

【所属機関名 】

【調査分野 】

%5【 調査 項 目名 】

0000139

統計 協 力 員育成 対 案 事業

041322601秋 川 市総 務 部 庶務 課

0425(58)1111

秋川 市 二 宮350

総理 府

138

【登録番号 】

【統計調査名 】

【調査機関 】

【電 話 】

【住 所 】

【刊行物名 】

【発行機関名 】

【所属機関名 】

【調査分野 】

Ma6【 調査 項 目名 】

0000171

賃 金 業 の実態 調査

031300001東 京 都 労働 経 済 局金 融 部金融 課

03-212-5111内(31618)

千 代 田区丸 の 内3-5-1

東京 の貸 金業

【登録番号 】

【統計調査名 】

【調査機関 】

【電 話 】

【住 所 】

【刊行物名 】

【発行機関名 】

【所属機関名 】

【調査分野 】

0000173

東 京 の 消費 者金 融業

031300001東 京都 労働 経 済局 金融 部

03-212-5111内 線31618

東 京都 千 代 田区丸 の 内3-8-1

東京 の 消費者 金融 業

東 京都 労働 経済 局 金 融部

東京 都 労働 経済 局金 融部

143'金 融
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U67

n68

n69

調査の目的 】 区内小売業の景気状態を定点で調査し情勢を把握して区の工業振興事業に

役立てるとともに区内小売業者へ1匿掴提供する。
.

【登録 番 号 】0000178
＼

【統計調査名 】 大田区小売業景気動向調査

【調 査機 関 】041311101大 田 区区 民部経 済 課経 済 調 査 係

【電 話 】03-775-5111内 線250 ,
【住 所 】 東京 都 大 田 区 中央2-10-1

【刊行物名 】 大田区小売業景気動向調査結果

【発行機関名 】 東京都大田区

、【所属機関名 】 大田区区民部経済課経済調査係

【調査 分野 】145;景 気

・,

調査の 目的 】 区内工業の景気状態を定点で調査し,情 勢を把握して,区 の工業振興事

業に役立てるとともに区内工業者へ匿郵提供する。

【登録番 号 】0000179

【統計調査名 】 大田区工業景気動向調査
'1

【調査機 関 】041311101大 田区 区民部 経済 課経済 調査 係
「 、

【電 話 】03-775-5111内 線250、
`

【住 所 】 東 京都 大 田区 中央2-10-1,

【刊行物名 】 大田区工業景気動向調査結果

【発行機関名 】 東京都大田区

【所属機関名 】 大田区区民部経済課経済調査係

【調 査分 野 】145:景 気

A

調査の目的 】 市内中小企業の景況を常時把握し,三 鷹市中小企業施策の参考とするとと

もに,地 域経済の圏 提供を図る。

【登録番 号 】0000194

【統計調査名 】 三鷹市中小企業景況調査

【調査 機 関 】041320401三 鷹市 市民部 経 済 課

【電 話 】0422-45-1151内 線(402)

【住 所 】 三 鷹 市 野崎3-1

【刊行物名 】

【発行機関名 】

【所属機関名 】 三鷹市市民部経済課

【調査分 野 】145:景 気
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A610【 調 査 の 目的 】

す る こ とに よ って,工 場の 地 方立 地 の促 進 に資 す るため 。

【登録番号 】

【統計調査名 】

【調査機関 】

【電 話 】

【住 所 】

【刊行物名 】

【発行機関名 】

【所属機関名 】

【調査分野 】

0000237

工場 新 設 ・移 転 の動 向 に 関す る調 査

051310001東 京 商 工会議 所 産 業部

03-283-7621

東京 都 千 代 田 区丸 の 内3-2-2

工 場 新設 移転 の動 向 に関 す る報告 書

日本 商 工会 議 所 産業 部

地域 振興 整備 公 団

148企 業 ・事業 所

152'鉱 工 業

%11【 調 査の 目的 】 消費 者 は どの よ うな 購 買行 動 を示 し,ど の よ うな生 活パ タ ー ンを してい る

資 料 と して供 す るこ とを 目的 と した もの で あ る。

【登録番号 】

【統計調査名 】

【調査機関 】

【電 話 】

【住 所 】

【刊行物名 】

【発行機関名 】

【所属機関名 】

【調査分野 】

0000292

買物 動向 調査

000000000

0473-34-1111内 線341

千葉 県 市川 市 八幡1-1-1

買物動 向 調査結 果 報告 書

市 川 市経 済 部 商工 課

市川 市経 済 部 商 工課

49家 計 ・貯蓄

v46,12【 調 査 の 目的 】

【登 録番 号 】

【統 計 調査 名 】

【調 査機 関 】

【電 話 】

【住 所 】

【刊 行 物 名 】

【発行 機 関 名 】

【所属 機 関名 】

【調査 分 野 】

0000301

消費 生活環 境 調 査

041311001目 黒 区

03-715-1111

目黒 区中央 町2-4-5

目黒 区の 消 費生 活(目 黒 区消 費 生活 環境 調査 年 間集 計 報告)

目黒 区

目黒 区 区 民部 経 済 課

149:家 計 ・貯 蓄
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n613 【調査 の 目的 】 本調査は,国 際化を志向する中小企業の指針となる[麹 を収集し,県 内企

業 の今後 の貿 易活動 又 は経営 の 安 定 を図 る ことを 目的 とす る。

【登録番号 】

【統計調査名 】

【調査機関 】

【電 話 】

【住 所 】

【刊行物名 】

【発行機関名 】

【所属機関名 】

【調査分野 】

0000511

海 外市 場 調査

031100001埼 玉県

0488-24-2111

浦 和市 高 砂3-15-1

市 場 調査 報 告 書

商 工 部商 業観 光 課

商 工 部商 業 観光 課

156:貿 易

×

n614 【調 査 の 目的 】 本調査は,国 際化を志向する中小企業の指針となる[麹 を収集し,県 内企

業 の 今後 の 貿 易活動 又は 経営 の安定 を図 るこ とを 目的 とす る。

【登録番号 】

【統計調査名 】

【調査機関】

【電 話 】

【住 所 】

【刊行物名 】

【発行機関名 】

【所属機関名 】

【調査分野 】

0000512

韓 国 ・米 国 ・香港 にお け る市 場 調 査

031100001埼 玉県

0488-24-2111

浦 和 市高 砂3-15-1

韓 国 ・香 港 に おけ る市 場調 査 報告 書

商 工部 商 業 観光 課

商 工部 商 業 観光 課

1561貿 易

%15 【調査の目的 】 海外事業活動を展開している中堅 ・中小企業の実情を把握し,併 せて今後

の適正な海外事業活動を行うための方向,対 応に関する[麹 を提供するた

め。

【登録番号 】

【統計調査名 】

【調査機関 】

【電 話 】

【住 所】

【刊行物名 】

【発行機関名 】

【所属機関名 】

【調査分野 】

0000516

中堅 ・中小企 業(製 造 業)の 海外 事業 活動 に 関す る動向 調査

051310001東 京 商工 会 議 所 中小企 業 振 興 部

03-283-7640

.東京 都 千代 田区 丸の 内3-2-2

中堅 ・中小企 業(製 造 業)の 海 外 事業 活 動 に 関す る動 向 調査 報告 書

東京 商 工会 議 所 中小企 業 振興 部

東京 商 工会 議 所 中小企 業振興 部

1561貿 易

64



Ma16

【登録番号 】

【統計調査名 】

【調査機関 】

【電 話 】

【住 所 】

【刊行物名 】

【発行機関名 】

【所属機関名 】

【調査分野 】

0000532

サ ー ビス経 済 化 と 中小 サ ー ビス 業実 態 調 査(1)

03131)0001東 京都 労働 経済 局 総務 部 調 査課

03-212-5111内(31193)

千代 田区 丸 の内3-5-1

サ ー ビス 経済 化 と中小 サ ー ビス業 実態 調査

東京 都労 働経 済 局総 務 部

東京 都 労働 経済 局総 務 部

159サ ー ビス業

〃617【 対象の属性 】 物品賃貸業圏 サービス業広告業に属する事業所

【登録番号 】

【統計調査名 】

【調査機関 】

【電 話 】

【住 所 】

【刊行物名 】

【発行機関名 】

【所属機関名 】

【調査分野 】

0000738

特定 サ ー ビス産 業実 態 調 査

030700001福 島県 企 画 調 整部統 計 調 査 課

福 島古 杉 妻町2番16号

特定 サ ー ビス 産業 実 態 調査報 告 書

通商 産 業 省

通商 産 業 省

159'サ ー ビス業

い1純 生産 ・1の検 索例1

レ フ ァレンス 情 報の デ ー タ記 入が 統一 され てい な い こ と,キ ー ワー ド検 索で ない こと,関

連 辞 書 が ない こ と等 に よ り必 要 デ ー タが検 索 で きな い 。

コン ピュー タ内 に はtlkE生 産1置に関 す るデ ー タが5デ ー タあ るが,実 際 に検 索で きたデ ー

タは2デ ー タで あ り,3デ ー タは検 索で きなか った。

検 索 指示 リス ト

コマ ン ド

QUERY

RETR

OR

PRINT

オペランド

純生産の検索

調査項目名=$純 生産$+純 生産$

目 的=$純 生産$

属 性=$純 生産$

01.02,03

/04
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検 索 で きた デー タ(2件)

刷 【調査項酩 】 産業別県嚇 垂 雪

県民所得の分配

県民総支出

【登録番号 】0000144

【統計調査名 】 県民所得推計

【調査機関 】031100001埼 玉県統計課

【電 話 】

【住 所 】

【刊行物名 】 さいたまの県民所得

【発行機関名 】 埼玉県統計課

【所属機関名 】 埼玉県統計課

【調査分野 】141:国 民経済計算

/i62【 調 査 項 目名 】

市民分配所得

雇用者所得

財産所得

企業所得

【登録番号 】

【統計調査名 】

【調査機関 】

【電 話 】

【住 所 】

【刊行物名】

【発行機関名 】

【所属機関名 】

【調査分野 】

0000146

市 民所 得統 計

041220301市 川 市企 画部 企画 課

0473-34-1111内 線684

千 葉 県 市川 市 八 幡1-1-1

市 民所 得 統 計

市 川市 企 画 部企 画 課

市 川市 企 画 部企 画 課

141:国 民 経済 計 算
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検 索 で きな か った デ ー タ(3件)

'養tt蝕 柵 号
oθ 00 ' 3 口

(フ リカナ') ,膓 ・'

or,tl・調査名= `

馴4 夙ナ 得揖
(フ リカナ) ・`オ ,

洞炎機関名1

親
/ /θ ～/ 〃/

電話:
一
3 ♪ d4!〃

(フ リカナ)イ1ン 、=

住所: 一間

堪 釆 栗`τ叙紬
刊 行 物 名: 5

和 為轡 師 得描
発行機関名: 6

八 目
所管機関 名:

舳, 蹴 放 錘桐
調査方法:1.悉 皆(・全数)岬 査2、 サ ンプル郎査3.そ の他一 コ
開在桶損:`.承 認統計2.届 出秋田'3、 指定枝針4,そ の他一=
調 査周1胡:1.5年2.3年

6.四'r:」切7.月

8,不 定期9そ の他

3.2年4.1年5,半 期

.i

統

.
計

ト

閃

」.
賓

-.
の

分

野

ー

調

査

対

象

・分 野 コ ー

|

ド:

◎ /
分 野 コー ド:+

…'口=口

分 野 コ ー ド:

1 ロコ
分,・ 呼 名:

分 野 名:

地 域 コ ーF:

⑨ /1/
:1

`
.

■

い

i:

…
4i

.

地 域 名:

#

口繕{区5}:1・S－ 国2・ 県別」3,市 町ttse

4.そ"・Y,Ltl θ

調 査 対 象 敏:

凋査期間:1.暦 年

齢 の【1的・回

ρ

"L

対象の屈性=

調査 票の 頂 吉項 目名 言團

#
#

・

#

#

#

#'

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

電

.
算

機

..

利
…

用

に

よ

る

電

算

機

利

用

以

外

に

よ

る

のL

回 互]e無1
提 供 の 可 否:・1.

口,1::

可

可

全

不

条相河

内噺

ー

訓㌦
:
承

そ

件
管

5
,

行

楽

2
泉協

供

爵

別

覚

個

提

輻
4

提 供 媒 体:1

⑪.M「2.フ ロッピー3.カ セノ ト

テープ4.磁 気 ディスク5.そ の他

収 集 期 間:

S

提 供 の 可 否.:

唖

、

全町}

2.不 可 ピ

3:東 畑 拘

提 供 条 件=
1.覚書2.行 管承認3.巾8閲t

4.個別協議5.そ の他

物

他

奪

刷

の

印

そる…田
提

収 集 期 間:

昭和1年1月l

s刷IA－

}
.

■ぞ

'

,

.鵬

,

ト

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

+登 録 番号は記入 しな くて結構です
。
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'

レ フ ァレ ン ス 情 報 デ ー タ シー ト

祈{1餓 番 号 0 0 00 ' 4s 口
(フ リガナ) ケニ 、 と

、

統日商'`名: `

'

∪

(フ リガナ) 、'ン" "う イ 刀

調査側良品:竃 σ～ 〃 〃 ク'/

千 葉 県 方 {
電話: 3

(プ リがナ)

住所=

千.

　

葉 市 市{場 町1-1
刊 行物 名: 5

発行脚 名: 6

、

、

、
∬

P

葉
所管機関名: ∋

千 磁 、

調査方途:1,悉 皆(全 数)pmff2.サ ンプル調査3.そ の他

か2工 ・

調査簡願:L承 認統計2漏 出統計3.指 定統計4.そ の他

側査周 期:1,5年2.3年

6.四 †…脚17.月

8、不 定期i9.そ の 他

3.2年4.}年5.半 期

計

胴

査

の

分

野

調

査

対

象

分 野 コ ー ト

百

分 野 コ ー ド:

口]コ'
分 野 コ ー ド:

[工]コ ・
分 野 名:

分 野 名:

)
)

|

地 域 コ ー ド: 1■

1⑧

l

liユ
…

ヒ

■

|

…'1

地 域 名:

#

asat区P・1・?-N'2YR別3…li'lt:tS`1

4.そ の他

調 査 対 象 敏:

電

算

機

利

用

に

よ

る

電

算

機

利

用

以

外

に

よ

る

の 有:L有

⑯]≧2.無'

提 供 の 可 否IL金 利

2・ 不可

回 3,条 件付可

提 供 条 件:

`.覚m2.～Y管 承認3.4ibl内

4個 別協頂5.そ の 他

提 供 媒 体1

1.M「r2コ 口ノピー3カ セット

テー プ4磁 気 デ1ス ク5,そ の他

#

収 集 朝 川:

S ～

提 供 の 可 否:L全 可

2.不 可4・画 3,条 件付可

提9{条 件:

1.寛{聾2、 行管 承認3.4唱 ♂iIl}

4.個別協 皐5.そ の 他

}
.

提 供 媒 体:1.印 刷 物

2・ そ 、の 飽

収 集 期 間=

昭和 年1月

S LiWi 1
,

蹴 の醐 ・回
tl

tJre.r,,

9

のe

Kl.1マ.

ltっ?

戸.九 tJ
のfth(邑 歯.ガ'・

張

ニ ソ 、

対象の眠性:

加 縫 rr功'

.≠

φ い

煩 査 栗の関 査 別 名 ・・團

'

コ.
,ピ

♪

「
'ピ す

'`

ノ ・

!

n趣

三

姫

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

}、

'

.ン

、

'

1、

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

《
■

#

#

#

#

+登 録番 号は記入 しな くて結構 ですc.
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レ フ ァレ ン ス 情 報 デ ー タ シ ー ト

縛"録 恭 号 00 00 ! 4 口
(フ リガナ) ソ ・ン シ・ 4

編1凋 在名:

栖 ラケ:得防
(フ リカナ)

調 査樹 間名=

,シ ・ セげ β カ

ρ /R2ク ρ

銚3A± 邑 整号 笛 が

電話: '3 e97・ ユ'θ/ρ 内egs,

(フ リガナ」),シ シ カミ ■

住所: 4

釧砕 擁 折/和 い ノ

刊行 物 名= 15

守氏叶得 ρ叶
発行腹側名:

郷 戸坤 榊1全畔
所管樹瑚名: ⊃

銚巧t刷 中 品 卑
調性方法11.悉 皆(全 数)餌ff2.サ ンプル調査.(そ の飽

seitrG・¥・t

調査種類:L承 認統計2.届 出統計3.tli定 統計 ④ その他

統

計

閃

査

の

分

野

調

査

対

象

分 野 コ ー ド:唖
分 野 ・ 一 ド言

[口
分 野 コ ー ド:

曲
分 野 名:

分 野 名t

地 域 コ ー ド:

◎ / 文

、

'

… …

・i

地 域 名:

# き 亀苫

集3t区分11.全 国2県 別(鋤1i町t・tSii

4.その他

損hθdj切:1.5年2.3年

6Ptl'r:1pl7.月

8,不 定期9,そ の 他

3.2年4.1年5.半 期

調 査 対 象 数:

〔 コ
ー コ口査期間:1周 年(劾 年度3.そ の他

電

算

機

利

用

に

よ

る

冠

方

機

利

用

以

外

に

よ

る

の 有.

⑯.② 無

提 供 の 可 否 言1・ 全可i

ゆ 不可}

回 3,条 件付可

提 供 条 件l
l、覚82行 管承認3,中 肋書

4個 別協銅5.そ の他

提 供 媒 体=・

1.M'r2:フOツ ピー3.カ セγ`

テープ
.4建i句 デ.ス ク5・ その他

#

収 集 期 間1

S 、

提 供 の 可 否:`.全 可,

2.不 可.囲 ③ 朱欄 可
提 供 条 件:

1.覚田2.行 管承認3.FI'喜証書

α)個別協泉5.そ の他

タ

物

他

障

刷

の

印

そ

①

O…四
提

収 集 期 間:

昭和

S

1年

圃
1月1

、
,蚕

齢 の1抽 ・回

qF・ 乃 〆

苫li名 士 F

,ち か:」

対象の風性:

P'}∩

渇 ρ 三 つ?ま 轟 起 さ

4ρ 肋

・価 ら
.

:

描 τ

調査 票の閃 査項 目名:團

#

#
.
#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#

#
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#

#

1

#

#

#

#

#

#

#
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#
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～
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■「
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#

+登 録番号は記 入.しな くて結構です。
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2.6.5検 索 時 間 に つ い て の 評 価'

今 回 はバ ッチ検 索に つい ての テス トを行 った が,テ ス ト実 行環境 が 日本 情 報 処理 開発協会 の

コ ン ピ ュ ー タ使 用 の み で あ る た め比較 を行 うこ とが で きない。 た だ今 回の テ ス トでは,34

種 類 の検 索指 示 デ ー タ を作成す るのに エ ラプス タ イム2分7秒,検 索の 実行 に4分18秒 とな

っ てお り現 段 階 で は実 用 に た え る と思 わ れ る。 た だ し,デ ータ 件数 の増 加 に よ りどの程 度時 間

が増 加 す るか が問題 とな る。

、

実 行 結 果

CPU
・

エ ラ フ ス コアサ イ ズ

(SYSOUTEND)一

(SYSINSTART)

検索指示データの作成 7秒 2分7秒 50kw 4分

検 索 の 実 行 1分29秒 4分18秒 120kw 13分
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3.地 域経 済 レファレンス情 報の有効活用事例研究

一地域 経済 予測 モデルにお ける研究(関 信越 地域)一

5.1デ ー タ 整 備 段 階 に お け る レ7ァ レン ス 情 報 の 活 用

関 信越 地域 の経 済動 向 の定量 的 把握 を 目的と して,58年 度 地域 経 済予 測 モ デ ル の構築 を行 っ た が,

モデ ル の構 築 に あ た って必 要 な 資料 を入手 す るに あた り,様 々の 困難 が あ った。

今 回は 資料 探査 に あた って生 じた 問題 点 を分析 し,仮 に 地域 経 済 レフ ァレ ンス情 報 パ イ ロ ソ トシ

ス テ ム を使用 す る と どの程 度 その 問題 が解 決 され るか につ い ての 検討,さ らに シス テ ム を利用 して

も残 る問題 点,あ るいは新 た に生ず る問題 点 等 につい て若干 の 考 察 を行 う。

(1)デ ー タ整 備 段階 で生 じた問題 点

地域 経 済短 期 予 測 モ デ ルの 構築 に あた っ て使 用 したデ ー タは 表3-1の とお りで あ る。(一 部

全 国 デ ー タ等 につ い ては 省略)

また デ ー タに 関す る資料 所 在,デ ー タ作 成 の方法 等 につ い て は別冊 資料 「地 域経 済短 期予 測 モ

デル の概 要 」 に述 べ られ て い る。

モデ ル構 築 に あ た って,デ ー タにつ い て知 りたい事 項 は次 の とお りで あ った。

・ 表3-1の デ ー タが 在 るか ,な いか。

・ あ る とす れ ぽ時 系列 整備 の状 況(10年 必 要)は ど うか。

・ 関信 越 地域
,あ るい は各 県 別の デ ー タが そろ ってい るか 。

・ 持 続 し てい る調査 で あるかo

それ らの調査 経 過 で 生 じた問 題点 は次 の とお りで あ る。

① デ ー タの 所 在源 が わか らな く探 査 に相 当手 間 ど った もの が か な りあ った。(デ ー タ探 査)

例 産 業 別 民間設 備投 資額,設 備投 資償 却,在 庫 残高,有 効 求人倍 率,個 人 税,法 人税,設 備

ス トック,社 会 保 障給 付,社 会 保 障 負担 等

② デ ー タ の所 在 は わか ったが,ま とま ってい ない 為,入 手 を あき らめた ものが あ った。(デ ー

タの 分散)

例 社会 保 障 給付(健 康保 険,日 雇 健康 保 険,国 民 年金,船 員保 険,厚 生 年金,雇 用保 険,労

災保 険,共 済 組合 等)デ ー タが 厚 生 省,労 働 省,社 会 保 険庁,あ るい は各 県 の 担当 セ ク シ ョ

ンに分 散 さ れて い る。

③ 入手 した結 果,時 系 列 整備 の 点 で不 充 分 なデ ー タが あった 。(時 系 列)

例 県 民所 得 統 計の 消 費者 負 債 利子,各 種 移転 デ ー タ(財 政 か ら個人,海 外 か ら個人,企 業 か

ら個 人)等

④ 関信 越 地 域 あ るい は各 県別 デー タ と しては,入 手 出来 ない ものが あ った。(地 域 区分)

例 関東財 務 局 管轄 区分 デ ー タ… ……有 効求 人 倍率 ,金 銀 預 金 残高,金 銀 貸 出残 高
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べ
N

表3-1変 数 名 リス ト

変 数 名 記 号 変 数 名 記 号 変 数 名 記 号

除却率 AIＬPHA 名 目 IP2N 政府在庫投資デフレータ PJG

第 一次 ALPHA1 第三次 実質 IP3 民間 在 庫 デ フレ一 夕 PJP

第二次 ALPHA2 名 目 IP3N 移 出 デ フレ 一 夕 POB

第三次 ALP且A3 政府在庫投資 実質 JG 域 内純 生産 デ フレ ータ PVP

政府消費支出 実質 CG 名 目 JGN 第 一 次 PVP1

名 目 CGN 民間在庫投資 実質 JP 第二次 PVP2

民間消費支出 実質 CP 名 目 JPN 第三次 PVP3

・ 名 目 CPN 除却額 JYOKYAKU 補助金 S

資本減耗 D 民 間設備 ス トック 実 質 砲 社会保障負担 SI

統計上の不突合 DISC 第一 次 KP1 法人税 TC

有効求人倍率 EE 第二次 KP2 間接税 TI

輸出 実質 EX 第三次 KP3 各種移転 財政 個人 TGP

名 目 EXN 就業者数 L 法人 ・域外 個人 TOP

域内総支出 実質 GRE 第 一次 L1 個人税 TP

名 目 GREN 第二次 L2 域内純生産 実質 VP

移人 実質 IB 第三次 L3 名 目 VPN

名 目 IBN 移出 実質 OB 第一次 実質 VP1

政府固定資本形成 実質 IG 名 目 OBN 名 目 VPIN

名 目 IGN 総 支 出デ フレー タ P 第二次 実質 VP2

民間住宅投資 実質 IH 政府 消費支 出デ フレ 一 夕 PCG 名 目 VP2N

名 目 IHN 民 間 消 費デ フレー タ PCP 第三次 実質 VP3

輸入 実質 IM 輸 出デ フレ 一 夕 PEXJ 名 目 VP3N

名 目 IMN 政 府 固定 資本 形 成 デ フ レー タ PIG 域内所得 Y

負債利子 INTC 民 間住 宅投 資デ フレ ー タ PIH 法人所得 YC

民間設備投資 実質 IP 輸 入デ ワレ一 夕 PIMJ 個人可処分所得 YD

名 目 IPN 民間設 備投 資 デ フ レー タ PIP 個人所得 YP

第一次 実質 IP1 第 一 次 PIP1 個人財産所得 YR

名 目 IPIN 第二次 PIP2 個人業種所得 YU

第二次 実質 IP2 第三次 PIP3 雇用者所得 YW



全 国 デー タ … … … 在庫 残高,WPI,金 利 等

⑤ 持続 してい る調査 か ど うかにつ い ては.時 系列 整備 状 況 と同様 で あ るが,一 時的 に調査 を止

め,ま た 始 め る とい うデ ー タ もあ った。(デ ー タの持続 性)

例 社 会保 障 給 付,社 会保 障 負 担デ ー タは 旧SNA概 念 県 民所 得 統計 では載 っ てい る。新

SNAに 移 行 後 また載 せ る県 もある。

以 上,デ ー タの探 査 ・整備上で実 際に生 じた問題 点 につ い て述 べ た が,地 域 経済 レ フ ァレ ンス情

報パ イ ロ ッ トシス テ ム を利用 した場 合,ど の程 度 問題 が 解決 出来 得 るか につ い ての テス トを行 っ

てみ た。 必 要 デ ー タ名 をキ ー ワー ドと して該 当デ ー タの内 容 を出力 した結 果 をと りま とめた もの

を表3-2に 示 す。 また,表3-3は 出力例 で あ る。

ノ
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地域 経済 レ フ ァレ ンス 情 報パ イ ロ ッ トシス テ ムに よるデー タの検 索 結 果表3-2

、

NO デ ー タ名(キ ーワード)

検 索 件 数 該 当 情 報
一 ・ 一

鯛 査項 目名」

よ り
「目 的 」 より 「属 性 」 よ り 計 件数

時 系 列 整 備 状 況
明確なもの 不明確なもの

1 消 費 支 出 2 2 0 4 ※1 1 0

2 資 本 減 耗
一

0 0 0 0 0 0 0

3 求 人 5 1 4 10 ※3 2 1

4 輸 出 12 7 7 26 ※2 0 2

5 総 支 出 3 0 0' 3 ※3 1 2

6 固 定 資 本 0・ 0 0 0 0 0 0

7 住 宅 投 資 0 0 0 0 0 0 0.

8 輸 入 3 0 1 4 ※2 0 2

9 負 債 利 子 1 0 0 1 ※1 1 0

10 設 備 投 資 11 2
'0

1a ※2 1 1

11 在 庫 投 資 0 2 0 2 0 0 0

12 除 却 3 0 0 3 ※1 0 1.

13 設 備 ス ト ック 0 0 0 0 o 0 0

14 就 業 者 3 0, 0 3 ※1 1
'0

15 補 助 金 2 0 0 2 0 0 0

16 社 会 保 障 2 0 0 2 0 0 0

17 法 人 税 0 0 0 0 0 0 0

18 間 接 税 0 0 0 0 0 0 0

19 個 人 税 0 0 0 0 0 0 0

20 純 生 産 6 0 1 7 ※3 1 2

21 所 得 14 15 1 30 ※-7 3 4一

計 67 29 14 110 26 11 15

'

↓
+



表3-3テ ス ト検 索例

検 索 結 果 リ ス ト

【登録番号】0000145

【統計調査名】 県民所得統計

【田沓機関】031200001千 葉県企画部統計課

【電'話 】

【住 所】 千葉市市場町1-1

【刊行物名】 県民所得統計

【発行機関名】 千葉県

【所属機関名】 千葉県企画部統計課

【調査分野】141:国 民経済計算

【対象地域】12:千 葉県

【据査方法】一 加工統計

【調査対象数】

【電算利用による】 処理の有無 無

提供の可否 不可

提供条件

提供媒体

収集期間 昭和

【調査の目的】

【対象の属性】

【概査項目名】

昭和59年01月20日

千葉県

【集計区分】 県別 【調査種類】

【調査周期】1年 【調査期間】 年度

【電算利用以外による】

提供の可否 条件付可

提供条件 申請書

提 供媒体 印刷物

年 月～昭和 年 月 収集期間 昭和24年 月～昭和

i籔男舞 霊 鑑 撒 灘 編 書評 蹴 ・〔て1年間・生・出蹴 蛙剛 値・
加工統計 なので調査対象はない。

　建白
者
↑舗

肝
騒
鯛

羅
齢

得

持蜘額激酬噸

魏

齢

鑛
纏
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魏
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② シス テム利用 の 利 点 ・問題 点

〈利 点 〉

① デ ー タ所在 探 査 労 力 の軽 減

表3-2に よる とデ ー タ名(キ ー ワー ド)21件 の うち,該 当情 報 が得 られた もの は,11件

で約50%強 で あ った 。得 られ た11件 の該 当情報 に つい ては す べ て所 在 が 明確 で あ っ烏

デ ータに つい て,さ らに細 か い点 に つい て問い合 せが生 ず る場 合 が あ るが,デ ー タの 所在 が

わか ってい るた め,機 関の た らい 回 しは避 け られ,短 期 間 で相 手先 に連 絡 がつ く等 か な りの 労

力軽 減 に な る。(適 正 検 索率 につ い ては,第2章 シス テ ム評 価 参 照)

② デ ータ内 容 の正確 な把 握

レフ ァレ ンス情 報 の 内 容 がか な り詳 細 で あ るた め,検 索結 果 デ ー タが該 当情 報 か ど うか のチ

ェ ックが 的確 に で き る。

表3-2に おい ては 該 当情 報 か ど うか迷 う もの'は1件 もなか った。

③ 多面的 情 報 の把 握

今 回の テス トで は該 当検 索率 は2.5割 程 度であ ったが,時 に は付 随 して 出力 された 情 報の 中か

ら思い が けぬ情 報 を知 る こ とが 出来 る場 合 があ る。 特 に1!× ×地域 の △△ に関す る情 報"の 有

無 を知 りたい とい うよ うな 内 容検 索で はか な り多面的 情 報 が得 られ る場 合 があ る。

④ ①,②,③ で示 され た よ うに今 までは経 験 者の 知識 に頼 ってい た デ ー タ探査 が よ りシス テ ム

的 に解 決 で き る よ うに な り,1|探 す の に手 間 が か か るか ら代 替 デー タで 間に合 わ せるIIと い っ

たパ ター ンか ら抜 け 出せ る。

地域 情 報が それほ ど労 力 をか けずに 入 手 出来 るこ とに な れば,相 互流 通 も促 進 され る。

〈問題 点 〉

① デ ー タの 問題

。 今 回 のテ ス ト的 検 索 の結 果 で は,時 系列 整備 状 況 につ い て不 明 確 な もの が5割 強 あった。

こ うい った デー タ整 備 上 の 問題 は各 機 関が レ フ ァレ ンス デ ー タ シ ー トに記 入 す る際,必 ず記

入 すべ き事 項 と して注 意 を うなが す必要 が あ る。

o結 果 表か らもわ か るとお り,か な りの 件数 の デー タが 「調 査項 目名 」の 中に 含 まれ るキー

ワー ドを も とに検 索 され て い る。 従 って,項 目名 の記 入 にあた つては,内 容をもれ な く含 む よ

うに しな け れぽ な らな い。

例えば,「 住 宅投資」 「間接 税 」 な どは 県民 所得 統 計の 項 目 と して入 ってい る為,当 然 検 索

した結 果 検 索 件数 該 当 件数 が0に なる事 は あ り得 ない。 こち らは 項 目名 の記 入 が不 充 分

で あ った為 に生 じた問 題 で ある。

② シス テ ムの 問題

。 検 索の仕 方に よ って同 じ県 民所 得 の項 目で も検 索 され ない 場合 が あ る。

例 え ば 「固定 資 本 」 は 「総 資本 」 と も言 った り,あ るいは 民 間 と政 府 を分 離 して 「民 間 資

本形成 」 「公 的 資本 形 成 」 とす る こ と もあ る。 従 って,今 回 のテ ス トでも 「固 定資 本 」で検 索
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す る と検 索 され て いな いが 「総 資 本 」 と し ては載 ってい るケ ースが ある。

こ うい う例 がか な り多 く見 られ.今 後 は 同義語 辞 書等 に つい ての機 能 をシス テ ムに 持 たせ

るか,あ るい は 出来 る だけ統 制 され た 用語(シ ソー ラス)を つ け る よ うにす るか の工 夫 が 必

要 とな る。

。 また,「 固 定資 本」 で は 「固 定」 と 「資本 」 と分 割 し,OR条 件 で結 べ ば今 回 の場合 も検

索 出来 るで あろ う。 検 索の 仕方 につい ては 出来 るだけ単 語 をバ ラす よ うに す る と,多 くの デ

ー タ が検 索 出来 るが,そ れだ け不 必要 な もの も一緒 に 出 て くる可能 性 が あ る。 これ らにつ い

て は フ リー ワー ド検 索 の 問題 で ある。

5.2利 用 上 の 問 題 ・課 題

人 力 に 頼 るデ ータ探 査等 を シス テ ムで行 うと問題 点 が解 決 され るか ど うかに つい ての結 論 は解 決

出来 る もの,解 決 出来 ない もの が あ る とい う事 で あ る。

事 実 今 回 の モ デル構 築 で生 じた細 か い 問 題 点 の 「デ ー タの 探 査 」に つい ては,レ フ ァレ ンス 情

報 の内 容(目 的,属 性,項 目)を か な り きめ細 か く整 備す る こ とに よって解 決 出来 る部 分で あ る。

しか し,「 デ ー タ の 分散 」は デ ー タ探 査 後 の 問 題 で あ る し・「時 系列 」・ 「地 域 区 分 」 ・

、「デ ー タ の 持 続 性 」に つ いて も,情 報 は知 り得 たとしても・これらの 問題 は統 計 その もの の 問題 で あ

るため,シ ステムによって も何 ら問題 の 解 決 とは な り得 ない 。.

シス テ ムが 補 え るの はデ ー タ整備 上 の導 入部 で あ り,あ とは 人的 ネ ッ トワー クに よる さ らに細 か

い情 報 の入 手 が必 要 で ある。 そ れ で もデ ー タ整 備 の 糸 口 を システ ム的 につ か め る とい う事は 非常 に

大 きな 力 とな る。
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4.地 域 経 済 レフ ァ レンス情 報 流 通 へ の課 題

4.1シ ス テ ム 利 用 の 全 体 像

地域 経 済 レ ファ レンス情報 パ イ ロ ッ トシス テ ムは,地 域経 済 情 報の 円滑 な流通 を促 進 す るた めの

ク リア リン グ機 能 強化 の 目的 で 開発 され た。

シ ステ ム利用 の全 体 像 は図4-1に 示 すよ うに,シ ス テ ムの 利 用者 ,シ ステ ムへ のデ ー タ提 供者,

シス テ ムの管 理 者 とい う3者 の 関係 が 成 り立 つ。

システムの利用者 としては国の地方 ブ ロ ック機 関,地 方 公共 団体,研 究機 関,図 書 館,中 小 企業 情 報

セ ン ター,地 域 経済 研 究 所,商 工 会 議所,商 工会,民 間等 が想 定 され る。 これ らの各 機 関 は 自機 関

で 独 自の 情 報 作 成 あ るい は情報 の 加工 を し,内 部 で利 用 す る と ともに各 種 団体,中 小 企業,一 般 需

要 者 等 へ の情 報 提供 を も行 ってい る地域 情報 拠 点 機 関 とい え る。 利 用,あ るいは 提供 して い る情 報

の 内容 は,企 業 情 報 や景 気 動 向 を知 る うえで の経 済 情報 等 で あ るが,い ず れ に して も各機 関 と も現

状 で は外 部 情報 を入 手 す る上 での 困難性 を か か えて お り(表4-1),シ ステ ムに よ り地 域 情報 の

所 在 源,情 報 の概 要 等 を知 る ことは外 部 情報 入 手 の 際 の手 助 け と な るで あ ろう。

シ ス テ ムへ の デ ー タ登録 に つい て は,や は り上 記 の各 機 関 が 自機 関作成 の情報 にっ い て 自ら,あ

るい は グル ー プご とに ま とめ て シ ステ ムに提 供 す る こ とが望 ま しい と考 え る。

この よ うな方 式 が確 立 す れ ば,レ フ ァレン ス情 報 利 用機 関 が レフ ァ レンス情報 の提 供 を行 うとい

うル ー プを描 き,シ ステ ムは 自律機 能 を 持 つ ことが 出来 る。 もち ろん情 報 提供 者 のみ が シ ス テ ムを

利 用 出来 ると い う ことで は な く,一 般 需要 者 で もニ ー ズが あれ ば 充分 シス テ ムを利用 す る こ とが可

能 で なけ れ ば な らな い。

シ ス テ ムを利 用 す る側 と情 報 を提 供 す る側 の 間 で,地 域 レフ ァ レンス情 報 シス テ ムの 管 理 ・運 営

を行 う地 域経 済 情報 セ ン タ ーが 存 在 す る。

地 域経済情報 センターは当然地域庸 艮拠 点の1つ で もあるた め,地 域 レ ファ レンス情 報の サ ー ビスの み

な らず,① 地 域 情報 作 成 ・整 備 ・蓄 積機 能,② 地域 情 報 加工 ・分析 ・利用 機能,③ 地域 情報 サ ー ビ

ス機 能,を 備 え る必要 が あ るが,地 域 経 済 情報 ネ ッ トワー ク形成 の た めの ク リア リン グ機 能 とい う

点 で は,各 拠 点機 関 の 中核 と しての 役割 を果 す(表4-2)。
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図4-1シ ス テ ム 利 用 の 全 体 像

表4-1 情 報 入 手 ・整 備 ・提 供 上 の 問 題

(57年 度情 報 サ ー ビス機 関調査)

(a)情 報入手上の問題点

① 市販されていない各団体の報告書 ・行政機関から出される報告書等,価 値の高い資料につ

いてその存在を知ることが困難であり,収 集がむずかしい。情報の集中とすばやい公開が望

まれる。

② 行政のたて割 りによる情報機関へのデータ入手の不備不足がみられる。

③ 各機関でのシステムの違いによりドッキングが困難である△

④ 県内中小企業者が必要としている価値ある情報の把握がむずかしい。

⑤ 情報入手機能を分担したい。

(b)情 報 整 備 上の 問 題 点

① 情 報量 が多 くな ると体 系 的 分類 が むず か し くな り,か つ検 索 が困 難 で あ る。

② 情 報 の 管理 ・提供 を機 関 内部 各 部署 で行 って い るが,一 本 化す る必要 が あ る。

③ い ろい ろな機 関で 同 じよ うな資 料 を作 って お り,調 査 費角 も重 複 す る。 横の 連 絡 を と りあ
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って 合 理 的 にで きな いか。

④MT,マ イク ロフィ ル ム,将 来 は光 デ バ イス等 の マ ルチ メデ ィアの 採用 が必 要 で あ る。 統

計類 につ い て は,マ イ ク ロフ ィル ム化 が遅 れ て い るた め利用 者 は スペ ー スの問 題 に悩 ま され

てい るo

(c)情 報 提供 上の問 題 点

① 情 報 の検 索 に手 間 が か か る。 情 報 検 索 シス テ ムが確立 され てい な い。

② 情 報量 は多 いが 情 報 の 分野 が偏 って お り,利 用 者 の ニー ズに マ ッチ した情報 を提 供 で きな

いo

③ 情 報 収集 ・提供 システ ムの 確 立 が不 十 分。 また,利 用体 制 の整 備 と利用 者 側 の意 識高 揚 が

必要 。

④ 冊 子 媒 体 に よ る情 報 の提 供 は受 け る側で あ る 中小企 業 の個 別性,多 様性 か らみ て質 ・量 と

もに限 界 に近 づ きつつ あ る。

従 って,今 後 の 課題 は電 子 計 算 機 媒体 に よる提 供 の迅速 化 ・高 度 化 を 図 りなが らきめ 細 か

な 個 別応 答 サ ー ビスの 充 実 ・強 化 を推 進 して い くこ とで あ る。

⑤ 人 材 育成 ・情報 セ ン ターPRが 必要 で あ る。

表4-2地 域 経済 情 報 セ ン ター が備 え るべ き機 能

(1)地 域 経済 情 報 セ ン・ターが備 え るべ き機 能 ・

(a)情 報 サ ー ビス機 能

① 地 域経 済 レ フ ァ レンス情 報 デ ー タベ ースの 管理 ・運用

各 地 域機 関 か ら情 報 提 供 され た レ フジ レン ス情報 の デ ー タ入力,デ ー タベ ース更 新,検

索 結 果 の依 頼 時 出 力,あ るい は定期 的 出力等 デ ー タベ ースの 管理 ・運 用 を行 う。

デ ー タの収 集 提供 サ ー ビス に つい て は当面 通 信 網 を経 由 した オ ン ライ ン会 話型 で行 う事

は む ずか し く,デ ー タ入 力 に っ い ては デ ー タ シー トへ の 記入 によ る漢 字 パ ンチ入 力 あ るい

は磁 気 テ ープ,フ ロ ッピー デ ィス ク媒体 等 に よ る入 力。

デ ー タ出 力 にっ い て は定期 的及 び依頼 時 に お け るバ ッチ あ るい は オ ン ライ ン会話 型 の デ

ー タ出力,結 果 の送 付 とい う形 式 あ るい は磁 気媒 体 に よ る提供 とい う形 式 とな ろ う。

② 一 次情 報,二 次情 報 デ ー タベ ースの 管理 運 用

地 域経 済 レ ファ レンス情 報 デ ー タベ ース サ ー ビスだ けで セ ン ターの維 持 は むず か し く,

又 地 域情 報 セ ン ター が地 域情 報 化 の推 進 役 を果 た す位 置づ け で あ る こ とか ら,積 極 的 な独

自調 査 結果 の 集計 加 工,あ るいは 外部 情 報の 加 工 等 を行 い付 加 価値 の 高 い二 次 情報 の 創 出,

提 供 をす る必 要 が あ る。

運 用 すべ き二 次情 報 と して は 官公 庁 の統 計 情報,地 域産 業 団 体 の所 有 す る産 業経 済 情報,

地 方 公共 団体 等 の 地 域 統計 情 報等 が対 象 とな ろ う。

デ ー タの 提供 は当 面 磁 気 テ ー プ,フ ロッ ピーデ ィス ク等 に よ る オ フラ イン とな る。
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(b)計 画,調 整機 能

ネ ッ トワー ク内の デ ー タ収 集,デ ー タベ ース形成 の 際の 分 担 あ るいは その 活 動 に対 す る協

力 の在 り方 等 ネ ッ トワー クの 運 営 に 関 す る調整 や長 期的 展望 に立 った情 報 ネ ッ トワー クの 在

り方等についての全体計画が確立されることが必要であり,こ れらの計画作成に即して関係

卜 機関と緊密な連絡をとる必要がある。

また,ネ ッ トワー ク内 の各 機 関 で行 われ て い る情報 処理 の 在 り方 につ いて も全 体 で協 議 し

つ つ 標 準化 を図 って い く方 向が 望 ま しい。 従 って,地 域 情報 セ ンタ ーは こ うい っ た計 画,調

整機能をもつ事が必要とされる。

(c)研 究,開 発機 能

情 報 処理 技術,情 報 ネ ッ トワー ク技術 の 研 究等 情報 提供 に関 して 適切 な ソフ トウ ェアの見

直しと開発,効 果的なデータベース利用方法の研究等情報提供に係る研究開発は社会の急速

な 変 化 に対 応 して 常 に進 め な けれ ば な ら ない。

(d)教 育普及機能

デ ー タベ ース構造 の変 更,デ ー タ記入 方 法,利 用 方法 の変 更 は社 会進 歩 に 伴 い当 然 起 こ り

得 る問 題 で あ る。 この よ うな シス テ ムサ イ ドの変 更 に関 連 して,利 用者 に対 す る教 育 ・指導
↓

が 必 要 で あ る。

又,提 供 情報 の 範 囲に っ い て も次 第 に充 実 す るで あ ろ うが 「索引 」の 配 布,「 利 用 マ ニ ュ
←

ア ル」 の配 布等 が定 期 的 に 必要 で あ ろ う。 また研 修 会 な ど もPR,教 育訓 練 の場 として 必要

要 で あ る。

(e)そ の 他

地 域 情報 セ ン ター機 能 を 従来 の情 報 セ ン ターに付 加 す る場 合 は,a～dの 機 能 が 「その 他

従 来 の 機能 」 につ け 加 わ る とい う位 置 づ けに な る。

4.2現 状 の 問 題 点 ・課 題

「シス テ ム利 用 の全 体 像」 で は将 来 像 を 含 めて述 べ て あ るが,現 状で は 次 の よ うな問 題 点 が あ り,

そ の解 決 方 法 の検討 が必要 で あ る。

(1)情 報 の収 集 ・分類 ・整理

今 回 システ ムに登録 され て い る地 域経 済 レ ファ レンス情報 は関 信越 ・東北 の モデ ル地 区の 地 域

経 済 統 計 情報 約750件 で あ り,地 域 が特 定 され て い るため各 機 関の ニ ーズに 応 え きれ な い。

今 後 はよ り地 域的 に 広範 囲 な地 域 経 済 レ ファ レンス情報 を もれ な く収集 す る方法,あ るい は情

報 の 更 新 方法 を検 討 しな けれ ば な らな い。 また,レ ファ レンス情報 の 分類 ・整理 方法 の 検討 は よ

りよ い システ ムを 目ざす た めの 最重 点 ポ イ ン トで あ る。

(2)シ ス テ ムの 運 営 ・普 及

シス テ ムの運 営 につ い ては,将 来 的 な発 展方 向を見 極 めつ つ,そ の 運 営 主体 や下記 運 営 費用 の

検 討等 を 行 い,基 本 方 針 を設 定 す る必 要 が あ る。 なお当面は,(財)日 本 情報 処 理 開発 協 会 に お い
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て 試行 的 に運 用 を 開始 す る。 また,地 域 経 済 レフ ァ レンス情報 の 収集 経 路の確 立 や シス テ ムの 利'

用 促 進の ため に も普 及 活動 の 具体 策 を検 討 す る必 要 が あ る。

① コ ン ピュ ー タ,周 辺機 器 使用 料

② 情報 整備,サ ー ビス,コ ン ピ ュー タ運用 等 人 件 費

③ ス トック フ ォー ム,イ ン ク リボ ン等 消耗 品費

④ コ ン ピュ ー タ運 用 に要 す る電 気代

⑤ コ ン ピュー タの修 繕 保 守 費 用

⑥ 郵 送 費等 通 信 費,印 刷 費

③ 地 域経 済 情 報 セ ン ター設置

地 域経 済 情 報 セ ン ターに つ いて は,そ の 性 格づ け を更 に 明確 化 し,設 置,運 営 体 制の 確 立 を図

る必要 が あ る。

4.5問 題 点 ・ 課 題 解 決 の 一 方 策

(1)情 報 の 収 集経 路 の確 立 にっ い て は,ま ず 情報 提 供 機 関 を どの よ うに して組織 化 す るか とい う問

題,実 際 にデ ー タ作 成 を どの よ うに行 うか の2点 に分 け られ る。

(a)地 域 機 関 の組 織 化 に っい ては 現 在の 組織 体 制 を活 用 す る こ とが最 も可 能性 が 高 い。

例 え ば各県 の統 計 情報 につ い ては地 方 ブ ロ ック機 関 ない しは地 方 自治 情報 セ ン ター,中 小 企

業 情 報 に っ い ては 中小 企業 事 業 団 あ るい は商工 会 議 所 連 合 会等 々,主 な地域 情報 拠 点 の協 力 を

得 て デ ー タ収 集 経 路の す そ野 を広 げ る方法 で あ る(図4-2に 例示 す る)。

しか し,こ の よ うな広 範 囲の ネ ッ トワ ークは長 期 的 な もので あ り,当 面 は シス テ ムの 設 計書

・ソフ トウェア,デ ータの提供 等を通 じて,そ れ ぞ れの ブ ロ ックご との地 域 レファレンス 情報 整備 を

進 め て もら う こ とが まず 必要 とな る。

地域経済情報
センター

壷 地方ブ.
ック機 関

ヰ小企業
情報 センタ

図4-2既 存 組織 との リン クに よ る情報 ネ ッ トワー クの拡 大
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(b)情 報作成上の問題 点と しては,① 情報 の分 類 記入様 式 の標 準 化,② 情報 作成 上の 諸 経 費 の充

当処 理 が あ げ られ る。

① の情 報 の分類,記 入様 式 の標 準 化 につ い て は,58年 度 「デ ー タ整 備 マニ ュアル 」 を作成

し,そ の一 助 と した。 また,今 後 の方 策 と して分 類整 備 に関 しては 図書 館 との提 携 等,次 の よ

うに考 え て い る。

〈 レフ ァ レ ンス情報 分 類 ・整備 に っい ての 方 策>

O各 種 の資 料 を 利用 す る場 合 ,自 分 の抱 えて い る問 題 を与 え ると必 要 な 資料 が 出て きて提供

を 受 け られ るよ うな シス テ ムが理 想 的 で あろ う。 しか し,こ れ を実 現 す るた め に は,利 用者

の 与 え た問題 か ら中 心 とな る事項(主 題)を 汲 み取 り,更 に 蓄積 し て い る資料 の 意 味を読 み

取 って,目 的 と す る資料 で あ るか ど うか を判 断 す る機 能 が 必要 で あ る。 しか し,現 状 で は こ

れ らの 機能 を機 械 化 す る手 段 が な く,も し実 現 の可能 性 が あ る と して も,第 五 世代 コ ン ピュ

ー タで 研究 され て い る推論 や意 味論 など
,多 くの課題 が 解決 され る必 要 が あ る。

した が って現 状 で は,コ ン ピュ ータを使 った 資料 の収 集 ・提 供 システ ムで あ って も,数 多

くの 資料 を効 率 良 く取 り扱 い,様 々 な利用 者 の要 求 に応 じ て適 格 に これ を提 供 す るため には,

従 来 か ら行 われ てい る方法 を取 らざ るを得 ない。 それ は,資 料 を それ ぞ れの 利用 目的 に合 わ

せて,分 類 ・保管 し,検 索'提 供 す る とい う,図 書 館等 で使 わ れ てい るシ ス テ ムで あ る。

当 委 員 会 で取 り組 ん で い る シス テ ムで も,資 料を 効果 的 に提 供 して行 くため に は,入 手 し

た 資料 を分類 ・整 備 してお くことが重 要 とな る。

。 収 集 した 資料 を 分類 す るね らいは,① 資 料 の 管 理 ・保 管 を 容 易 に す る こ と
,② 資 料

の 検 索を 容 易 にす る こと等 で あ る。

この た め に,現 在採 用 され てい るの が,図 書 分類 であ り図書 カー ドシステ ムで あ る。

レフ ァレン ス情報 カ ー ドも,図 書 カー ドよ り記入項 目が 多 い とい う点 を 除 けば
,図 書 カー

ドシ ス テム と同 様 の運 用 ・管理 形 態 を取 る こととな る。

・o現 在
,資 料 を分 類 す る方 法 と して は,図 書 館で 使 われ て い る 日本 十進 分類(NDC)が 最

も一 般 的 な もの で あ る。 し か し,日 本 十 進 分類 で は当 委員 会 が 対象 と してい る統計 資料 の分

類 方法 が粗 い た め,県 の 資料 室 な どで は,県 や市町 村,産 業 に よ って 分類 し た り,日 本十 進

分 類 を核 と した独 自の基 準 で分類 を行 って い る。

ま た,当 委 員 会 で取 り組 ん で い る レファ レ ンス情 報 の分 類 方法 と しては,「 総理府 統計 局図

書 館蔵 書 目録」 を採 用 してい る。'

Oシ ス テ ムの 利用 者 は,こ の分 類 で 資料 を 探 す ことが で きるが,更 に作 成 機 関 や調 査項 目,

調 査の 主 旨な ど に よ って探 す こと も可能 とな って お り,こ の 点 で図書 カ ー ドよ り進 歩 してい

る とい え る。

しか し,コ ン ピュ ー タを利用 した この 分類 や検索 の方 法 が最 善 の もの で あ るとい うこ とで

は ない。 長 い時 間 を か けて 築 き上 げ られ た図 書 館の 分類 方法 と同様 に,私 達 もコ ン ピ ュー タ

,の 特 色 を生 か した新 たな 分類 方 法,検 索 方法 の 研究 を進 め て行 くこ とが,レ ファ レ ンス情報,

ひ い て は,地 域経 済 情 報 を よ り有効 か っ効果 的 に活用 する た めの重 要 な 研究 課 題 で あ る。
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。 レ ファ レンス情 報 を入 手 す るため,当 委 員 会で は ア ン ケー ト方式 で 集 あ たが,提 出 され た

個 票 の記 入 の仕 方 に違 い があ り,検 索 を行 う時 に問題 とな る と思 われ る。 効 果 的 な レフ ァ レ

ン ス情報 を 作成 す る理 想 的 な 方法 は,現 在 図書 館で行 われ てい る よ うに,そ れ ぞ れの 目的 に

応 じた一 定 の基 準 に従 って統一 的 に 整備 を進 め る ことが 重要 で あ る。

'。 資 料 を収 集 ・提 供 す る こ とは
,従 来 か ら図書 館 の事 業 と して行 われ て来 た こ とで あ り,当

委 員 会 で も これ ら を体 系的 に まとめ た 図書 館学 に学 ぶべ き事項 が 多 い もの と思 わ れ る。 しか

し,図 書 館業務 の コン ピュー タ化 が まだ まだ本 格 化 してい な い状況 に あ るた め,両 者 が一 致

協 力 して問 題の 解 決 に 当 た って い くよ うな体 制 を築 き上 げ るこ と も今 後 の課 題 とし て考慮 し

て お くべ きで あ ろ う。

O図 書 館で は現 在,書 物 を 中心 に収 集 ・提 供 して い るが,近 年 幾 つ かの 図書 館 で は レコー ド

や映 画,ス ラ イ ドなど様 々の 媒体 を取 り扱 い つつ あ り,コ ン ピュ ー タ媒 体 の 資料 の サ ー ビス

が 実 施 され,更 に図書 館 業 務 の一つである広報や資 料研 究 の面 で も コ ン ピュ ー タの 利用 が進 め

ば,ま さに当委 員 会 で 提案 して い る地 域の 公 共的 情報 セ ン ターの一 つ と して機 能 を果 たす こ

と に なろ う。

② の情 報 作 成 上 の諸経費については,情 報 作 成機 関 は情 報 利用機 関 で あ る とい う原則 に立 ち・

投 資効果 を明確 に した上 で,で きる限り費用 の 分散 化 を はか る方 向 で協 力 を 得 る必 要 が あ る。

投 資 効果 とは 次の 点 と考 え られ る。

o

、O

o

(2)シ ステ ムの運 営 ・サ ー ビス に係 わ る諸 経 費 に つい ては,

(情 報 セ ン ターへ の依 頼 件 数,そ の対 応 に要 した労力 ・費用)を 把握 し,分 析 ・検討 の うえ サ ー

ビス の規模,必 要 経 費,人 員 等 に つ い て整理 を してい く方 法 とな ろ う。

(3)シ ス テ ムの普 及

以 上 の(1×2)を進 め る た めに は シ ス テ ムの 普 及 が重要 で あ り,各 ブ ロ ックご との 会議 に 出席 して

説 明 を す る。 あ るい は 中核 とな る情報 拠 点 機 関へ の協 力 要請 等 を行 うこ とが必 要 で あ る。

自機 関 の情 報 整 備 に役 立 っ。

広 範囲 の地 域 経済 レ フ ァ レンス情報 を磁 気 テ ー プ又 は フ ロ ッ ピーデ ィス クで入手 で き る。

また は適宜 必要 な地 域経済 レ ファ レンス情報 の 提供(リ ス ト等)を 受 け られ る。

地域 経 済 情報 ネ ッ トワ ークへ の 参 加 が しや すい。

59年 度以 降の 試 行期 間 にお け る実 績
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5.地 域 別 情 報 拠 点 の育 成 と情 報 ネ ットワー クの形 成

5.1分 散 型 ネ ッ トワ ー ク 形 成 の ス テ ッ プ

ネ ッ トワ ー ク形 成 の ステ ップは 図5-1に 示 され る よ うに.次 の4段 階 に分 け られ る。

① 各地 域,各 機 関 にお け る情 報 ニ ー ズ調 査,情 報 利 用 方法 の研 究 が行 われ,拠 点 の あ り方 が 検討

され る段 階。

② 地 域 情 報機 関 ご とで,内 部 デ ー タ の整 備,外 部情 報 の うち入 手可 能 な もの につ い て の デ ー タ入

手,デ ー タベ ー ス シス テム等 の開発 を通 じ拠 点 と して の機 能 を備 え る段階 。

③ 外 部 との情 報 ネ ッ トワ ー ク形 成の 環境 整 備 と して ク リア リン グ情 報 の整備 を は か る段 階 。

④ 情 報 拠点 間 の ネ ッ トワ ー ク形 成 及 び確 立 を は か る段階 。

・データ利用方法の研究

・拠点のあ り方検討

Ψ

・情 報 拠 点 の 育 成

・内 部 デ ー タ の 整 備 ・利 用
<

Ψ

情 報 拠 点 間 の ネ ッ トワ ー ク

を 形 成 す る た め の ク リ ア リ

ン グ 機 能 の 形 成

、'

情報拠点 間のネッ トワーク
形成及び確立

1

図5-1地 域 情報 拠 点 構 築の ス テ ップ

5.2地 域 特 性 を 考 慮 し た ネ ッ トワ ー ク 形 成 及 び 確 立 へ の 道

今 回 の 関信越 ・東北 地 域 に お け る調査 ・研 究委 員 会 の メンバーは,5.1で 述 べ た第2ス テ ップ(情

報 拠 点 として の機 能 を備 え る段 階)に つい て は,か な りそ の機 能 を備 えつ つ あ る機 関が 多 か った。

し か し,情 報 拠 点 と して 成 り立 って い くかど うかについては,そ の機 関 が どの よ うな地 域 的 情報 特

性 の 中 に存 在 す るか に よ って かわ って くる。 すな わ ち,情 報 の需 要 ・供給 の 流 れ は その 地 域 の産業
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特 性,都 市機 能,管 理 ・中枢機能,生 活 特性 に よ って変 わ って くるか らで あ る。 こ の点 で 関信越,特

に首都 圏 と東 北 地 域 を比 較 す る と,今 回 の情 報 が公 益 性 の強 い地 域統 計 に係 わ る レフ ァ レンス情 報

で あ る こ とを考 慮 す ると,国,地 方 公 共 団体 で の利 用 意識 は それ ほ ど地域 特 性 は ない ものの(56

年 度,レ フ ァ レンス情 報 サ ー ビスに関 す る意 識調 査) ,民 間 にお いて は利 用 意識 がか な り異 って く

ると思 わ れ る。

表5-2に お い て は,関 信越 に管 理 中枢 機能 がが 集 中 し,業 務分 野別 コン ピュー タの 適 用業 務 で

解 析 ・計 画 及 び予 測 業 務 の割 合 が多 い ことを示 して い る。

ま た,経 済 の サ ー ビス化(ソ フ ト化),特 に情 報 サ ー ビス業 の 進 展 にっ い て は事業 所数 の 比 較 を

す る と関信越 地 域 は東北 の13倍 強 で あ る。(表5-1)

表5-1特 定 サ ー ビス産 業実 態調 査(昭 和58年11月)

報サービス楽
都道府県

事業所数 従 業者 数
(人)

年間売上高
(百万円)

青 森 6

0

303 1β76

東 岩 手 6 350 2,081

宮 城 32 1,273 9,732

秋 田 10 317 2,008

山 形 7 219 1β59

北 福 島 ・16
691 3,102

計 77 3,158 19,658

茨 城 15 1,186 6,402

栃 木 1・7 596 2,983

群 馬 17 1,219 6,673

関 埼 玉 49 1,747 8,698

東' 千 葉 43 1248 7,465

甲 東 京 710 58,689 524,575

信 神 奈 川 78 7,506 78,144

越 新 潟 43 1,305 10,270

静 山 梨 11 306 1,468

長 野 25 1,076 6,467

静 岡 21 997 4,580

計 1,029 75,875 657,725

以 上の 点 か ら関 信越 地 域 と東 北 地 域 にお い て は特 に 民間 に お いて,ソ フ ト的 に もハ ー ド的 に もか

な りの 開 きが あ る こ とがわ か る。

情 報 の 地 域破 行 性 は 是正 しな けれ ば な らな い と して も,実 際 は その地 域 の現 状 にあ った ネ ッ トワ
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一 クの 推進 が 必 要 とな る
。

今 まで は,地 域経 済 情 報 流通 促 進 に係 わ る課題 の う ち,両 地 域 で共通 しだ ク リア リン グ機 能 に つ

い て検 討 して きた。

今 後,さ ら に ネ ッ トワー ク体 制 の確立,ネ ッ トワLク の 拡大 に向 け て両地 域 とも よ り地 域性 を意

識 した対 応 が 必要 とな って くるで あ ろ う』

87



oo
o◎

表5-2業 務 分 野 別 コ ン ピュ ータの適 用業 務(通 商 産 業 局別)

(単 位:件 数}

局

別

処 理 方 式

業務分野分.

合 計

事 後 処 理 的 業 務 解 析 ・ 計 画 ・及 び 予 測 業 務

小 計、 バ プチ処理' リモ ー ト
バ ッチ 処 理

リアルタイム ・

処 理

タイムシェア

リング処理
小 計 'パ

フテ処理
リ モ ー ト

.パ プチ処 理
リアルタイム
処 理

タイムシェア
リング処理

仙
・

台

計 1,153 1,035 851 54 116 】4 118 88 10 6 14

1企 画 ・ 調 整 15 11 10 0 1 0 4 4 0 0 0
」

2広 報 ・ 宣 伝 6 5
'5

0 0 0 1 1 0 0 0

3購 買 127 120 101 .5 13 1 7 6 0 0 1

4生 産 54

.

41 32 4 5 0
」

13 11 .1 0 1

5販 売 199 181 144 13 23 1 18 16 0 1 1

6製 商 品 在 庫 139 132 102 10 19 1 7 5 0 1 1

7輸 送 ・ 通 信 17
'15 9 1 5 0 2 2 0 0 0

、

8設 計・研究開発及び技術情報 37 19 13 2 2 2 18 10 3 2 3

9人 事 ・ 給 与 177 172 163 3 5
・1

5 4 1 0 0

10貴 金 ・ 財 務 158 151 134 7 8 2 7 5 1 0 1

11預 貯'金 106 101 70 4 26 1 5 3 1 0 1

12そ の 他 118 87 68 5 9 5 31 21 3 2 5

東

京

計 1駄657
.

16,320 1.1540 1,690 2679 411 …a337 2324・ 2'00 378 345

1企 画 ・ 調 整 736 402 333 26 24 19 334 239 23 27 45

2広 報 ・ 宣 伝 222 180 160 4 15 1 42 29 2 6 5

3購 買 2188 1,937 1,333 216 354 34' 251 194 17 24 .16

4生 産 1.85・9 1,416 903. 188 287 38 443 307 41 63 32

5販 売 a204 2700 L720 365 562 53 504 382 29 59 34

6製 商 品 在 庫 a608 2341 1,475 306 519 41 267 188 19 43 17

7輸 送 ・ 通 信 598 489 295 61 129 4 109 70 12 18 9

8設 計 ・研究開発及び技術情報 1,280 727 456 87 103 81 553 305 82 66 100

9人 事 ・ 給 与 2」459 2189 1,868 147 133 41 270 213 16 17 24

10資 金 ・ 財 務 2278 2005 L604 168 194 39 273 210 17 24 22

11預 貯 金 1,214 1,124 848 65 196 15 90 67 7 10 6

12そ の 他 1,011 810 545 57 163 45 201 120 25 21

.

35

(全 処理件 数の うち解析 ・計画及び予測業務に占める割 合が東京`tI6.98S.仙 台は10.23%}
－uンピゴ タを利用 している全国企業5696社%プ ル調査 一1情 報処理実態調査 昭和58年r2月}



以 下,特 に 東北 地 域 にお け る今 後 の情報 拠 点 の育 成 と情 報 ネ ッ トワー ク形 成 の進 め か たに つい て

考 察 して み よ う。

東 北 地域 の 現状 を見 る と,全 国 に比 べ て相対 的 に域 内産業 に 占め る第1次 産業 の 割合 が 高 く,第

2・3次 産 業 の割 合 が 低 い とい う状況 にあ り,更 に第2次 産業 の1人 当 り出荷 額,付 加価 値額 が全

国 平 均 よ り低 い ことや,イ ン フ ラス トラクチ ャー整備 の遅 れ,労 働 力の 域外 流失 等 々,様 々な格 差

や 問 題 を 有 して お り,4割 経 済 とい われ る関東地 域 に 比べ て,東 北地 域 の 情報 化の ための 基 盤整備

に は か な りの 遅れ が あ る もの と思 わ れ る。

更 に,関 東地 域 には 経済 面 に加 え て,政 治 ・行政 等 あ らゆ る 中枢 管理機 能 が 集 中 してお り,情 報

処 理 の 面 で も各 種 の デ ー タや利 用 技術,技 術 者 ・研 究者 等 々情 報 の量 に お いて も質 に お いて も集 積

が 進 ん で い るが,東 北 地 域 で は常 に中 央 での 決定 に沿 って 自 らの 活動 方 向 を定 め て行 くよ うな体 制

に あ るため,コ ンピュータの利用 は コス トパ フ ォーマ ンスの高 い 大量 の 集計 業務 処 理 等 が優 先 され,

意 志 決定 支 援等,効 果 が 明確 に 評 価で きな い業 務 で の立 ち遅れ が大 き く,こ の 面で も情 報 化の 意識

に か な りの 開 きが あ る もの と思 わ れ る。

こ れ を,「 地 域経 済 情報 ネ ッ トワー ク形 成 に 関す るア ン ケー ト調査 」(昭 和55年 度 報 告書 参照)

の 結果 で再度 見て み る と,「 電 子計 算機 の 利用 状 況 」 につ いて は,県 ・銀 行 で 関東 とほぼ 同 じ水準

に あ る もの の,市 町村 での 利 用 率 は関 東の半 分 以 下,商 工 会 議 所 では3分 の1以 下 と利 用 率が か な

り低 くな って い る。 「デ ー タベ ースの 作成 」 に つい ては,関 東 で26%の 機 関 が作 成済,46%が

作 成予 定 とな って い るが,東 北 で は13%が 作 成 済,41%が 作成 予 定 と な ってお り,デ ータベ ー

ス の整 備 率 に おい て も関東 の半 分 と な ってい る。

ま た,「 情 報の 相 互 利用 」 と して,各 機 関 ど うしが情報 を相 互 に交 換 して利 用 す るよ うな体 制へ

の参 加 に つ いて 聞 い てい るが,関 東で は74%の 機関 が参 加 「可能 」又 は 「条 件 が整 え ば可 能 」 と

して い るの に対 して 東北 で は57%と か な り低 く,「 不可 能 」 として い る機 関 は 関東 で16%,東

北 は32%と な って お り,情 報 の 利 用 に関 す る意 識 に もか な りの 開 きがみ られ る。

これ ら関東 地 域 と東 北 地 域 の格 差 の原 因 と して は,コ ンピュー タの 利用 率 が低 い こ と等,個 別 機 関

及 び地域 的 に情報 化 に 対 す る設 備 面 での基 盤の 整備 が 不充 分で あ る ことの他,政 治 ・経済 等 あ らゆ

る分 野 の 中枢 機能 が集 中 して い る 中央 と,そ の 決定 に従 って活 動 し中央 を支 え て い る地方 との役 割

の 違 い が 情報 化 に対 す る意 識 の違 い とな って現 れ てい るもの と考 え られ る。

しか し,こ の よ うな状 況 に あ る ものの,「 地 方 の時代 」 といわ れ,地 域 独 自の開 発 ・発 展 が望 ま

れ てい る今 日,種 々の ハ ンデ ィキ ャ ップを克 服 しつつ 有効 かつ 効果 的 に地 域開発 を進 め て行 くため

に は各種 の 地 域情 報 を 有 効 に活 用 す る ことが重要 であ る。 この ため,地 域特 性 を考 慮 しつつ東 北 の

情 報 化 を積 極 的 に推 進 す る ことが 不可 欠 で あ り,域 内 の各機 関 が 情報 を集 積 し,有 効 に 利用 で きる

よ うな 情報拠 点 として の機 能 を充 実 させ て行 くと同時 に,各 機 関 に おい て作 成 され た デ ー タを相互

に 利 用 しあえ るよ うな 地 域情 報 ネ ッ トワー クを形 成 して行 く必 要 が あ る。

以 上 の よ うな認 識 の 下 に,東 北地 域 に お け る情報拠 点 の 育成 と情報 ネ ッ トワ ーク形成 を具 体 化 し

て 行 くた めの 方策 に つ い て示 す。
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これ らを推進 す るた め には,各 機 関 に おい て 企画 部 門等の 「情報 利 用 部 門 」,統 計 部 門 等 の 「情

報 作 成 部 門」,コ ン ピュータ部 門等 の 「情報 処理 部 門」 それ ぞ れの連 携 を 図 りつつ 情報 マ イ ン ドを高

め て行 くことが最 も重 要 で あ る。

また,コ ンピュータによるネ ッ トワー ク以 外 にも既 存 の情報 交 換体 制 を拡大 し各 機 関の 繋 が りを 強

め てい くこと等 に よ り,人 的 な ネ ッ トワ ークの 形成 ・拡 大 を図 る こと等,情 報 化 の発 展 を裏付 ける

基 盤 を整 備 して行 くこ とが 重要 で あ る。

一 方
,技 術的 な基盤 は急 速 に整 備 され っっ あ る が,多 くの機 関 に お いて 作業 部 門 として 位置 づ け

られ て い る 「情 報 処理 部 門 」 だ けの 努 力 で は解 決 出来 な い問 題 が 多数 あ るた め,「 情報 利用 部 門」,

「情報 作成 部 門」 の積極 的 な取 り組 み が重 要 で あ る。

こ うい った観,点か ら,

① 情 報拠 点 ・情報 ネ ッ トワー クの意 識 の 啓 蒙 ・普 及

(情 報 利用 部門,情 報 作 成 部 門,情 報 処理 部 門)

② 情 報 利用 技 術の修 得 ・普 及

(特 に情 報 利用 部 門,情 報 処 理部 門)

③ 情 報 流通 に関 す る体 制の 整 備'

(特 に情 報 作成 部 門)

④ 個 別 の機 関 ど うしで の 情報 ネ ッ トワー クの実 施

(特 に情 報 作 成部 門,情 報 処 理 部 門)

⑤ 組 織 的 な情 報 ネ ッ トワー クの 実 施

(情 報 利用 部 門,情 報 作 成部 門,情 報 処 理部 門)

等 の活 動を,そ れぞ れの 部 門 が 有機 的 な 連携 を保 ち つつ実 施 して行 く必要 が あ る。

今後 これ らの各 種 の課 題 を検 討 し,成 果を啓蒙 ・普及 す るた め,東 北地 域 では 現 在の委 員 会 を母 体

と して,自 治 体 の連 絡会 議 ・担 当 官会 議 や経 済 団 体の 会 合等 既存 の 各種 の会 合 との連 携 を取 りつっ

調 査研 究 ・啓 蒙普 及 等 の活 動 を す る研究 会等 なん らかの組 織 を設 置 す べ く検 討 を 行 って行 くこ とと

して お り,当 面 は 「情報 処 理 部 門」 が情 報 ネ ッ トワー ク形成 の た めの技 術的 課 題 の検 討 を行 う。

これ と並 行 して,レ フ ァ レ ンス情報 等,流 通 デ ー タを整備 す る ため 「情報 作 成 部 門」 の組 織化 を

図 る。 次 い で,「 情報 利用 部 門 」 の 組織 化 を図 り,更 にそれぞれの部 門 が 連携 して 本格 的 な情 報 ネ ッ

トワー クの実 現 に 向け て活 動 して 行 くこと と したい。

ま た,関 信越地 域 につ い ては,59年 度以 降,

① 地 域経 済 レ ファ レ ンス情 報 シ ステ ムの運 営 に係 る基本 方針 の検 討

② 機 関 相互 の ニ ーズ に基 づ く地 域情 報 交換 の 推 進

③ 各 機 関の 地域 情 報 分 析手 法 の 紹介

④ 情 報 流通 促進 にあ た っての 問 題 点(社 会的,技 術 的)の 検 討

⑤ その 他地域 情 報 化 に 関 す る事 項

等 につ いて よ り具 体的 に推 進 す べ く,「 地 域 経済 情報 流通 懇談 会 」 の設 置 につ い て検 討 中 であ る。
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図5-2情 報 拠 点 育成 ・情 報 ネ ッ トワー ク形 成 のた め の連 携

5.3他 の 情 報 ネ ッ ト ワ ー ク と の 関 係

現 在,新 聞紙 上 を賑 わ して い るINS構 想(高 度 通 信 情報 ネ ッ トワー ク シス テ ム)は ハ ー ド面 で

は どの 機 関 とで も情 報交 流 が 出来 る とい う可 能性 を与 え た。 問題 は どの よ うな情 報 を 誰 と交 流 す る

か と い うソ フ ト面 での問 題,回 線 利 用 制 約の 問題 で あ る。

INS構 想 と通 産 省,郵 政省 等 が 出 して い るテクノポ リス構 想,テ レ トピア構 想 と は 早 晩 ソ フ ト

・ハ ー ド面 で ドッキ ン グし,地 域 情 報 ネ ッ トワ ー クが 形成 され,産 業 情報,生 活 情 報全 般 に わた り

流 通 す ると思 わ れ る。

ま た,中 小 企業 者 向 けの 付加 価 値通 信欄(VAN)の 普 及,こ れ らを通 じて流 通 す る情報 も企業

情 報 と して 位置 づけ られ る。

一 方 ,中 小 企業 庁,中 小 企業 事 業 団,中 小 企業 情報 セ ンターが 一体 とな った地 域 の 中 小 企業 者へ

の 中 小 企業 情報 提 供 ・サ ー ビス体 制 も次第 に全 国 に根 を は りつつ あ る。

これ らの ネ ッ トワー クと当調 査 ・研究 で の地 域 情報 ネ ッ トワー ク形成 をど の よ うに 関連 づ け るか

に つ い ては 次の よ うに考 え る。
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① 究 極 の 目的 は どの ネ ヅ トワー クとも 同 じで あ るが,当 調 査 ・研 究 に おい て は互 いの 地域 機 関 が

対 等 の立 場 で 必要 な情報 を交 換 し合 う とい うネ ッ トワ ークを 目指 して お り,そ の 点で サ ー ビス を

受 け る側 の 産業 の育 成 を 目指 した情 報提 供機 関 の 育成,情 報 サ ー ビス体 制 の確 立 とは 質的 に異 な

る。 従 って 産業 振 興,中 小 企業 振 興 に は その機 関全 体 の 情報 処理 能力 の 向 上を通 じて 関接 的 に貢

献 す る もの の,あ くまで主 目的 は 分散 型 情報 ネ ッ トワー クを 目指 す こ とで あ り,そ の 段階 で地 域

機 関 自らの 情報 化(外 部 ・内部 情報 処 理 能 力の 強 化,情 報拠 点 化)が 必要 であ る。

お の お のの 機 関 は それ ぞ れの機 関 の ニ ーズに 従 って 強 化 され た情 報 処理 機 能 を も って企業 活 動

,行 政 活動 等 に あ た る こ とと な る。

② それ ぞ れ の拠 点機 関が 必要 な情報 の うち,地 域属 性 が 主 た る情報 は 同 じ経 済圏 を もつ地 域の ネ

ッ トワー クを作 り迅 速 な 流通 を 図 る とい うの が この 調 査 ・研 究 の 目的 で あ った。

一 方
,必 要 な情 報 の うち産 業 属性 が 強 い情報 につ い ては 産 業別 ネ ッ トワー クが作 られ るで あ ろ

う し,そ の 他 の 属性 情報 につ い て も属性 に応 じて,今 後 と も何層 もの ネ ッ トワー クが作 られ るで

あろ う。 ま た,1機 関 と して 何層 もの ネ ッ トワー クに参 加 す る可 能性 も大 きい。

他 の 情報 ネ ッ トワー ク との 関係 は,こ の よ うな重層 関係 で と らえ るこ とが 出来 る。

地 域経 済 情 報 ネ ットワーク

中小 企業 情報 ネッ トワーク

生 活情 報 ネ ットワーク,

1つ の 機 関

③ しか しな が ら,多 くの ネ ッ トワ ークが形 成 され る中で,必 要 に応 じて拡 充 の た め整理 ・統合 さ

れ る事 もあ り得 る。 それ は現 時 点 で は予 測 の つ か な い事 で あ り,ネ ッ トワー クが 成 熟 して くるか

な り先 の時 点 で あろ う。

5.4情 報 の 高 度 利 用

地 域機 関の 情 報拠 点 化 は,

① 地 域 情報 の 作成 ・整 備 ・蓄 積 機能

② 〃 加 工 ・分 析 等 高度 利用 機 能

③ 〃 入 手 ・提 供等 ネ ッ トワー ク機 能

の 強化 で あ り,最 終的 には情 報 を い かに 有効 に活用 し得 るか とい う事 が非 常に重 要 で あ る。

58年 度 は,地 域経 済 レ ファ レンス情報 パ イ ロ ッ トシス テ ムの 有効 活用 の 研 究 と と も に,情 報

の 高 度 利用 の 事 例 研究 と して 「地域 経済 短期 予 測 モ デル」 の 開 発 を行 い,そ の結果 を別冊 資料 「地

域経 済 短 期 予測 モデ ル の概 要 」 と して と りま とめ た。
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5.5ま と め

本 調 査 は,関 信越 ・東 北地 域 に おけ る地域 経 済 情 報 流通 を促 進 す るた め,流 通 状 況 の把 握,問 題

点 の 分析 を し,当 面の 課 題 を 明 らかに す る こ とを 目的 として55年 度 か ら進 め られ て きた。

56年 度 か ら進 め られ て い る 「地 域経 済 レフ ァ レンス情 報 サ ー ビス」1は,一 次情報流通のため の補

助手 段 で あ るが,今 日の よ うに情報 の 交通 整理 が 不充 分の 状 況 で は欠 か せ ない機 能 で あ り,ま た 多

くの 機 関 か ら この案 内機 能 に対 す る要望 が強 くよせ られ てい る。

しか し,今 年 度 の調 査 結果 か らも明 らかな よ うに,こ れ ら情報 の サ ー ビス実現 につ い て は経費 の

問 題,サ ー ビス情報 の 内 容の 問 題,提 供形 態 の問 題,体 制 の問 題 等 どれ1つ を とって も早 急 に 解決

の つ く問 題 で は あ り得 ない。 しか し,現 在地 域情 報 サ ー ビスを行 ってい る どの機 関 に と って も共通

の 問 題 で あ り,こ れ らの 地域機 関 を も と り込 ん だ総 合 的 な情報 流 通促 進へ の取 り組 み が必 要 とな ろ

う。
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資料1

地 域 経 済 レフ ァ レンス情 報 シ ステ ム デ ー タ整備 マ ニ ュアル

この マ ニ ュア ルは,地 域 経 済 に関 す る経 済 デ ー タの所 在 源 を検 索 し提供 す る ことを 目的 と した 「地

域 経済 レ フ ァレ ンス情報 サ ー ビス シス テ ム」 で使 用 するためのデータシー トを,効 果 的 に 整備 す るこ と

を 狙 い として 作 成 した もの で す。

調 査 項 目,資 料 の 分類 方 法等 まだ まだ 不備 な 点が 多数 あ る と思 い ます が,シ ステ ムの 利用 者 や 関係

各 位 の ご意 見を い ただ きなが ら改善 して行 きた い と考 え てお ります。

今 後 の改 善 を図 る ため,皆 様 か らの積 極 的 な ご意 見 を お願 いい た し ます。
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1.整 備 す るデ ー タの範 囲

レファレンス情報として整備するデータの範囲は,地 域経済に関する統計データであり公表可能な

ものとします。

2.記 入方 法

記入方式の項 目には略称等を用いず名称を正確に記入して下さい。

また,選 択項目の場合には該当する番号に○印を付け,更 に該当欄に番号を記入して下さい。 「そ

の他」の場合には内容を具体的に記入して下さい。

5.記 入 項 目及 び記 入 要 領

① 統計調査名(検 索項目)

統計調査名を記入して下 さい。

② 調査機関名

「調査機関コード表」(別 表1)に 従って機関コードを記入し,更 に機関名を記入して下 さい。

③ 電 話

当該データを必要 とする場合,担 当部門に連絡できるよう市外局番,内 線番号等を含めた電話

番号を記入して下 さい。

④ 住 所

住所を記入して下 さい。

⑤ 刊行物名

統計調査結果が刊行物として出版 されている場合,刊 行物の名前を記入して下さい。

⑥ 発行機関

⑤の刊行物の発行機関名を記入して下さい。

⑦ 所管機関名

当該調査が委託調査等の場合,所 管する機関名を記入 して下さい。

⑧ 統計調査の分野(検 策項目)

〈分野コー ド〉

統計調査を分類する場合の分野コードを 「統計資料分類表」(別 表2)か ら選んで記入して下

さい。

当該統計が幾つかの分野にまたがる場合は3つ 以内で記入して下さい。

〈分 野 名〉

分類表に該当する分野が無い場合には独自の分野名を2つ 以内で記入して下さい。

⑨ 調査対象(地 域)(検 索項目)
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〈 地 域 コ ー ド〉

日本標 準 規格(JIS)の 「地 域 分類 コー ド」(別 表3)に 準 じて 調 査対 象範 囲 を県単 位 で記

入 して 下 さい。(例,調 査 対 象 範 囲が 市町村 の場 合 は,県 コー ドを,幾 つ かの 県 に ま たが る場 合

に は全 ての 県 コー ドを記 入 して下 さい。)

〈 分 野 名 〉

調 査対 象 の地 域名 を 具体 的 に記 入 して下 さい。

⑩ 調 査方 法

「1.悉 皆(全 数)調 査」,「2.サ ンプ ル調 査」,「3。 その 他」 の うち該 当す る番 号 に○

印 を付 け,当 該欄 に番号 を記 入 して下 さい。

ま た〆 「3.そ の他 」 の 場 合 に は調 査 方法 を具体 的 に記入 して 下 さい。

⑪ 集 計 区 分

「1.全 国 」,「2.県 別 」,「3.市 町 村別 」,「4.そ の 他」 の う ち該 当 す る番 号 に○ 印

を 付 け,当 該欄 に番号 を記 入 して下 さい。

ま た,「4.そ の他 」 の場 合 に は集 計 区分 を具 体 的 に記入 して下 さい。

⑫ 調査 種類

「1.承 認統 計 」,「2.届 出統 計」,「3 .指 定 統計 」,「4.そ の他 」 の うち該 当 す る番

号 に○ 印 を付 け,当 該 欄 に番 号 を記 入 して下 さい。 また,「4.そ の 他 」の 場 合 に は調 査の 種類

を 具 体 的 に記入 して下 さい。

⑬ 調 査対 象数

調 査 対 象 を記入 して下 さい。 調査 毎 に 対 象数 が変 化 す る場 合 に は,最 新 時 点 の 調査 対 象数 を記

入 して下 さい。

⑭ 調 査 周期

「1.5年 」,「2.3年 」,「3.2年 」,「4.1年 」,「5.半 期 」,「6.四 半 期 」,

「7.月 」,「8.不 定 期 」,「9.そ の 他」 の うち該 当 す る番 号 に○ 印を 付 け,当 該 欄 に番 号

を 記入 して下 さい。 ま た,「9.そ の 他 」 の場 合 に は調査 周期 を具 体的 に記 入 して 下 さい。

⑮ 調 査 期 間

「1.歴 年 」,「2.年 度」,「3.そ の他 」の うち該 当す る番 号 に○ 印 を付 け,当 該 欄 に番

号 を記 入 して 下 さい。 また,「3.そ の 他」 の場 合 には調 査 の期 間 を具 体 的 に記 入 して下 さい。

⑯ 電 算機 利用 に よ る(処 理 及 び 提供)

〈処 理 の有 無 〉

電 算 機 利用 に よ って 処 理 して い る場 合 は 「1.有 」,処 理 して い な い場 合 は 「2.無 」 に○ 印

を付 け,当 該 欄に 番号 を記 入 し て下 さい。

〈 提供 の可 否 〉

電 算機 媒 体 に よ るデ ー タ提供 が全 面 的 に可 能 な場 合 は 「1.全 可」,不 可 能 な場 合 は 「2.不

可 」,条 件 が整 えば 可能 な場 合 は 「3.条 件 付 可 」 に○ 印 を付 け,当 該 欄 に番号 を記 入 して下 さい。
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〈 提 供 の条 件 〉

電 算機 媒 体 に よる デ ー タ提供 の条 件 を 「1.覚 書 」,「2行 管 承認 」,「3 .申 請 書 」,

「4.個 別協 議 」 ,「5.そ の 他」 か ら選 んで ○ 印 を付 け,当 該欄 に番 号 を記 入 して下 さい。

ま た,「5.そ の他 」の 場 合 に は条件 を具 体 的 に記入 して下 さい。

〈 提供 媒体 〉

電 算 機 に よ るデ ー タの提 供 媒体 を 「1.MT(磁 気 テ ー プ)」 ,「2.フ ロッ ピー」,「3.

カ セ ッ トテ ー プ」,「4.磁 気 デ ィス ク」,「5.そ の 他」 か ら選 ん で○ 印 を付 け ,当 該 欄 に番

号 を記入 して 下 さい。 また,「5.初 他 」 の 場 合 には 媒体 を具 体的 に記入 して下 さい
。

〈 収集 期 間〉

電 算 機 利用 によ って デ ー タを収 集 してい る期 間 を記 入 して下 さい。

今 後 も継 続 して収 集 す る場 合 に は開 始年 月だ けを 記入 して下 さい。

な お,外 部 に委 託 して集計 し てい る場 合 に は この欄 に記入 しない で⑰ の各 欄 に記入 して下 さい
。

⑰ 電 算 機 利 用以 外 に ょ る(処 理 及 び提 供)

⑯ と同 様 に 記入 して下 さい。

⑱ 調 査 の 目的(検 策項 目)

当 該 調査 の 目的 を具体 的 に 記入 して下 さい。

⑲ 対 象 の属 性

調 査対 象 の特 徴,性 格 等属 性 に っ いて 具体 的に 記入 して下 さい
。

(例)・

⑳ 調査項目

資本金1千 万円以上1億 円以下

水田利用再編対策実施市町村

生産動態統計調査及び商業動態統計調査の対象事業所の中からエネルギー消費量を

勘案 して指定された事業所

都内に事業所を有する製造業,卸 売業,小 売業

(検 索項目)

調 査 表 の表 頭 ・表 側 に 記載 され てい る項 目名 を記 入 して下 さい。

(調 査の 目的,対 象 の 属性,調 査 項 目等(検 索項 目)と 記載 して あ る項 目につ いて は,レ フ ァ

レ ン ス情 報 検 索 シス テ ムによ る情 報検 索 の キ ー ワー ドとして 利用 され ます
。)

4.記 入 注 意

各項 目の文字数制限は別表4の とおりです。
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(記 入 例)1

*登 録 番 号 1川 1田 □
'

(.リ 捌 セイWド ウタ(Fウ ケイ+。・,・(,eア・ガスゲツ醐

統計調査名:①

生産動態統計調査(高 圧ガス月報)

(7リ ガナ}センダイツウシヨウサンザヨウキヨクソウムプチヨウサカ

商査機関名: ②ロコ=[[[[エ コ
仙台通商産業局 総務部 調査課

電話: ③ 02』22-63-1111内 線50.78

(7リmaミ ヤギケン+Zン ダイシmン マチ

住所: ④

宮城県仙台市本町3-3-1

刊行物 名: ⑤

東北通産統計年報

発行機関名: ⑥

東北指定統計調査会

所管機関名: ⑦

通醒 業省議 蹄 部

調査方法:① 悉皆(全R)M査2・ サンプルロ査

3,そ の他 ⑩

国賓種類:

4.その 他

調査周期:1

8.不 定期

頂査の 目的:

1

1.承 認統計2.届 出統計 ③ 指定統計

⑫ 3

。⊇ 蒜
9.そ の他

2.3年3,2年4.1年5.半 期

⑭ 7

統

計

凋

査

の

分

野

閲

査

対

象

分野 コー ド

⑧

分野 コー ド

分野 コー ド:

分野名:

(
分野名:

(
地 域 コー ド:

地域名:

集計区分:L全 国

④ その他 ⑪

調査対象敬:

⑱

調査期間:① 暦年

東北六原における鉱工藁生産

の動態を明らかにするため

対象の日性: ⑲

東北六県で、高圧ガス、液化

ガス、固体 ガスを製造 してい る

企業全部

頁査票の頂査項目名:

高 圧 ガスの 生 産 高

'出 荷 高

'在 直 数 量

液化 ガスの 生 産 高

■ 出 荷 高

"在 高数 量

固 体 ガスの 生 産 高

'出 荷 高

'在 庫 数 量

ロ

*登 録番号は記入 しなくて結構です 。

⑬

一

一
⑮

⑳

一
◆

一
◆

一
◆

一
◆

一
◆

一
◆

一
+

一
+

一
◆

一
卓

一
拳

一
φ
'

1
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:.・

電

算

機

利

用

に

よ

る

処理 の有 無:① 有2.無

倫

q

1 5 2 ⑯ .1

: 提供の 可否:L全 可
2.不 可

③ 条件付可3

: 提供条件:L覚 書 ② 行管承認
3.申 請書4.個 別協 議

5.そ の他

)
2 尋

提供媒体:①MT② フ ・ツピー
3.カ セ ッ トテー プ

4,磁 気 ディスク5.そ の他

つ 1 ,2 ◆

: 収集期間:

月

～

年 月
2 0 3 0 4

⑭ 年

S
;

510
撒

1
0{4

1

:

…

i
15 0 6 0 7

'

電

算

機

利

用

以

外

に

よ

る

提 供の可否=L全 町
2.不 可

③ 条件付可⑰ 3

) 提 供条件:・1.覚 書 ② 行管承認

3.申 請書4,個 別協議
5.そ の他, 』.東 北六 県

2 a

苧国2.県,明3.市 日丁村 ヨ叫

4 東 北 六 県 提供媒停:① 印刷物 塞その他

11 ◆

50
.

収集期間:

晒 年 月

～

年 月
年2.年 度3.そ の他

S
1214
:

;
014

`

1

…
…
!

◆
A

◆

◆ ◆

◆
・ ◆

● ●

～ 嚇 ◇

◆ 帝

、 ◆ 十

仲 φ

帝 苧

" 苧

◆ 中

亭 ◆

φ
'●

◆
'◆

" ◆

φ ◆

φ ◆

苧 ◆

苧 牟

-.



(別表1)調 査機関コー ド表

①国 の 機 関

②国 の 出 先 機 関

⑤都 県

④市 町 村

⑥商 工 会 議 所

⑥商 工 会 読 所 迎 合 会

⑦商 工 会

⑧商 工 会 迎 合 会

⑨事1業 共 同 組 合

⑩中 小 企 業 団 体 中 央 会

⑪その他経済団体、経済 ・

社会 ・研究所等

⑫金 融 機 関

⑬電 力 会 社

0100000口 口

0200000日 目

03[コ1=]000[コ[コ

04[コ[コ000[コ[コ

05⊂]〔 コ[コ[コ〔コ[コ〔]`

05[コ[コ000[コ 【コ

06[コ ⊂コ〔〕〔コ[コ[コ[]

06口 口000口 口

07〔][コ[〕 〔コ[コ〔]〔コ〆

07[コ 〔コ000[][コ

08口 口[コ[コロ[コロ

09[コ[コ000[コ[コ

10〔]口[=]⊂]口 口 口

! 2 コ 4 !i 6 7 n 9

諜 、稲

コ ー ド

県

コー ド

市1町村

コー ド

連 番

(注)口 の剖瑚 に は該当す る県 ・市町村 のコー ドを記入 して下 さい。
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(別表2)統 計資料分類表(1時 殊分類主棚曇0

(統計 ・統計分析資料)

110土 地 ・ 気 象

111土 地 面 積 ・ 地 形

112気 救 ・ 天 文

113地 質

ノ

114水 流 量

120人 口

121静 態

122動 態

130労 働

131雇 用 ・失業 ・

労 働力 ・職業紹介

132労 働 基 準 ・労 働 …案件

133労 偲iljと1三 産{生

138'そ の 他

140経 済

141国 民 経 済 計 算

142財 政

143金 融

144国 陪ミ 金 品‖

145景 気

146物 資 需 給

147物 価

148企 業 ・ 事 業 所

149家 計 ・ 貯 蓄

150産 業

151農 林 水 産 業 一 般

152鉱 工 業

153建 設 業

154電 気 ・ガス ・カく道 ・

エネルギ ー産業

業

易

輸

信

楽

生

宅

査

ス

宅

厚

調

住

ビ

・

.

活

一

祉

会

商

貿

運

通

サ

福

住

生

社

5

6

7

8

9

1

2

3

5

5

5

5

5

0

6

6

6

1

1

1

1

1

C
U

1

1

1

1

(出典)「 総理府統 計1言}図書館蔵 書目録」
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IY,TI表3)地 」成分i額 コー ド(JIS)

① 都道 府 県 コー ド

31鳥 取 県

32島 根 原

33FY[1Tll県

34広 島 県

35山 ロ 県

36徳 島 県

37香 川 県

38愛 媛 県

39高 知 県

40福 岡 県

41佐 賀 県

42長 崎 県

43熊 本 県

44大 分 県

45宮 崎 県

 

県

県

県

県

県

県

県

県

県

県

府

府

県

県

県

山

川

井

梨

野

阜

周

知

皿

賀

都

阪

庫

良

歎

賞
…

石

川

山

に

岐

情

愛

三

志

京

大

兵

茶

利

6

7

8

9

0

]

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

1

1

1

2

2

2

2

2

2

2

2

2

2

3

道

県

県

県

県

県

県

県

県

県

原

県

都

県

県

川

海

森

手

捌

田

形

島

城

木

馬

玉

葉

京

潟

北

青

若

宮

秋

山

棉

茨

栃

雅

境

千

束

神

新

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

0

0

0

0

0

0

∩
U

O

O

-

†⊥

寸
⊥

†
⊥

寸⊥

-

46鹿 児 島 県、

47沖 縄!原

(出典) 「JIS:都 道 ∫rr県 コ ・一 ド(C6260)」

市町 村 コ..ド は省 略,「JIS:市 町 村 コー ド(C6261)」 に準拠 す る。
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」
O
トo

別 表4

% 項 目 名 備 考 慮 項 目 名 備 考

1 統計調査名 漢字30文 字 .16

'

電算機利用
「

に よ る

・処理の有無 コ∴ ド(1桁)… …1:有

2:無

・提供の可否 コー ド(1桁)… …1:全 可

2=不 可

3:条 件付可

・提 供 条 件 コー ド(1桁)… …1:覚 書

.2=行 管承認

3∵ 申請書

4:個 別協議

5:そ の他

2 調 査 機関 ・ コ ー ド(9桁)・ ・・… ×X× × ×X
.× × ×}感 捲

一・
,

業 種分類
・・名……漢字20文 字

3 電 話 漢字2』0文字'

4 住 所
,

"30"

5 刊 行 物名 〃30〃

6 発行機関名 〃20〃

7 所属機関名 "20〆

その他の内容 漢字10文 字

・提 供 媒 体 コー ド(1桁)… …1=MT

(最 高2ま で)2:フ 巧 ピー
馳

3:カ セッ トテープ

4i磁 気 ディスク

51そ の他

その他の内容 漢字10文 字

・収 集 期 間

8 分 野 コ ー ト' 統計資料分類 に従 った コー ド3桁(最 高5ま で)

9 対 象 地域 コ ー ド(2桁)… …JIS県 コ ニ ド(最 高1 .2ま で).『'

・名 … … 漢 字20文 字

10 調査 方法 コ ー ド(1桁)… …1:悉 皆(全 数)調 査

2:サ ン プ ル調 査'
-

31そ の他

・その他の内容 漢字10文 字

S×x×x～ × × × ×

17

」

電算機利用

以外による

・提供の可否 コー ド(1桁)… …1;全 可

2:不 可

3:条 件付可

・提 供 条 件 コー ド(1桁)… …11覚 書

・2:行 管承認

3:申 請書

4:個 別協議

5:そ の他

11 集 計 区分 ,・ コ ー ド(1桁)… …1:全 国 ・P

2:県 別

3:市 町村別

4:そ の他..
-f'

・その他の内容 漢字10文 字

12 調 査 種類 ・コー ド(1桁)… …1:承 認統計

2:届 出統計

31指 定統計

4:そ の他

・その他の内容 漢字10文 字

その他の内容 漢字10文 字

・提 供 媒 体 コー ド(1桁)… …1:印 刷物

・(最 高2ま で)2:そ の他
AＬA

その他の内容 漢字10文 字
・収 集 期 間

13' 調査対象数 漢字8文 字 　

sx×x× ～ × ×x×14

・

調 査 周期

噺

・コ ー ド(1桁)∵ ・…1:5年6:四 半 期 存

2:3年7:月 、
.

3:2年8:不 定期

4=1年9:そ の他

5:半 期

その他の内容1漢 字10文 字 』

18 調査の目的 漢字250文 字.

:19 対象の属性 ρ60"

20

'〔

,・

調査項 目名

:『
,

へ

「

〃20方(最 高6b項 目 ま で)'

酌

噛 ■

15 調 査 期間 コ ー ド(1桁)・ … ・・1:暦 年

2:年 度..

3:そ の 他

・その 他 の 内容 漢字10文 字



●考資料) 「分ii灼 …し方≡ 一一覧 』

分 類 表 名(機 関 名 ・)

日 本 十 進 分 類 法

(NDC)

国 立 国 会 図 書 館 分 類 法

(NDL)
、

デ ュ ー イ 十 進 分 類 法

(DDC)

国 際 十 進 分 類 法

(UDC)

科学技術関係、り凹目

分 類 方 法(構 成と特色)

主類(大 分鋤 の順序をカッターの 「展開分類法」に

ならい、記号法をDDCに ならった列挙型分類表であり

主として和書を対象とし洋書にも共用できる書架分類法

べ

総裁と補助表A～Hと からなり、要ずれば両者を組み
う 　

合わせることにより、かなり群細 な区分が可能

同前所蔵の図書分類排加のための表であり、.同館が備

え付ける分類目録の記入の排列にもイ吏刑するもの

主題の11亘ψ1働事は、社会‡執 人文科学、i:ltii!?支術、

一般事項の顧であり、形式類を最後におく。同館は納本

悩 書館、調査図書館として国内、外国のtB)"21勿をlf礁部

門別に蹴 爪 ≡ の'"e・NDCI・[1本 のDDcl

は英閻劉のUDCは 西洋のとそれぞれの文化が反映して

いるので戯訓減 刑雛 である1

単行図書の書架分類のための分類表

学術品文の書誌分類のための分類表 《`

鋤 の概念の厄 の蜘 を示嬬 号・と蹴 棚 晒

細目に共通する主題を示す1甜潮 筋{票数の川Uミにより、

複合主題の多雨的表現が可能となった
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(参考'資料)「 繊 ↑十 コ釜 膓1已τ・〔2)ラ}蓼 沮 ブ∫お仁 』

書 名 分類方法

国際統剖資料目録dlk翫1事'

資料もくろく 地域仙

政府刊行物等総合目録 各省庁

1981δ|三J諺i

統計資料総合目録5661三 地域
}

地方自治体の部

地方統計資料総合目録

S50-54

図書目録

行政資料目録

行政資料目録

資料目録

資料目録

図書資料目録

行政資料1ヨ録

行政資料目録

潤父1地 連く絵

同上 地方統辞}`拝ll閤'三1

整伽 踏 委員会

NDC宮 城県読会因習室

同上 乍「城県総1据蹴 討課

行政剤控

同上 法則 艮企画自助t請訓

行政資料室

棚 莫1ネ}、 澗 県

同上5蜘 県

同上 櫃 脱婿 取資料室

NDC香 川り{繊 間1査課

中小分類

機関 佐賀県紘ll電 算1i{甚

一一

.
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資料2 ,ぱ

L

2

3
.

地 域 経 済 レフ ァ レンス情 報 シ ステ ム利 用 マニ ュアル

シ ステ ムの 目的

目 次

1

力

鋤

4

5

6

情報の内容

オ ン ライ ン会話 型検 索

オ ン ラ イン検 索 の概 要

利用時の注意

端末機の接続及び終了の仕方

オンライン検索の操作手順

オ ン ラ イン検 索の た めの コ マ ン ド説 明

オ ン ラ イン検 索例

4.バ ッチ処理 検 索

)1

2

3

バ ッチ処 理 検 索 システ ムの 概 要

バッチ処理検索の検索指示

パ ッチ処理 検 索

5.コ ー ド一 覧
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6

6

0

0

1

1

6

6

0

0

1

1

∩
◎

ウ
●

∩
V

1

1

1

311

6

0

ー

ウ
一

1

1

0

0

2

ワ
臼

1

1

3

6

9
一

ウ
臼

1

1



1バ シ ス テ ム の 目的

当 レ フ ァレ ンス情 報 サ ー ビス シス テ ムは,地 域情 報 の 体 系 化 と流通 化 を 図 るた め に,地 域 経 済 に関

す る レ フ ァレ ンス情 報 の 整備 及 び検 索 サ ー ビス を 目的 と して い る。

2.情 報 の 内 容

情 報 の 内容 は 「レ ファ レ ンス情報 デ ー タシ ー ト(表1参 照)」 に記 載 され た情 報 で あ り ・情 報 の 内

容 を大別 す る と次 の3種 類 で あ る。

① デ ー タの 所 在 に関 す る情報

② デ ータの 具 体的 内 容 に 関す る情報

③ デ ータの 入 手 の ため の 手続 き等 デ ー タ利 用 に関 す る情 報

5.オ ン ラ イ ン 会 話 型 検 索

(1)オ ン ラ イン検 索 の概要

オンライン会 話型

検 索

セーフ

ファイル

DB

レファレンス

情 報
プアイル

漢 字 端 末装 置 か ら入 力 され

た検 索指 示(質 問 ・出力 指 示)

に基づ い て,レ フ ァ レンス情

報 ファ イノレの検 索 を行 い,結

果 は デ ィス プ レイ表 示 又 は プ

リンタに検 索結果 リス 、トを 出

力 す る。

(2)利 用 時 の 注意

① 本 サ ブシ ステ ムはACOS-650の タイ ム シ ェア リン グシ ス テム(TSS)下 で 作動 す る・

② 端 末 装 置 は 日本 語 が 扱 え る こと と して,rN5200モ デ ル05』 を想 定 し てい る。
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表1レ フ ァ レンス情 報 デ 一 夕 シrト

骨登 録'番 号 1 口
(7リ ガナ)

統計口在名: へL

(フ リガナ)

漠安固題名= '
2
、 1

電話:

統

計

頂

査

の

分

野

(フ リガナ)

住所: 4

刊 行 物 名:⑤

発行醜 名: e

所管劃 名: ト
)

調査方法:1.悉 皆(全 数)調 査2.†1ブ ルロ査3.そ あ他一 コ
口査種類:L承 認惹計2.届 出統計3.蹴 計4.そ の他

・回コ==========コ
調 査周 期:1.5年2.3年

6.四 半期7.月

8・不 麺9・ そ の他

3.2年4.1年5.半 期

査

対

象

分 野 コ ー ド:緬
分 野 コ ー ド:

一
分 野 コ ー ド=

一
分 野 名:

)
分 野 名:

)
地 域 コ ー ド:

地 域 名:

集計区分:L全 国2.県 別3而 町村別

・その亟口=====コ
揖 査 対 象 数:一
調ff期間:1JE年2.年 度3.そ の他一

電

算

機

利

用

に

よ

る

電

算

擾

利

・
用

以

外

に

よ

る

有

無

鱈

2箇
提 供 の 可 否:1.

口::

全可

村

条件付可

提 供 条 件:

1.覚書2.行 管承 認3.中 締害

4個 別 協議5.そ の他

提 供 ほ 鯵:

L馬τr之 フロソピー3二 かヒ'ト

テープ4通 気 デlxクS.そ の他

=
収 集 期 間:

S

提 供 の 可 否:L全 可

2不 可口 3.条 件付可

提 供 条 件:
L蒐 書2.行 管承認
4個 別協議5.そ の他コ

コ

之…口
授

3.申請書

印 刷 物

そ の 他

収 集 期 間=

昭和巳
S

日

バ
一
. 、

調査の目的・函

対象の属性:

調査 票の ロ査項 目名 ・團

=

=

=

=

ニ

±

=

ま

=

=

=

=

=

=

ニ

=

=

=

=

各 登録 番号は記 入 しな くて桔填です
。
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(3)端 末機の接続及び終了の仕方

端 末 機 の.

Logon

端 末 機 の
Lo9

イ

図1 端 末 機 の 操作 フ ロー

108

L



① 端 末 機 のLogon

④ 端 末 装 置 ・ モ デ ム ・ シ リア ル ・プ リ ン タ ¢「電 源 を 入 れ る。～。

◎ 端 末 装 置 の フ ロ ッピー ・デ ィス ク ・ユ ニ ッ ト十 〇にFDD(PETOS-31K)をsetす る。

#O#1

フロ ッ ピー ・デ ィス ク,

◎ 端 末 装 置 の プ ロ グ ラ ム ・ ロ ー ドが 完 了 し て,画 面 に カ ー ソ ル が 表 わ れ た ら,ギ ー ボ ー ドの

Functionkey1(Logonkey:F1)を 押 下 す る 。

e端 末 装 置 の 画 面 に 次 の メ ッ セ ー ジ が 出 力 され た らUSERID・ 一に 続 け てJIPDEC$SYS-

TEM⑱ を キ ー ボ ー ドよ り入 力 す る。

JIPD⊆CT巳 三(F～`?.1、{:・N〔D二!23/3ム

UεERID-JIPDEC$SYSTEM⑭

② オ ン ライ ン検 索 の開 始

④ シ ステ ム選 択 レベル のSYSTEM?に 続 け て,/A1⑱ を キ ー ボー ドよ り入 力 す る。

」㌍ 恒 ご 工 宗Z。 、oトiO二 ・二5,aa

JG三PID-JIPCI-:cg-FygT,Een

SYS〔EM?/A1⑬

◎ 端 末 装置 の 画面 に 次の メ ッセ ー ジが 出力 され,シ ステム選 択 レベル と なった ら,SYSTEM?

に続 け て/RISE/R310;R310⑱ をキ ーボ ー ドよ り入力 す る。



.

・;〔 『 三口 ・∵ 戸」 。こ〆加 】

、ら丁 ○:ム … とCHA卜 」NF;L..'{+6・二,
'u9三 円 ±り 一 」こcうF

-IJ:『【亡Yc〒 亡】

⊆YE…TE戸 つ ノAl

T門NLこ 口;〈)子

c三シST三 門?J三P〔 …

Fs了STε 門?Crε ふ「!R工 巳三!ロ ー亡 「ζ:「、『

c∵ ⊆〔F↓≠
.'i{7Ei…/x-F.:三LP

F_YSTE三}1つCOUT

SYSTEト 竺?/RISE/(R3io;R310⑧ ・

1工X"

◎ オ ンライン検索 サブシステ己がs「t毒tupす る と,次 に示 す コマ ン ド入 力促 進 記号(10?)
11

が 端 末 装置 の画 面 に 出力 され て,オ ン ライ ン検 索 サ ブ システ ムの コマ ン ドが入 力可 能 とな る。

}三⊃eヒtt〔F-b"{只o・ ㌘)・Oトi口 ニノ2B/8らAT{二 三乙ξ….:さとC:→ ρ卜分jE:÷ コロ2

USEiRlP'-JユPDE、,二$SYsT∈ 自門,

SYgTE1・1今

T!NL10;00

CVCTζ1? ..1こc⊆

SYSTEM?GET・!P[⊆iε/F－ ご1ELO`'【=†"

SYSTE卜!?Gヒ:・ 、'R工SE!X－ ご三三LD"IX"

9YSTE,M・?CξIU・

SYST… 三M?・ ノ只1ぶi≡.ノR310:R-ll「 、

10?← コ マ ン ド入 力 促 進 記 号

オ ン ライ ン検 索
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③ 端 末機 のLogoff

オ ン ライ ン検 索 サ ブ シス テ ムの 終 了指 示( ,@E〔ND〕)を 行 うとTSSは シス テ ム選 択 レ

ベ ルに 戻 り,端 末装 置 の画 面 にSYSTEM?を 出 力 す る。

④TSSのLogoffは,こ のSYSTEM?に 続 け て,BYE⑱ を キ ー ボー ドよ り入 力 す る。

SYET三M?BYE⑧,

◎TSSの ・・9・ffが 完 了す ・・e・ 次 の3' .・"セージ を端末 琴置 の 画面 に 出力 し て・端 糠

置 はSystemとdisconnec'tざ れ る 。'"

SYSTEf-!.?已YE

†・lccsT:羊4日

宇s・()NAT{2:48:3ε τ;.賠11・ ・ξ1・≡4…1霊 二斑

雪N104t12c5!=2tD!i ._CP

◎ 端 末 装 置 子 デ ・,

らFDDを 取 り出す。

シ リア ル ・プ リ ン タの 電 源 を 切 り,・ フロ ッピー ・デ ィ ス ク ・ユ ニ ッ トか
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一

④ オ ン ライ ン検 索 の操 作手 順

オ ン ライ ン検 索 の基 本的 な操 作 手 順 は,図2に 示 す とお りであ る。

開始
の入力

検索指示の入力

㈱
件数表示

検索結果⊇表
示

鵠鴛

検 索結果 リス ト

図2オ ン ライ ン検 索 の 操作 手順
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(5)オ ン ライ ン検 索の ため の コマ ン ド説 明'

① 開 始 コマ ン ド(@RISE-RS)

レ ファ レ ンス情報 サ ー ビス検 索 システ ムを開始 す る。

② 補 助 コ マ ン ド(@C〔OMMAND〕)

当 シ ステ ムで 使用 で き る コマ ン ドを表示 す る。

③ 検 索 コマ ン ド(@R〔ETRIEVE〕)

与 え られ た条件 式 に該 当 す る レ コー ドの 集 合 を検 索す る。'

④ 論理 演算 コ マ ン ド

④ 論 理 積 コ マ ン ド(@A〔ND〕)

保 存 され てい る レ コー ド集 合 の論 理 積 を取 る。

◎ 論 理和 コマン ド(@O〔R〕)

保 存 され てい る レ コー ド集 合 の論 理 和 を取 る。

⑤ 画 面 表 示 コマ ン ド(@D〔ISPLAY〕

検 索 結果 の レコ ー ド集 合の 該 当 す る項 目を表 示 す る。

⑥.リ ス ト出 力 コ マ ン ド(@p〔RINT〕)

検 索結果 の レコ ー ド集合 の内 容 を,出 力 モ ー ドに従 っ て編集 し,検 索 結果 リス トとして リス

ト出力 す る。

⑦ 終 了 コマ ン ド(@E〔ND〕)

レフ ァ レンス情 報 サ ー ビス検 索 シス テ ムを終 了 す る。

オ ン ライン検 索 で使 用 す る コマ ン ドは,以 上① ～⑦ の各 コマン ドで あ り,各 コマ ン ドに つ い て

〔 〕内 の文 字 は 省略 して も よい。

また.オ ン ライ ン検索 で使 用 す る各 コ マ ン ドは,各 種 条 件 等の 指定 が 必要 な もの につ い て は オ

ペ ラン ドとして,コ マ ン ドと オペ ラ ン ドを対 と して次 の よ うに入 力す る。

<入 力形 式>

10?コ マ ン ド〔ム オペ ラ ン ド〕⑬ △ ・・…・1つ 以 上 の 空 白

⑱ ……RETURNキ ー

オ ン ラ イン検 索で 使用 で き る コマ ン ド,オ ペ ラン ドの 形式 及 び機能 の 一 覧 は,表2に 示 す とお

りで あ る。

なお,コ マ ン ドの み を入 力(オ ペ ラン ド省略)し た場 合,オ ペ ラン ドが 必要 な コマ ン ドに つ い

て は,必 要 な オ ペ ラン ドの 形式 の 概 略 が シ ステ ムか ら表示 され るの で,そ れ に従 って オ ペ ラン ド

を 入 力 すれ ば よい。
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表2オ ン ライ ン検索 の コ マン ド一 覧表

コ マ ン ド オ ペ ラ ン ド 機 能

@RISE-RS パ ス ワー ド(8桁)を 指定 す る。 レ フ ァ レンス情

報 サ ー ビス検 索 シ

ス テ ムを開 始 す る。

@C〔OMMAND〕 な し。 使 用 で き る コマ

ン ドを表 示 す る。

@R〔ETRIEVE〕 検 索の 条件 式 を 指定 す る。

〈 形 式1>項 目指示 ・比較 値1〔 〔丈〕比 較 値2〕
… … 〔/保 存 フ ァ イル番号 〕

<形 式2>項 目指示 ・〔比較 値1〕 一

〔比 較値2〕 〔/保 存 ファ イル番号 〕

〈 項 目指 示 及 び比較 値〉

与 え られ た条 件

式 に該 当 す る レコ

ー ドの集 合 を検 索

す る。

保 存 プ アイル番

号 の 指定 があ れば

そ の保 存 ファイ ル

を 検 索対 象 とする。

検 索 結果,選 択

さ れた レコー ド集

合 を別 の保 存 フ ァ

イル に保 存 し,そ

の 保 存 フ ァ イル番

号 及 び レコ ー ド件

数 を表 示 す る。

項 目指示 比 較 値

分 野 コ ー ド=F

w

分野 コ ー ド3桁

地 域 コ ー ド=K 県 コー ド2桁

地 域 名=R'
漢字文字列

鴎=㌶ 劃
統計調査名=S

調査項目名=1

目 的=0

属 性=A

収 集 期 間=T 元号区分及び年号の5桁

〈 保 存 フ ァイル番 号 〉

検 索対 象 とす るSAVEフ ァイル番号=01～30

〈 記 号 の意 味 〉 十:OR

芥:AND

-:比 較値≦項 目指示≦比較値2
一

@A〔ND〕 論 理積 を取 る保 存 ファ イル番号 を指定 す る。

〈 形 式 〉 番号1,番 号2〔,番 号3〕 … …

指定 され た保 存

フ ァ イル間 の論 理

積 を取 る。

結果 の レコ ー ド

集 合 を別 の 保存 フ

ァ イル に保 存 し,

その保 存 フ ァ イル

番 号 及 び,レ コー

ド件 数 を表 示 する。
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〔

`

ウ

コ マ ン ド オ ペ ラ ン ド 機 能

@0〔R〕 論 理 和 を取 る保 存 ファ イル番 号 を 指定 す る。

〈 形式 〉 番 号1,番 号2〔,番 号3〕 ……

指 定 され た保 存

フ ァ イル間 の論 理

和 を取 る。

結 果 の レコ ー ド

集 合 を別 の保 存 フ

ァ イル に保 存 し,

そ の保 存 ファ イル

番 号 及 び レコ ー ド

件 数 を表 示 す る。

@D〔ISPLAY〕 表 示 す る項 目番 号(2桁)及 び 保存 フ ァイル番 号 を

指定 す る。

〈 形式 〉 項 目番号1〔,項 目番 号2〕 …… 〔/保

存 ファ イル番号 〕

〈項 目番 号 〉

統計 調 査名=01集 計 区 分=11

調 査 機 関=02調 査 種 類=12

電 話=03調 査 対 象数=13

住 所=04調 査 周 期=14

刊 行 物 名=05調 査 期 間=15

発 行 機 関名=06電 算 利 用=16

所 属 機 関名=07電 算 以 外=17

分'野=08調 査 の 目的=18

地 域=09対 象 の 属性=19

調 査 方 法=10調 査 項 目名=20

指 定 され た保 存

フ・ア イルの レコ ー

ド集 合の 該 当 す る

項 目を表 示 す る。

保 存 ファ イル の

指 定 が ない場 合 は

直 前 の検 索 結果 を

保 存 して い る レ コ
ー ド集 合 を対 象 と

す る。'

・

@P〔RINT〕 出力 モ ー ド及 び 出力対 象 とす る保 存 フ ァ イル番号 を、

指定 す る。

〈形 式 〉 出 力モ ー ド〔/保 存 フ ァ イル番号 〕・∴

<出 力 モ ー ド>1=全 項 目

2=上 記の01～09の 項 目

3=上 記の01～17の 項 目

指定 され た保 存

フ ァ イ ルの レコ ー

ド集 合 の 内容 を 出

力 モ ー ドに従 って

リス ト出力 す る○

保 存 フ ァ イルの

指定 が な い場 合 は

直 前 の検 索結果 を

保 存 して い る レ コ
ー ド集合 を対 象 と

す る。

@E〔ND〕 な し。 レ フ ァ レ ンス情

報 サ ー ビス検 索 シ

ス テ ムを終 了 す る。
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(6)オ ン ラ イン検 索 例

① コ マ ン ドとオペ ラン ドを別 々に入 力 した検 索 例

10?@RISE-RS⑱

パ ス ワー ドを 入力 して下 さい
。

10?× × × × × × × × ⑱

今←今←う←

10?@C(OMMAND〕)⑧

レフ ァ レンス情 報 サ ー ビス検 索 システ ム 開 始 × 英×

パ ス ワー ドの 入 力

〈 コ マ ン ド〉 検 索=@R〔ETRIEVE〕

論 理 積=@A〔ND〕

論 理 和=@O〔R〕

10?@R〔ETRIEVE〕 ⑧

コマ ン ド一 覧 の 出 力

表 示=@D〔ISPLAY〕

出 力=@P〔RINT〕

終 了=@E〔ND〕

検索の開始

検 索 の条 件 式を 指定 して下 さい。

〈 形式1>項 目指 示,比 較 値1+比 較 値2X比 較 値3・ ・… ・〔/保 存 ファ イル番 号 〕

<形 式2>項 目指 示,比 較 値1一 比 較 値2〔/保 存 ファ イル番 号 〕

〈 項 目指示 〉 分野 コー ド=F調 査 項 目名=1

地 域 コー ド=K目 的=O

地 域 名=R属 性=・A

統 計 調 査名=S収 集 期 間=T

10?F.131十132@

十 〇1nnnn件:分 野 コ ー ド=131十132

10?K.02十 〇3十 〇4/01⑪

十 〇2

10?1.$高 圧 ガ ス$X$液 化 ガス$⑱

。__当 一 示
十 〇3nn件:調 査項 目名=$高 圧 ガス$×$液 化 ガス$

10?@A〔ND〕 ⑧

論 理 積を取 る保 存 フ ァ イル番 号 を指 定 して下 さい。

〔形 式 〕 番 号1,番 号2〔,番 号3〕 … …

10?02,03⑱

結果の論理積を指定

十 〇4n件AND

IO?@O〔R〕 ⑪

十 〇2,十 〇3

論 理 和 を取 る保 存 ファ イル番号 を指 定 して下 さい。

〔形 式 〕 番 号1,番 号2〔,番 号3〕 … …

10?02,03⑱

nn件:OR十 〇2,十 〇3

{一
十 〇5
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10?@D〔ISPLAY〕 ⑪ 検 索結 果 の表 示 を行 う。・

表 示 す る項 目番 号 及 び保 存 ファ イル番号 を指定 して 下 さい。

〈 形 式 〉 項 目番 号1〔,項 目番 号2〕 … … 〔/保 存 ファ イル番 号 〕

〈項目番号〉 統 計 調査 名=01

調 査機 関名=02

電 話=03

住 所=04

刊 行 物 名=05

発 行機 関名=06

所 属機 関名=07

10?01,02/05⑱

分 野==08

地 域=09

調 査 方 法=10

集 計 区 分=11

調 査 種 類=12

調 査対 象 数=13

調 査 周 期=14

調 査 期 間=15

電 算 利 用=16

電 算 以 外=17

調 査の 目的=18

対 象の 属性=19

調 査項 目名=20

0000001

〔統計 調 査 名 〕

〔調 査機 関 名 〕

0000002

〔統計 調 査 名 〕

表示項 目を指定

×X× × × × × × ×X× × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

～

10?@P〔RINT〕 ⑪ 印刷出力

出 力 モ ー ド及 び 出力対 象 とす る保存 ファ イル番 号 を 指定 して下 さい。

〈 形 式 〉 出 力 モ ー ド〔/保 存 フ ァ イル番号 〕

〈 出力 モ ー ド>1=全 項 目

2==01～09の 項 目

3=01～17の 項 目

10?1/04⑱ 印刷内容指示

番号 〕

〔統計調査名 〕

10?@E〔ND〕 ⑱

レ フ ァ レンス情報 サ ー ビス検 索 システ ム 終 了

検索の終了

う←× 美 今←十 うぐ
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② コ マ ン ドと オペ ラン ドを 同時 に 入力 した検 索例

Io?@RI・SE-RS△ × × × × × × × ×⑪ 検 索.の開 始及 び パ ス7三 ドの入 力

ヲ← 苦 × レ フ ァ レ ン ス 情 報 サ ー ビス 検 索 シ ス テ ム 開 始X-X× ・

10?@R△F・131+132⑪

十 〇1

10?@R△K.02十 〇3十 〇4/01⑱

nniin件:分 野 コ ー'ド=13・1十132

十 〇2

10?@R△L$高 圧 ガス$×$液 化 ガ ス$⑪

nn件:地 域 コ ー ド=02十 〇3十 〇4/十 〇1

.検索条 件 の 指示

十.03

10?@A△02,03⑱ ・

n'n件:調 差 項 目名=$高 圧 ガス$+$液 化 ガス$

十 〇4n件

10?@O△02,03⑱

AND十 〇'2',十 〇3「'

結果の論理積を指定

llO5 .nn件:OR

IO?@D△01,02/05⑱

十 〇2,十 〇3

結果の論理和を指定

検索結果の表示

0000001

〔統言十調 査名 〕

〔調査 機 関名 〕

× × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

× × × × × × × × × ×'× × ・× ××× × × × × × × ×!〈_× × × × × ×

～

10?@P△1/04⑱ 検索結果の印刷

〔登 録 番 号 〕 × × × × × × ×

〔統 計 調 査 名 〕 × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × × ×

10?@E⑪

苦 × 苦

検索の終了

レ フ ァ レ ン ス 情 報 サ ー ビス 検 索 シ ス テ ム 終 了 × × 英

11・8'



【登録番号】

【統計調査名】

【口蓋機関】

【電 話】

:住 所】

【刊行物名】

【発行機関名】

【所属機関名】

【調査分野】

検 索 紬 果 リ ス ト

0000109

労働動態調査

041420401鎌 倉柿 民部労政2肇

0487-47--1771

神奈川興銀倉市小袋谷2-14-14勤 労福祉会館内

鎌倉市の労働事情

鎌倉柿 民部労政課

鎌倉市市民部労政課

132:労 働基準 ・労働条件・

昭和59年01月20日

【対象地境】 14:神 奈川 神奈川県鎌倉市 ω

ご

Φ

【調査方法】 サンプル田査

【頂査対象敷】1659事 菊 弄

【電解1用 による】 処理の有無 無

提供の可否

提供条件

提供媒体

【頂査の目的】

【対象の頂性】

【口査項目名】

【集計区分】 鎌倉市内

【M査周期】1年

【調査種類】 市独臼の通信による

【口査期間】 周年

【電算利用以外による】

提供の可否 全可

提供条件,個 別協壌

・一 提供媒体':印 刷物

収集期間 昭和 年 月～昭和 年 月

轡 縣嬬 灘 嶽 劉 禦 馨罐 腰 にい労働 欄 鮒のための蝋 するとと

綴 腰 髄巖縛L畷 あ踊縫 熟金融保険菓不

離 年数
舅騰 間
パ ー ト

総総
獺 躍朋 梱 ・
賃金規定
定年制

収集期間 昭和50年07月 ～昭和 年 月

こ
メ

7
室



4.バ ッ チ 処 理 検 索

(1)パ ッチ処理 検 索 シス テ ムの 概要

セ ーフ

ファイル

検索指示票

漢 字パンチ

検索結果 リス ト

検 索 指 示 デ ータ を 入 力 し,各 種

検 索 指 示 の チ ェッ クを行 い,正 しい

もの につ い て,レ フ ァ レンス情報 フ

ァ イルの検 索 を行 う。

検 索結 果 は検 索結 果 リス トに 出力

す る。

(2)バ ッチ処 理 検 索の 検 索 指示

① 検 索 指示票

検 索 指 示 票(表3)は,レ フ ァ レン ス 情 報 ファ イルの パ ッチ 処理 に よ る検 索 に使 用 し,

検 索の ための コマ ン ド,オ ペ ラン ド及 び結果 保 存 ファイル 番号 を記 入 す る。

コ マ ン ド欄 に指 定 で き る コマ ン ドは,次 の とお りで あ る。

・Q〔 .UERY〕 … …検 索 区分 指示

・R〔ETR〕 ・… ・一 検 索 指示

・A〔ND〕 論 理積 指示

・O〔R〕 論 理 和 指示

・P〔RINT〕 … … 出力 指示

〔 〕は 省略 可

オ ペ ラン ド欄 に は,指 定 した コマ ン ドに対 す る各 種 条件 等 を指 定 し,検 索及 び論 理 演算 の結
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表3検 索指示票(バ ッチ処理検索)

コマ ン ド

16

オ ペ ラ ン ド 指 示

710152025303538

結 果
保 存
ファイル

番 号

3940

一 ・一 「-

レ フ ァ レ ン ス 情 報 サ ー ビス シ ス テ ム

〔 コ マ ン ド一 覧 〕

・Q〔UERY〕 ・

・R〔ETR〕 ・…

・A〔ND〕

・0〔R〕

・P〔RINT〕 ・

〔 〕は 省 略 可

・・…検 索区 分 指示

… ・・検 索指 示

論理 積 指示

論 理 和 指示

… ・・出力 指示

'



果 を保 存 した い場 合 は,結 果 保 存 フ ァイ ル番号 欄 に その 番号(01～30)を 指定 す る。

また,オ ペ ラ ン ドは1行 で完 結 す る必 要 が あ り

マ ン ドと同様 で あ る と見 な され る。

検 索 指示 票 の記 入 例 は 次の とお りで あ る。

コマ ン ドの指定 を省 略 し た場 合 は前行 の コ

検索指示票の記入例

コマン ド

匹6

オ ペ ラ ン ド 指 示

710,15勿 お3035甜

結 果
保 存
ファ!μ

祈 り

3940

Q u E R 物 価 の 検索

R E T R F ・ 1 4 7 0 1

K . 0 4 0 2

A N D 0 1
■

0 2 0 3

R E T R s . 価 格 $ 十 $ 価 格 $
.

0 4

S ・ 物 価 $ 十 $ 物 価 $ 0 5

O R O 4 9 0 5 0 6

P R 1 N T 1 / 0 6

＼ ! 、一 一

、＼ ＼
＼ /

'
、

＼

＼、

ぱ /
/

〆

、 、 ' /
ン 《
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(3)パ ッチ処理 検 索

検 索 指示 票例(表3)を も とに 検 索指示 デ ー タの作 成 を し,バ ッチ処理 検 索 を実行 す る と ・検

索結 果 リス トと して,検 索 指示 リス ト(表4)及 び 検 索結果 リス ト(表5)が 出 力 され る。

表4検 索指示 リス ト

コマン ド

QUERY

RETR

AND

RETR

OR

PRINT

榔R指 示 リス ト

オペ ラン ド

物価の検索

分野 コー ド=147

地域 コーy=04

01.02

・統計田 貴名=価 格$+$価 格$

統計加 養名=物 価$+$物 価$

04.05

/06

{パ プチ処珂1倹素) 昭和59年01月20日

結果保存
フ ァイル 績窟タ手駁

#01

#02

#03

#04

☆05

#06

0029

0111

0008

0004

0002

0006
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【登録番号】

【鋤 鯛査名】

【潟査健闘】

【電 卸

【住 所】

【刊行物名】

【発行機関名】

【所属機関名】

【損査分野】

検 索 結 果 リ ス ト

0000646

仙台市消費者物価指数

030400001宮 城蠕亀企画i部統』十課

0222(63)2111-429

仙台市本町3-8-1

仙 台市消費者祝価指数(月 報 ・年報)

宮M県 企画駆統計課

宮城県企画部統計燥

147:物 価

昭和59年01月20日

【対象地域】 04:宮 城某

【調査方法】 サンプル調査

【調査対象数】 店頷世帯計960

【電算利用 による】 処理の有無 有

提供の可否 不可

提供条件

提供媒体

【調査の目的】

【対象の泌性】

【襲査項目名】

【集計区分】 仙台市分のみ

【調査周期】 月

収即Ol閲 昭和 年 月～昭和 年 月

仙台市

【調査毯鮒

【調査期間】

【電算利用以外による】

提供の可否

提供条件

提供媒体

届出統計

暦年

条件付可

個別協ほ

印刷物

収集期間 昭和22年 月～昭和 年 月

仙台市消費者物価水準の動きを迅速には鑑 し、消費者行政及び経済諸施策の基礎資料 とす るもの。

鵠 裏内における約580XM・380蹄 の商品晒 及びサーピ

翼灘翼翼襲爵
上昇率及び対別集同月比上昇率

or

こ
X

7
(

一
存

ゆ

)
命
己



な お,パ ッチ処 理 検 索で 使用 で き る コマ ン ド,オ ペ ラ ン ドの 形式,結 果 保 存 フ ァイル番 号 指定

の 可否 及 び機能 の一 覧 は,表6に 示 す とお り であ る。

表6パ ッチ処 理検 索の コ マ ン ド一 覧表

コ マ ン ド オ ペ ラ ン ド

番号
指示
の

可否

機 能

Q〔UERY〕 検索区分名(任 意の文字列)を 指定する。 否 以下に指定された番

号表示群の区分をする。

R〔ETR〕 検 索の 条 件式 を指 定 す る。

〈 形式1>項 目指 示.比 較1直1〔{婁}比 較 値2〕
…… 〔/保 存 ファ イル番 号 〕

<形 式2>項 目指示.〔 比 較 値1〕 一

〔比 較 値2〕 〔/保 存 ファイル番 号 〕

〈 項 目指示 及 び 比較 値 〉

可 与 え られ た条 件 式 に

該 当 す るレ コ ー ドの 集

合 を検 索す る。

保 存 ファ イル番 号 の

指 定(オ ペ ラ ン ド欄)

が あ れば その ファ イル

を検 索 対 象 とす る。

結果保存 ファイル番 号 の

指定 が あれ ば,結 果 を

その ファ イルに保 存 す

る。

項 目指示 比 較 値

分 野 コ ー ド=F 分 野 コ ー ド3桁

地 域 コー ド=K 県 コ ー ド2桁

地 域 名=R 文字列(漢 字)

旙二黙1㌶
統計調査名=S

調査項目名=1

目 的=O

属 性=A

収 集 期 間=T 元号区分及び年号の5桁

〈 保 存 フ ァ イル番 号 〉

検 索 対 象 とす るSAVEフ ァ イ ル番 号=01～30

A〔ND〕 論 理 積 を取 る保 存 ファ イル番 号 を 指定 す る。

〈 形 式 〉 番 号1,番 号2〔,番 号3〕 … …

可 指 定 され た保 存 フ ァ

イル間 の論理 積 を取 る。

結 果保 存 ファ イル番

号 の 指定 があ れ ば,結

果 をそ の ファ イル に保

存 す る。

0〔R〕 論 理 和 を取 る保 存 フ ァイル番 号 を 指定 す る。

〈形 式 〉 番 号1,番 号2〔,番 号3〕 … …

可 指定 され た保 存 ファ

イ ル間の論 理 和 を取 る。

結 果保 存 フ ァイ ル番

号 の 指定 が あ れば,結

果 を その フ ァ イルに保

存 す る。

P〔RINT〕 出力モード及び出力対 象とす る保存 ファイル番号を指定 する。

〈形 式 〉 出 力 モ ー ド/保 存 フ ァ イル番 号

く 出力 モ ー ド>1=全 項 目出力

2=対 象地 域 まで の項 目

3=電 算 利 用以 外 に よ る までの 項 目

否 指定 され た保存 フ ァ

イルの レコー ド集 合 の

内容 を出 力モ ー ドに従

っ て リス ト出 力 す る。
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県

県

県

県

県

県

県

県

県

県

県

川

媛

知

岡

賀

崎

本

分

崎

鵬

縄

香

愛

高

福

佐

長

熊

大

宮

鹿

沖

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

7

3

3

3

4

4

4

4

4

4

4

4

5.コ ー ド一 覧

当 シス テ ムで使 用 す る各 種 コ ー ドの 内容 は,以 下 の とお りで ある。

① 調 査 機 関 コー ド(9桁)

× × ×× × × ×× ×
　 　 　 　

4蕊 村。..

∠遮
④ 業 種 コー ド(2桁)

コ ー ド 内 容

01 国

02

、

国の出先機関

03 都道府県

04 市町村

05 商工会議所連合会 ・商工会議所

06 商工会 ・商工会連合会

07 中小企業団体中央会 ・事業協同組合

08 その他経済団体 ・経済社会研究所等

09 金融機関

10 電力会社

県

府

府

県

県

県

県

県

県

県

県

県

山

取

根

山

島

口

島

賀

都

阪

庫

良

歌

滋

京

大

兵

奈

和

鳥

島

岡

広

山

徳

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

5

6

2

2

2

2

2

3

3

3

3

3

3

3

都

県

県

県

県

県

県

県

県

県

県

県

京

剤

潟

山

川

井

梨

野

阜

岡

知

重

東

神

新

富

石

福

山

長

岐

静

愛

三

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

3

4

)

1

1

1

1

1

1

1

2

2

2

2

2

桁　(

道

県

県

県

県

県

県

県

県

県

県

県

ド一

海

森

手

城

田

形

島

城

木

馬

玉

葉

コ県

北

青

岩

宮

秋

山

福

茨

栃

群

椅

子

S1

1

2

3

4

5

6

7

8

9

0

1

2

J

O

O

O

O

O

O

O

O

O

1

1

1

@
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◎JIS市 町村 コー ド(3桁)

こ こで は省 略 す る。

② 分 野 コー ド(3桁)

110土 地 ・ 気 象147物 価

111土 地 面 積.地 形148企 業 ・事 業 所

ll2気 象 ・ 天 文149家 計 ・貯 蓄

113地 質150産 業

114水 流 里151農 林 水産 業 一 般

120人 口152鉱 工 業

121静 態153建 成 業

122動'態154電 気 ・ガス ・水道 ・エネルギー産業

130労 働155商 業

131雇 用 ・失業 ・労 働 力 ・職 業 紹介156貿 易

132労 働 基 準 ・労働 条 件157運 輸

133労 働 生 産 性158通 信

138そ の 他159サ ー ビ ス 業

140経 済160社 会 ・ 住 宅

141国 民 経 済 計 算161福 祉 ・ 厚 生

142財 政162住 宅

143金 融163生 活 調 査

144国 際 収 支

145.7.気

146物 資 需 給

③ 地 域 コー ド(2桁)

地 域 コ ー ドは,① の ◎ のJIS県 コー ドを使 用 す る。
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④ 調 査 方法 コー ド(1桁)

コ ー ド 内 容

1 応皆(全 数)調 査

2 サ ン プ ル調 査

3 その他

⑤ 集 計 区 分 コー ド(1桁)

コ ー ド 内 容

1 全 国

2 県 別

3 市町村別

4 その他

⑥ 調 査 種類 コー ド(1桁)

コ ー ド 内 容

1 承認統計

2 届出統計

3 指定統計

4 その他
.

⑦ 調査 周期 コ ー ド(1桁)

コ ー ド 内 容

1 5年

2 3年

3 2年

4 1年

5 半 期

6 四半期

7 月

8 不定期

9 その他

]28

⑧ 調査 期 間 コー ド(1桁)

コ ー ド 内 容

1 暦 年

2 年 度

3 その他

⑨ 電算処理の有無コー ド(1桁)

コ ー ド 内 容

1 有

2 無

⑩ 提 供 の 可否 コ ー ド(1桁)

コ ー ド 内 容

1 全 可

2 不 可

3 条件付可

⑪ 提供 条 件 コー ド(1桁)

コ ー ド 内 容

1 覚 書

2 行管承認

3 申請書

4 個別協議

5 その他

⑫ 提供媒体コード(1桁)

④ 電算利用

コ ー ド 内 容

1 MT

2 フ ロ ッ ピ ー

3 カ セ ッ トテ ー プ

4 磁 気 デ ィス ク

5 その他



◎ 電算以外

コ ー ド 内 容

1 印刷物

2 その他

⑬ 元号区分(1桁)

コ ー ド 内 容

1 明 治

2 大 正

3 ・昭 和

4 次 代

9 期限なし

た だ し,検 索 時の オペ ラン ドと して

使 用 す る場 合 は,M(明 治),T(大

正),S(昭 和)と す る。

⑭ 処理区分(1桁)

コ ー ド 内 容

1 追 加

2 修 正

3 削 除

⇔ デ ー タ区 分(2桁)

コ ー ド 内 容

00 作成年月日及び更新年月日(最 終)

01 統計調査名

02 調査機関

03 電 話

04 住 所

05 刊行物名

06 発行機関名

07 所属機関名

08 分 野

09 地 域

10 調査方法

11 集計区分

12 調査種類

13 調査対象数

14 調査周期

15 調査期間

16 電算機利用による

17 電算利用以外

18 調査の目的

19 対象の属性

20 調査項目名

21 収集期間

22 目 的(キ ー ワ ー ド)

23 属 性(キ ー ワ ー ド)

⑯ コ マ ン ド区分(1桁)

コ ー ド 内 容

1 QUERY

2 RETR

3 AND

4 OR

5 PRINT
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